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例 品一一日

本書は『雲同石窟」全十五巻のうち，第五巻にあたり，第八洞の調査と研究とをまとめたも

のである。

この洞は，昭和14，15年 (1939，40)に沼館易氏が岡崎卯一ょたあるひは戊亥一郎氏を助手と

して寝員を撮影し，昭和15，16年 (194ο，41)に北野正男氏が測量を完成した。拓本は昭和13

年(1938)徐立信氏が作製し，洞前の設掘も同年に必こなったものである。

木書の記述は著者三人の共同執筆てある。用語睡例等については，主として，さきに刊行

した『響堂山石結j(1937)r龍門石窟の研究j(1941)に操ってゐる。英文様諜は国立博物館の

原田治郎博士の手を煩はした。その校正には本所の殺授岩村忍氏必よび，日{弗皐館々長代理

エリセヱブ氏の援助をうけた。

本在の刊行は，本所の出版費と，文部省早術成果刊行費とをもってはじめ，その後，文部省

首局必よび京都大事の配慮の下に，すくなからぬ経費をうけて達成されたものである。

以上の諸氏，ならびに諸機関に，心からの感謝の僻を捧げるとともに，過去十数年間の調

査と研究に，有形無形，さまざまの援助をあたへられた数多くの人々に封し，さらに本巻の

編輯に献身的努力をはらはれた粛藤菊太郎氏その他に封し，深甚の謝意を表したい。

1951年 1月

水野清

長庚敏雄
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序章

雲間石窟の調査概要

1 

われわれが華北の石路寺院そ調貸しようとかんがへたのは，J7lV串徒としてひとつの大きな

王flt111があった O それは地に自11した遺物を研究Lたいといふことであった。つまり遺践の附究てあ

るが，あのころでは，われわれ外岡入がシナの土地て費抑i調査するといふやうなことは，のぞむべ

くもないことであった O それて投捌しないでもl蹄肝究のできる遺蹴といへはば"石z知百ご寺手院がもつとも都
合のよい前

智響-堂山石1席百告を?一週問訓T奇f需正しまた伊河n市甘千行'ff浴各制|陽場市郊の，北霊説虫から府代(何49例4.7花50川)にわたる龍iド「門1れ吋IJ石矧告脅f 
一週問i訊調却訴調l司n脊予堅.した O それらは，ともに，とりいそいだ品3:'rtモてあったけれども，なにぶん治安情況のわる
いことゆゑ，まことにやむをえないものがあった O それで，そのま』その結果をとりまとめて品3ft

械告書 r響金山石間ーがJ~tM市行境にふ、ける北郵J1~':代の石料;寺院1 告さ 1937:'.f.に， ~'龍 IIIJィ:i絹の師免1

を1941:'.f.にIHJ医した。
Yun】k礼ng

1936年の調査につ Yいて塑37:'.1三山内行大In1同郊の231吋鎚にある北競時代 (460-534)の石I討

をz澗ftしようと計iIれ，た O それはi不i肝戸削j北七諸石z脱百のうちて
のてあるカか、らてあ勺たが，もうひとつの小さく在いI町11は，この地がまったく千穂無事で，治安の 1:

の心配がすこしもないからであった O しかL，なほかんがへてみると，この華北最大にして，また

最 ~Iiの川知は，その \JLj}j文化の色彩が濃厚な即1にふ、いて，またその l明朗i同法な人間(I~J表現のしかた

にbいて，種々問題をもってゐるし，またひろく IIU:{!与されてゐる。それにもか L はらず，なんら桜

本的な13L術I制:奇はまテこなはれてゐなか。た o 1902年， fJI'東忠太博士はfF者として最初の足泊をこ

こに印され， 1907年，フランスのエデュアァル・シャヴァンヌもこれを調査LたO その後，いくたの

王手者がこ L をbとづれ，いくつかの業績が公にされてゐる。そLてその起訪日問題をめぐ、。てガン

ダァラ説，グプタ説，あるひは中央アジア説，乃至もろもろの折衷説が提出されて皐界をにぎはし

た。;本 Fj住友郎すなはち太HLiF.雄博:1:は，その間にあって『大fnj石仰寺J(1922:'.f刊)をあらはし，美

術観賞の\'(場からその H~l他を説かれた O そのうちシャヴァンヌの Missi01Z archeoんなiqllcdaJts 

μο~Ù1C SφfeJlfrumalc， Tomc. 1 (Paris， 1909， 1915)と，閥野山階土の『ョZ1J.11仰殺史蹟』115二容

(東京1925，1926:'.I~rlj) とは，もっとも多くのひとびとの依擁するところであうた。けれども，これ

らがなほ不充分なものであることは，その調査された時代，その調11:の立同ぞかんがへれば首然な
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ことであうた。いはば，あの庚大在雲岡石窟は，われわれ考古事徒の基本的調査をまち受けてゐた

のであった。

けれども， 1937年は不幸な年であった。春ごろから，日華聞の空気がだんだんと騒々しくなっ

てい。た。われわれは大陸にわたる機曾をまち受けてゐたけれども，とうとう七月七日には慮溝橋

事件が必こり，それが「日華事費」にまで進展して，つひにゆけなくなってしまうた。たピかうした

動画Lの在かにもか九はらず，大同の石俳に封する保護命令が護せられ，適宜左慮置がとられたこと

は，せめてもの幸であった。そして約一年必くれた 1938年の春，玉河のまだとけやらぬ氷をながめ

在がら，その目的地，雲同石窟を必とづれることになった。けれども著者の一人長庚は事費がわざ

はひして，つひにゆくことができなかった。た rをりよく北京に留墜中の小野勝年氏が同行して

測量珪掘等をたすけられ，寓員の技師羽舘易氏も，その助手米国太三郎氏といっしょに撮影にあた

られ，北京の拓工徐立伝・氏も拓本の製作をひきうけられた C それで¥これに水野をくはへた総勢

五名が四月十四日から作業をはじめ，六月十五日にいたうて一躍作業を柊了した。なにぶん，この

ころはまだ治安の確立しないときであったから，雲岡鎮の警備除にあてられてゐた雲岡別艶の一

隅に泊めてもらひ，その一廓である第五洞，第六洞をもっぱら調査した。

翌1939年からは長庚も参加することができた。そして京域博物館の有光教ー，米国美代治の

二氏，賞研究所からは北野正男，岡崎卯ーの諸氏があらたに参加した O そして組員八名が石悌寺の

ー屋にとまりこみ，主として第七洞，第八ifrtl，第九洞を調査し，その調査は八月一日から十月十五

日に必よんだ。かやうにして調査は翌年も翌々年ト終戦の前年までつ Y き，京城博物館からさら

に杉山信三氏，京大工皐部からは鈴木義孝氏，そして嘗研究所からは盟国義秋，山内啓藤，高柳重雄，

戊亥一郎の諸氏がいりかはり立ちかはり参加した。たいてい夏から秋にかけた三個月乃至六個月

が，その時期であった O 調査の岡敷は1938年から 1944年まで合計七同，その問第一，第二，第三，

第五一第十一，第十三，第十六一第二十洞の諸大洞を調査した。そして1945年にかけた各は，なほ

残るしごとをつ Yけて高柳重雄氏が一人こ Lにとぜまり，第八悶の調査を企闘しつ%あったが，つ

ひに戦局が最後の段階にはいうた Lめ，その賞現をみなかった。そして最後まで調査にしたがった

高柳氏は，敗戦ののち， 1946年二月に復員蹄来した。

1とれらの調査に闘する詳細は，その都皮「雲岡石錆調査記」と題し，首研究所の「東方泉報」に沿いて殻表した。昭和十三年

度は第九珊，昭和十四，五，六年度は第十三百世一分，昭和十七年度は第十三冊四分，昭和1十八年度は第十問時四分，昭和l十九年度は

お十五加二分に愛表した。また主任調3与.の概要t土，水野の執筆した「雲岡石{弗群J(1944年朝日新聞剥刊〕にゐいて橡幸置された。

2 
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拓本についてはほとんど困姓はなかった｡拓工徐立信君は響堂山石窟の調査にも同行したし,

北京における拓本の蒐集も手つだってくれた｡われわれの仕事を充分にのみこんでゐたので,命

ずるまゝに毎日しごとにうちこみ,1938年から1940年にいたる三岡の調査で,ほとんど各洞にわた

る拓本を完了してゐた｡それでも,なはできれば,もう一度,最後の年にでも,くはしく鮎槍して,

足りないものは補ひたいとかんが-てゐたが,それだけはついに貴行できなかった｡最初の年は

足場が足りなくて困ったが,次年度からはいくらか改善された｡それは大同の商務倉が協力して材

料を貸してくれたからである｡

篤農についての困難は第一一に光であったo響堂山,龍門繭石窟の調査には,もっぱらカァバイト

･ランプをつかったが,雲岡においては石窟が大きいため補助の程度にしか役たゝず,おもな光は

どうしても日光にたよるほかはなかった｡それで鏡と障子とを利用して反射に反射をかさねて洞

内にみちびき,必要な光線にした｡鏡と障子とは村民を傭ってもたせたが,野良しごとに慣れたか

れらには,そのこつが容易にのみこめないらしかった.足場の不足はこゝにもあったが,次年度か

らはかなり鳥虞のための足場がつくられた｡それには大同から藩三といふ男をやとってきた｡

岩鼻撮影に関するもうひとつの困経は掃除であった｡長年のあひだに摺った,こまかい土が

あらゆる像の上をおはふてゐる.手をおくとすっぽり指がうまってしまふほどの土であるo　これ

を梯ひおとすと,そのこまかい二とほこりが,しばし,たちこめて,しづまるまでかなりながい時間ま

たなければならなかった｡それに,はらひおとした土は,決してばかにならぬ量であったoその上,

ちらぼった煉瓦や土塊や石片まで,とりかたづけてしまふには,ちょっとした発掘ほどのことをし

なければならなかった｡しかし,1940年,石窟内部にすむ村民たちを洞外に移韓させてからは,か

なり掃除もゆきとゞいたので柴になった｡

測量はいまゝでの経験があさかったので苦労した｡それに測量具といっても,初年度には五間

梯子二っと,釣竿を改造した測量竿しかもたなかった｡だから,できたものも測量による製固とい

ふよりは,寸法を記入したスケッチといふ程度のものであった｡しかし,次年度からは,しだいに改

良された｡それに足場もやゝゆたかになっていった｡各洞の基準線をはっきりときめて測量するや

うになったので,やゝ精密になった｡その上,人夫たちもだんだん慣れて,その方法をのみこんだ

ものだから,最後の数年間は非常に柴になった｡主な石窟は七同の調査中にたいてい測った｡全然

手をつけなかったのは第十二洞,第十四洞,第十五洞と西方諸洞である｡これも仮すに,もう幾年か

の年月をもってすれば,だいたい終るものとおもほれてゐた｡それから地形園と分布国は1940年

3



質問石窟第八洞

度に原田仁氏の手でつくられたo

さて,その最後に確j;I-.した測童の方法であるが,それはかうであるo　まづ藁曜五窟のどとき樹

形図T頁の石窟であるならば,節一一に窟内三尊の鼻端に測遺筆をあてる｡こゝから,おもりのつい

た垂直線をたれて,その鮎Aを床にしるしたoつぎに二脇俳の鼻端から垂線をおろして鮎B,Cと

する｡それから線BC-直角にまじはる線ADをつくる｡さうしたう-天非のあらゆる鮎を垂球

の線で床におとしてくる｡それをBCとADの主軸から測る｡測った鮎を却Ili紙に記入し,その鋸

をつないで周像をゑがくo周壁につし､ては,まづそのBC,ADにlll_つ垂直のlfELiをかんが-ち.そし

第-一糊(Fig･ 1)　石塀測享J在のFtL.･:.1解

て,そのfミCに;I:つfFr:[互耐こ南壁と北壁とを投影してゑがき, Al)をふくむ魂rli'JIl的二束厘とIPLi堰とを

投足してゑがくo　われわれはこのT3C,ADに平4fなlllはいくつもこしら-た｡(F短･1)さうすれ

ば,そこからまがった壁面でも,うきだした像でも,容易に,そして正確に測れるo　もちろん,この

ほかに一･定の場所に水平の圭軸が必要であるoそして,その水7r:･基準が各洞に共池であれば,なは

さら,さいはひである｡

なは,それが雛七洞,雛八洞のやうな方形jlI･頂の右錆ならば,もっとかんたんである｡大井の

州境はおなじ方法であるが,川壁のカ川端は一々中火の椴想~唯ir相打こ投克'a Lないでも,いくつかの硬

直l~rlは-つくれば直接に測ることができる｡

スケェルは原則として1:20であったが, 1:10で測ったこともある｡部分岡になると】:1(),ある

ひは1:5の園をつくったo　まづ職場では方l他紙のう-に記入し,のちこれをケン11紙にうつしたの

である｡
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雛八洞は1938年iに拓本をつくり, 1939年に滋展撮形を了し'1940年と41年にわたって測量し

た｡比較的順調に調査することのできた石窟である｡はじめ兼内にはさうたうに,土や石塊が滑

ってゐたo獄外のすみにも崩壊した建物の瓦や樽が堆積してゐた｡入口はあとからつけた粗末な

右づみの壁があったo　これをとりのぞいて,門わきのうつくしい搾彫神像を撮影することができ

た｡それから後腹トドの大翁はUH･.により後世の大修jjl!.がしてあった｡それは俗悪をきはめるこ

と,いま下値本尊にみるごとくであるが,それのみでなく,その補修の泥土がくづれおち,堆積し'

密に惨櫓たるありさまであった,,まづ,これら銅芹除したが,下層本尊は泥のしたの石像も,ほと

んど摩滅しつくして心ばかりしかないので,そのまゝにした｡癌のま-のL-ll-をつんだ壇もそのま

､に残した｡いま後塵大像にみる釦々たる小孔は,その泥をもたすための棒ぐひの孔である｡

明窓の石づみの壁は端琵投影のために,とりのぞきたかったが,とりのぞいたあとの施設をか

んが-ずには,それ招i一行することができなかったo Lかし,姉七洞とのあひだにある随道はあけ

たo　これはおもひがけない凌兄で,この二つの木偶が一対であることが,これでまづ確賓になった｡

それから1938年には,この瑞祥のま-に佃,fヒのトレンチを掘った.洞口から15･OOmのところに崖

のはしがあり,そこから幅1.00mの1､レンチを鋸/-)たoトレンチの長さは14･00mo l･OOmあまり

~卜はまったく砕石の怖そのあひだにまゝjttをみるが,大部分あたらしいものばかりで,べつにこ

の木蘭に関するあたらしい知見をもたらさなかった｡

いったい,このトレンチを掘ったのは,洞外にある建物の問題からであった｡いま須五洞,雛六

帆,,第七.IE舵は,洞外に木造拙糊があり,雛八洞にも近ごろまであったらしく,その崩壊Lた丸棒が

洞外に堆積してゐたoこの節八洞と第七洞とは,前室が天井なしであるoどうしても,こ､には最

初から木造建築があったとおもはれるo　もちろん,いまある肝ヒ洞の建物とは,おなじでなかった

であらう()前宝北壁にみる川段の列孔と,火賂西壁にみる二段の列孔をみると,柿(たるき)をう

けた孔のやうにおもはれる｡北壁の大きなJj孔は,梁をうけた孔であらう｡けれども,さうすると,

いったい,これはどういふ建物になるのか｡三方K葺きおろした,かけだし屋根のごときものであ

らうか｡それに最大の疑問は,肝ヒ洞,雛八洞外壁上部にわたる大き73:Lll形の切りこみであるoこ

れはいったい,どういふものになるのか｡二つの洞にまたがり,妻を111ifltlにしたやうな建物であっ

たのであらうか｡そのJiI:根と小さい列孔,大きな方孔列のくみあはせが,し､'ま,なんとも解種でき

ないのであるo Lかし,たゞ建物があったといふことだけは,みとめなければならないであらう｡

(pL.1)

主室と前室との閏には床のう-に,なんらのしきりがない｡しかし,そのあたりから17･00mに

して切石のT.-づみになる｡こゝから念におちこんでゐるわけであるが,雛九獅,第十洞ま-では
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雲岡石窟第八洞

洞外14･00mに切石をしいて斜面をつくってゐる｡こ､にはさういふ施設があったのか,なかったの

か'発掘が不充分だったので結局わからか､でしまった｡

CA∨E V=
前　人　桐

ぷ7ul/L′′J J･1",/ n/.～ /t〝.'/ Ill. 'L

CAVE Vll
m,-　L一　朗

2　　　　4　　　　6

第二囲げig･2)第七,第八洞平面聞
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･tト1J

第　八　洞

第一尊　　　　前　室

第八洞は隣接する第七洞と-封をなす石窟である｡したがって,箪八洞の調査および研究は,

箪七洞と相関連させ,封比させながらすゝめねばならないo　いま第七洞には｢西来第一山｣の偏頗

があり,第八洞には｢併範洞｣の屈額がかゝってゐる.また第七洞は前垂に木造楼閣がたってゐるが,

第八洞では建物がまったく崩壊してゐる｡現在の石僻等伽藍は第五洞,第六洞ま-が中心で,この

第八洞までをふくみ,これ以西は伽藍低域のそとになる｡第七洞,箪八洞が嘗和一封窟として開撃

されたことは,だれも気づいてゐなかった｡

第八洞の記述のま-に,繭窟の相関関係を一腰指摘しておかう｡この繭霜は南面して相隣接

してゐるのみならず,その窟構造がまったく同一の計蓋によってゐるo　さらに,くほしくいふなら

ば,雨清はあたかも横にならんだ双生見のどとくである｡繭窟は別々の室をつくってゐるが,合し

て-となすべき石窟鯉制をなしてゐる｡

(1)規模と平面図の-･致o　前宝には雨窟の中間に大石柱があり,左右両端に同形の塔のどと

きものを彫りだしてゐる｡(PL.1)

(2)前室壁面の照磨｡この東壁が千体列愈であるのに勤し,箪七洞西壁が千体列轟であり,第

七洞東壁が浮彫本生国であるのに対し,この洞の西壁が浮彫本生団である｡ (PL. 5-7)

(3)主室｡悌愈配置の一致と照麿｡北壁大鹿二段,東西両壁四段八鹿の併轟配置が一致し,北

壁愈内尊像の配置は,また,たがひに照鷹する｡

(4)両石窟を連結する隠退の凌見｡ (pL.5,8)

かくのごとく,この雨洞の一隻であることは,うたがひない｡この石窟が一隻嘉であることが理解

されると,これによって,し､ろいろの鮎が容易に説明されるであらう｡

〔前室〕第七洞とおなじく前室と主義とからなり,ともに長方形の平面である｡前室には特

別に門口も天井もない｡前宝と主室とのあひだには,挟門があって両室をつないでゐる｡前宝の

東撃は弟七洞と共通の岩壁であり,基部に大きな獣形がある｡その他の部分は風化のために滑えで

しまって,グロテスクな岩肌をみせてゐる.横幅はさうたうにあるo上から下まで埼減がない.そ

してわりにうすい｡下の獣形が亀鉄を想像させるので, (pL.5,PhnIII,Ⅴ)石碑ではなかったかと

おもふ｡さうすると随分と雄大な石碑である｡その内壁,つまり,前宝の南塵にあたる部分は幅

1.00mしかない｡がんらい,こゝには束壁より延長した固像,すなはち千悌轟があったものらしい｡

外壁西端のつくりだしは,第七洞東端におなじく上ぼそりである.五暦または七暦の塔で,たかい
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雲岡石窟第八洞

相輪があったのかとおもふ｡これも,また,はなはだしく破損してゐて,柑位のほどはわからないo

前宝はほゞ方形の中細をなし,北西の幅,南端で8.64m,北端で8.96m,T削ヒの幅'東壁ぎわで

7.16m,西壁ぎわで7.60mを耳するoつまり,厳密な方形にはなってゐない｡そこに雲岡石窟の特

色があるo前尖には天井がない.これは第七洞とおなじであるが,どういふ必要で大井をぬいた

か,あきらかでないo天井がぬけてゐるだけでなく,前1軒もまったく吹きはなしである｡櫛撞とい

っても,東酉北の三壁にかこまれたゞけである｡ I拍壁は東側で1.00m,酉側で2100mの祁ほもってゐ

るにすぎない｡各壁は珊江に切りたってゐる｡(pL1- 3)

頗勤ま弥ヒ洞の西壁と背中あはせである(,その塵-lflI-の囲像はひとしく千俳の愈列をかさねた

ものであるo西壁はほとんど剥落してゐるが,その残布部と弥ヒ洞の氷壁とは構岡が榊臆し'とも
J三iLaka

に本生の浮彫であることがあきらかである｡

〔東壁〕地上より2.9()mまでの部分には,二段に供養新の列像を作彫してゐる｡この供養者像

は繭段ともほゞおなじ大きさで,高さ0.92乃至0.()8mを罪する｡そのTに基のやうに,せか､帖

の一帯があり,こ｣には手をあげ,足をあげた躍動天人の列像があったらしい｡列像はみな,ほとん

ど溶けてしまってゐるが,上の二段は僻俗両様の供養軒ビあることがわかる｡(PI-･5･Planv)この

列像の).三方,北壁ちかくには,第七洞-通ずる随道がある,これは,もと土壁でふさがれてゐたU拭

き2.4.6m,地上における門の幅1.60m,東大附員2.04rnであるoこのトンネルの姿見により,,'第八

洞とlj'.i七洞との隔壁のあっさが判明した｡現状では弟八洞の壁面が風化してゐるが,これを復原

すると隔壁のあっさは,トンネルTL'脚において1..'36mを'iJ'I･する｡トンネル内の側壁には,二人づ､

の供養都']二像が彫ってあるo　このトンネルの大井には中央に外秤0.70mの二重蓮蹄を洋彫にす

る｡蓮糊の東西には二膿づゝの飛大が洋彫されてゐる｡これらの彫刻は,あきらかに北魂霊岡式

のものに榊違ない｡(F]･g.封　このことは,このトンネルが決して後代にひらかれたものでないこと

を詔明してゐるoすなはち姑ヒ,弟八卜醐頼むすぶ目的で,イ1-錨PH型の常初から計rf･.13されてゐたも

のとおもはれるo(PL.8,9,P]anvIT)

二段の供養者列像の上2.90mのところから,千俳の層がはじまり,規イI:･では俳寵十一段がかぞ

へられるo Lかし調査の結果は,常初すくなくも十八段あったものと推定されたo各翁の■':･ほは

0.4Omである｡そして,下よりかぞ-て弟三,師叫段には,二段にわたる大鹿, ilL1.1iO190m,幅o･74m'二

佃をを左右に配し,節九弟十段には同形の愈---佃糾l央に,また:j'汁五,十六段には二州を左イ;に

配して彫ってゐる｡ ′ト蕗は一段に二十LILJ配列してゐたとおもはれるが,いまは壁Lfl1^のあちこちに

鮎在して残ってゐるにすぎぬoその愈形,および俳像のさ剖ま,弟七引車)1叫塵によってはゞ察するこ

とができる｡(I)1anv)

この壁には,高さ8.00m乃至8.20mのところと,高さ13.00mのところに,小さい凶孔が鮎々と

ならんでみとめられる｡後世のある時期に木造架構のあったことを想像させるに充分である｡米

?



第-手　前室

して,さうだとすると,この梁孔,小国孔などは案外あたらしい造作といふことになるであらう｡

〔西壁〕酉塵も上下二部分からなり,束塵とおなじく,膜壁には現世の供養者列像二段と'せ

か､天人供養者像一段とがあるo供養者立傍は身長約1.00mあり,主宝の方にむかひ･手に葦のな

がい蓮華をもってゐる｡(PlanvI)

100C.m

第三聞(Fig･3)確造天井飛天

上の部分は数段からなる株帯状の固像帝が彫･られてゐる｡最下のものは地上5.29mにはじま

る｡おのおの帝は高さ約0.68m.これに幅0.25mの唐草文帝がつき,上下の境をしてゐるoおそら

く第七洞東壁と同様に,三種の文枝帯が交互に配されてゐたものであらう｡固像帝は現在六,七段

をかぞ-ることができる.そして固像は,南端高さ6.00m以上のところに一部分と'北端のこれ

よりやゝ上方に一部分とを残すのみである.(PL.6,7)これは半壊ではあるが'あさらかに物語風

の表現であり,第七洞束壁とひとしい計議が,この壁にも行ほれてゐたことを推定してよい｡

なほ,この塵にも東壁とおなじく,小さい孔の列がある｡地上8.00m強のところと'13･00m強

のところとに,鮎々としてよこにならんでゐる｡

〔北壁〕主室に通ずる門口は,地上の幅3.75m,最大幅4･00m,高さ5･76mあり'上部の角がや1
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雲間石窟第八桐

まるくなった程度のアァチてある。明窓はその上にあり，地上8.00mにその下端があり，幅3.74m，

高さ4.00m，門口と同様のアァチ形である。明窓，門口ともに外壁にはなんら装飾がない。なほ前室

北壁には，明窓の左右にー封の立像がある。これは西学にわづかに痕謹がみとめられる。その下方

に， j，--なじく立像がー封あったと必もはれるが，いまはまったく消滅Lてみえない。た Y第七洞前

室の北壁から類推するのみである。 (PL.4， plan m) 

小さい孔の列は，高さ 8.00mの明窓の下端と，高さ 13.00mのところとにある。これは東西壁

の孔とまずコたく照躍してゐる。このほか高さ 15.00mのところと， 3.00mのところにもある。これ

は東西壁にみいだせない。

〔挟門〕 挟門側壁の幅は現在2.20mである o(PL. 10， 11) 外側が風化のため数十センチなくな

ってゐる。頂上中央の大蓮華をめぐって，四惜の飛天があったが，いまは，わづかに一睡，しかもそ

の片腕の一部を残すのみとなった。アァチの曲面にそうで目をさげると，この下には，さらに左右

に二睡づ%の飛天がある。外側の必の訟の一睡は破損し，内側のが，わづかに残ってゐるのみであ

る。東側の飛天は立ちあがったゃうで，左手をあげ，右手をまげて胸に必いてゐるが，西側のは，腰

をまげ，よこにとんてゐる。 (PL.21-23) 

これらの飛天の下には，東側に牛にのった紳像，西側に烏にのった神像を彫刻してゐる。うつ

くしい紳像てある。一方は三面入管，一方は五面六骨，いづれは外道の神々であったらうが，こ Lて

はりっぱに悌徒の護法紳てある。その下に高さ2.80mの武紳像がー封東西に立ってゐる。さらに，

その足下に高さ約0.45-0.50mの基壇がある。門紳はどちらも風化してゐるが，東壁の方がいくら

か保存がよい。頭部にはギリシヤ紳ヘルメスの羽をいた rき，右手にはゼウスの雷斧をもち，左手

にはポセイドンの三交の矛をもってゐる。ゼウスの雷斧は僻徒の金剛杵 Vajraてある。これは石
dvarapala 

窟の門紳として立つ金剛力士Vajra-柄引である。 (PL.12--20， Plan vm) 

この外側に，もう一陣武神像があうたらしい。風化はひどいが， j，--そらく鎧をつけた，正面むき

の武持てあったらう。みじかい腰鎧と，ひらいた足，腰にbいた予がみえる O 矛をもった紳像より

はひく...，もう一つ別の墓上に立ってゐる。

〔明窓〉 大きな明窓である。高さ 3.90m，幅3.60m。かすかにアァチ形をしてゐる。まはりは

すっかり風化すること下の洞口とま?なじである。(PL.24) 

側壁には基底に山のすがたを彫り，そこに一本の大きな樹木をたて L ゐる。樹木は雨側壁よ

り天井にまでたかくのび，枝葉が天井いっぱいにま?ひしげつてゐる。木の下は二段にわかれて禅定

の比丘がゐる。(PL.25， 26) これと反動の内側には藤座の上にたった天人，もしくは菩薩像がある。

高さ2.16m。
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第二章　主　室北壁

第二葦　　王室　北壁

主室はほゞ長方形の平面である｡東西は,南側で9.80m北側で9･40m南北は,東側で5･40m'

西側で5.50mである｡ (Planり　おくの北壁は上下二層にわかれ,上層は楯挟寵に五専像を安置し,

下層は尖挟轟に-尊の坐悌であるが,破壊がはなはだしい｡左右の東西両壁は,規則正しく四暦を

なし,各層ごとに二個の併轟を配してゐる｡南塵の門口および明窓の左右は,東西壁の暦位にした

がひ四層になり,それに一個づ､の併轟を彫ってゐる｡したがって,束,西,南の三壁に,組数二十四

の同形併轟があるわけである｡天井は長方形で,これに梁を彫りだし,六っの格間を値切り,蓮華と

飛天とを一団に浮彫してゐるo洞内の保存状態の一般についてい-ば,南より北がわるく,東より

西がわるく,上より下がわるい｡したがって,北壁下層と西塵は,ほとんど風化しつくしてゐるあ

りさまである｡(pL.27--29)

北壁は金高12.85mある｡高さ6.80mのレT<ルを境として,上静と下層とにわけられるo　主

宝各塵は,いづれも前にのめってゐるから,どれも上層になるほど,塵の幅がせまくなってゐる.そ

れで,北壁は床の面で幅8.90m,上層の床の両で8. 53m,天井の接触部で6･00mである｡ (PlanlX)

〔下層大森〕中央に実技轟をまうけ,そのそと左右に併立像の轟をおく｡中央尖扶轟は,まづ

床上に1.61mの壇をつくる｡轟の高さ3.94m,幅3.51m,深さはわづかに0･48m｡本尊坐俳は,ほと

んど溶けてしまって,近代補修の泥像である｡とにかく,第七洞と異り,二悌並坐像でなく'たしか

に-俳坐像をもって本尊としてゐる｡本尊光背も轟の装飾も,全く消滅して知るよしもないo本尊

俳轟の左右も,溶解がはなはだしいが,もとは魚形があった｡西側のものについてみると,高さ0･81

mの董座上に,高さ2.90mの併立像一身匿を彫ってあったことがわかる｡東側のは,ほとんどなんら彫

像の疾をのこさないまでに消滅してゐるが,おそらく西側と同様であったらう｡あるひは曇曜五窟

にみるやうに悌ばかりの三鰹像かとおもはれるo(pL.30B,31)

〔上辱大鹿〕楯扶余のうちに五尊像を彫るo　尊像の破損は第七洞よりひどく'ことに西牛が

はげしい｡やゝ満足にのこつたものは東壁にちかい手跡菩薩像のみで,他の彫像は額面も鱒身医も

足も,ひどく風化してしまって,現状ではみにくい｡轟の深さは帳幕のところで測って約2･00mであ

る｡中央には俺坐する併像,その左右には賀冠をつけた交脚菩薩像,その左右,すなはち東壁,ある

ひは西壁に接する個所には,西南あるひは東面して,やゝ小型の平助思惟像を彫る｡これらの配置

は第七洞と似てゐるが,第七洞とちがふのは,中央三尊が一休,二菩薩となったことである｡第七

洞では一昔健二俳である｡この中央三尊は,鹿骨のゆるい凹面にそひっゝ,大嘘として南面して彫
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られてゐる｡(PL.32, 33)

中央俳像は足をひらいてゆったりと恰坐してゐる｡破損がはなはだしく,いくらか原形を残し

てゐるのは,頚部と左手と左足のみである｡やすらかなこの姿勢には,ひとつの表情がそなはり,午

凡でない.左足の膝には特殊な突帯の衣文があらはされてゐる.(PL.34,37A)

左交脚菩薩像は,ほゞその全貌を有し,蕨の大鰹もほゞうかゞふことができる｡大きな'いはゆ

る三両茸冠をレ､たゞき,うつくしレ､手首がのこってゐるo胸の埋格も,やっとわかる程度であるが,

耳粟からさがった解は,ひとつひとつ玉がみえるほど,よくのこってゐる｡(PL.35)

右交脚菩薩像は,まったく溶解して原形をとゞめない.両端の平助思惟像では,西側はほとん

ど風化して,なにもなく,東側のものについて観察するはかない｡この像は北壁ではあるが,鹿の

はしにあるため,ほとんど90度ちかく同庫して西岡し,幕の蔭にかくれてゐるo(PL.36,Fig.4)

中央本尊の足下には獅子がうづくまってゐる｡たゞし右側の獅子は原形をとゞめないまでに

破損してゐる.左側の獅子は頚を本尊の方にむけ,前足をひらいて左右につっぼってゐる｡要する

に鳥賞味はなく説明的な彫刻であるが,その力づよい,たくましい表現は,まさに中国の侍続とい

ふほかはない｡(PL. 37B)

これら五尊の光背はよくわからない.なにしろ,このせか/､愈中に五尊がならんでゐるのだ

から,光背は重なってくるであらう｡火焔のふちなもった本尊の大きな拳身光背が■あり,交脚菩薩

の小さい頚光がある｡平助像には光背がなかったのか,比較的保存のよい頭のまはりをみても,な

んら彫刻のあとがみえない｡本尊俺坐俳では囲光に蓮華をきざみ,その外陶に小化俳を配したこ

とが,からうじてわかる｡(PL.33)

〔上層禽楯扶額〕つぎに愈外の楯扶額の浮彫装飾をみよう｡これは三段にわかれる｡上段は十

四個の尖挟小森よりなる｡高さ0.68m,そのなかに奏柴天人を彫ってゐるo　高書の天人で'だいた

い膝から上があらはされ,あたかも高楼の欄杵からみおろしてゐる様子である,左右それぞれ七

鰹づゝ,いくらか中央の方に顔をむけてゐる｡東端から(1)舞踊形, (2)舞踊形,(3)小鼓,(4)細腰鼓,

(5)竪笛, (6)排管, (7)横笛, (8)髭琶, (9)党琶, (10)壁撲, (ll)不明, (12)竪笛?, (13)角笛, (14)舞踊
1)

形となる｡(PL.38)

楯挟額の第二段は,まづ水平の中央部,なゝめにさがる菱形部,また水平になる南端の巽部よ

りなる.中央部は六個,菱形部は二個,翼部は一個,都合十二個の梶にわかれてゐて,そのなかに-

鯉づゝの飛天が彫られてゐるo飛天はたがひに左右より中央にむかひ,身鱒をまげ,足の位置,辛

の位置をそれぞれか-て費化をつけてゐる｡(pL.38,39)

梱扶余の下段,つまり第三段は帳幕になる｡いはゞ一種の垂帳である.それをたくりあげて,

1こ｣でいふ′ト鼓は腰にさげて南方からうつ,小さい太鼓であるoいま,かりに小鼓とよぷo細腰薮は胴のほそいつゞみ形

であるo排管は長短の管をならべた,つまり青である｡以下この柄呼にしたがふ｡
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いくつかにむすび,楯珠の枚飾としてあるのである｡帳幕のむすび目は中央に一つ'左右に四つづ

つ都合九つある,そして,そこに漢代以来の獣両蹄を浮彫托してゐる｡こゝには幕をしぼった布片

のはしが,二つにわかれて,たれさがってゐる｡南端にちかづくと暮がさがってくるので,そのあひ

だに鎗裕ができたゝめか,ひとつの飛天が浮彫にされてゐる｡(PL.39)西側は破損して,この部分

がないoさらに暮がさがって両壁につくところになると,こゝには保備形の人物がつくられてゐる｡

西側のものはほとんど磨滅してゐるが,それでも某を背にし,雨足と両手とを幕につけた跳びこみ

型の姿勢,しかも,ずんぐりして保席形の天人であることが察せられる｡東側はよくのこってゐる

が,しぼった帳幕にだきついた奇妙なポゥズである｡背中と背部とをみせ,そのう-額もこちらに

ふりむかせてゐる｡左手はまげ,右手をあげて帳幕に密着してゐる｡(PL･40)

いまこのあたりには,一面にぬられた朱がある｡愈底の米と同様,オリヂナルなものとおもふ｡

第三章　　王室　東西壁

東壁と西塵とは並列の二轟を四骨にならべてゐる｡その各層は両壁の四暦に相鷹じ,また北

壁の上下二犀とも相照鷹する｡各層のあひだには帯状の縁飾があり,上から順にみると,(a)蓮非文

守,(b)波状唐草交野,(C)牛パルメット達磨文帯の三種,それからこの洞ではわかりにくいが,第七洞

からいふと,もう一つ(d)パルメットによる環つなぎ文帝がある.(pL･41,Fig･14)これらは,みな南

壁-つゞく｡西壁は全面的に溶解してゐて明瞭でないが,おそらく同様であったらう｡この四種の

装飾帝は,また第七洞でもおなじ形式がもちひられてゐるo下層から第-盾,第二盾と名づけると,

第四盾にいたり,節-暦の下には,もうひとつ溶解のはなはだしい供養者列像の盾がある｡なは第

四盾の上には,天井にちかく蓮非文帯があり,その上に中盤傍をならべた一骨があり,これも両壁,

酉塵につゞいてゐる.愈なく,たゞ舟形の拳身光をおふ｡東壁では小坐俳の数は七鰹である.こ

の小坐併列像の上に三角垂飾帯があり,それからたゞちに天井につゞいてゐる｡

東壁は壁の高さ平均12.26m西壁は12.43mあり,しゝづれも北壁にちかづくにつれ0.20mばか

りたかくなってゐる｡南塵と接する隅の線はほゞ垂直にちかいが,北壁に接するところは下層にな

るほど塵の幅がひろい｡これは北壁が下ほど後退してゐるからである｡東壁,西塵とも第四暦上端

では幅4.16m,第-暦基底では東壁5.76m,西塵5.60mを算する｡壁面が建築物のごとく規則たゞ

しい垂直でないことは,これだけであきらかであらう｡(planI,ⅠⅠ)なほ第三暦の基底は北壁上轟の基

底と高さをひとしくしてゐる｡すなはち四暦の内,上二暦は北壁上層と相鷹じ,下二修は北壁下層

と相鷹ずる｡また第四盾から窮二静までは,二個の寵が上下に正しくそろふが,第一圏の繭轟は上
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三暦の愈中心線からはづれて,北壁の方に偏在してゐる｡これは第一暦が北壁の後退によって,幅

ひろいためである｡(PL.41-43)

〔東壁第四暦〕二つの尖扶轟が相ならぶ｡轟頂までの高さ2･lJ2m｡轟の幅,南蛮2･10m,北森

2.34m雨寵の境および南北両壁との境には簾JLの柱があらはされ,扶端の龍がこの上に立つ｡第七･

第八両洞ではこの膝JLにかたどった柱が,さかんにつかはれてゐるのは注意に慣するo　もともと,

この柱は決して膝JLではない｡中国では形鰻の上で膝JLの影響をつよくうけてゐるけれども,賓

は柱頚飾であって,柱身の略されたものである｡柱身の略されるわけは,また別のところであきら

かになるであらう0両愈内には,ともに結執政坐する併像を彫るo大きな肉撃をつけた頚には頭髪

をあらはしてゐないo(PL.43)南蛮の俳は,右手を胸にあげ,掌をみせた拳手形,左手は手首をまげ

て膝におく捻手形で,掌中に衣端をにぎってゐるo(pL･44,45)北轟の俳は,これに勤し,右手はあ

げてゐるが掌をうちにむけ,左手は衣端をとるが掌をさげて僻手形にするoこれは意識的に両者の

手をちがへたのである｡南寵の傍の手相はふつうであるが,北愈俳の手相は賓に異例である｡(PL･

46,47)衣服は,ともに偏祖右肩である｡しかし,右肩が全然あらはであるといふのでなく,衣の一

端が大きくこれにかゝってゐる｡

南轟の併像には大きな拳身光がある｡拳身光のうちにみる,ゑがいた頚光などは,いつのもの

ともわからない｡なんの装飾もない大きな光背で本尊をゆったりとさせ,その上で,その外まはり

上方に,二飛天を彫るo二飛天は,左右から手をのばして香焼(南蛮),または天蓋(北南)をさ､げ

てゐるoその下には左右おのおの三段にわけて,小形の供養天人を彫ってゐる｡

扶額の南端には,まづ龍のかぎりをほどこし,龍身は挑発となって上によこたはるo龍は額を

まげてふりかへりながら,雨脚で仰蓮華座の上に立つ｡(PL･48)そしてその蓮華は藤JLの柱上に

のってゐる｡扶板には南轟に十鰭の飛天があり,北轟に十五膿の小俳がすはってゐる｡なは,この上

の三角形のあひまには,比丘形の合掌供養老を左右三膿づゝ彫ってゐる｡

〔東壁第三暦〕二つの楯扶轟がならび,その中間と両端とに,四暦になった重層柱があるo(PL･

43)愈頂までの高さ2･14m,南轟の幅1･60m,北轟の幅1･90mである｡重層柱の柱頭には牛パルメッ
うけl士な

トの承花があり,まんなかに童子の頭部をのぞかせてゐる｡各層には小僻を二鰻づゝ並置し,最下

にうづくまった傑傍を彫る｡これがおもい重盾柱をさゝ-てゐるのである.

繭轟の内部には,三尊形式の併像が彫ってある｡南轟は五成の須滞座をまうけ,その上に三尊

俳を安置する｡座の南側には獅子を彫ってゐる｡この須甜座の上に,さらに小形の須爾座を彫り,本

尊の交脚俳は,これに腰をかけてゐる｡この二重賛座の方式は,他に菊をみないものである｡こゝ

ろみに第七洞の東西壁窮三暦をみると,それらの交脚僻は,須御座ではなくて,四角の座に腰をおろ

してゐるし,坐俳は頚飾座の上にすはってゐる.この第八洞の東壁第三暦南鹿だけが'いま二重に

須珊座をまうけてゐるのであるo(pL.49)
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本尊は両肘をはり,右手は馨手形,左手は捻手形で衣端をとってゐる｡偏担右肩であるから,

もちろん右の脇は透いてゐる｡ところが,この俳は左脇も衣が身鰹に密着してゐるので,すいてゐ

る｡胴がほそく,腰がふとく,さらに膝がひろく張ってゐる秦は,賓に悠然たるものである.須輔座

を二重につくったせゐか,交脚がすこし寸づまりになってゐる｡しかし肢健,頚部は他の諸僻と大差

のない大きさになってゐる｡(PL.50)

拳身光は無地,そのそとに高さ1.00mほどの脇侍菩薩が立ってゐる｡繭菩薩像はともに三回箕

冠をいたゞいてゐる.蘇はまるく温和な表情をあらはし,少女のどとき可憐さがある.衣文も額

飾も級別であらはし,したがって,まろやかな肉鰻がぢかにうかゞはれる｡(pL.51,52)

相鉄額は前額部と左右の菱形部との四つの橿割とからなり,それぞれにずんぐりした飛天を

彫りこんでゐる｡下部は帳幕をたくりあげたやうに,いくつかの弧状ができてゐる｡

三尊俳の須珊座の下には,その両脇に獅子がゐるoそとにむかって額をのばし,前脚を強くつっ

ぼってゐる｡後脚はよくみえないが,腰をおろした浄鋸形である.この獅子の彫り方はあさい浮彫

である｡北壁本尊の獅子とは,かなりちがってゐるが,しかし鳥賓的ではない｡するどレ､稜のたっ

た浮彫である｡ (PL.49)

北鹿もおなじく三尊俳であるが,董座をまうけず,床の上にちかに彫ってある.本尊は丸森で,

大きな丈だかい肉馨をいたゞき,長大な耳をもってゐる｡光背は大きな,無地の拳身光が,あさくし

めされてゐるo光背のそとには南脇侍が立つ｡高さ約1.00m,冠はなく高書がしめされ,身鯉の姿

勢は南鹿と同様である｡楯挟額の装飾は南鹿と同じで,四つの直割といひ,帳幕といひ,まったく

同様である.たゞ南轟よりも飛天のからだが,のびのびしてゐる｡(PL.53-i5)

〔東壁第二暦〕尖頂のアァチ愈二個をならべてゐる.愈頂までの高さ2.20m,幅は南轟2.00m,

北愈2･10m｡禽額の南端には龍の上身をあらはし,この龍がふむ傍柱は草花の束からなる.両壁扶

門わき花束の,一歩前のかたちであるo(PL.42,65)

南北両寵とも本尊は董座なく,愈内の床にすはってゐる｡本尊はともに右手をあげ,左手をひ

ねって衣端をにぎってゐるが,北森は掌をふせ,南鹿は掌をみせてゐる｡

本尊の両脇には,轟のそとまで,はみだして,左右二鰻づゝの顔坐供養老像がある｡坐高0.80mo

いづれも腰をうかせて長旅し,両手になにかさゝげてゐる｡南愈四人は,いづれも鉢をさゝげ,凶

天王奉鉢の場面であることがあきらかである｡北森四人はとがり帽をつけた俗人である｡妙蜜を

さゝげる商胡であらう0　匹l天王は費冠をつけ,光背をおふが,商胡には光背なく,折り襟のコオト

をつけてゐる｡北森の俳はこれに鹿ずるどとく,左手に鉢をもってゐる｡(pL.59,63)

すなはちこの雨鹿の象徴するものは,シャヴァンヌが指摘するごとく,悌停中の物語である｡樺

迦が菩提樹下に成道し,碍定に入ってから七日目のことである｡樹神が不動の俳に封し食を献ずる

ものを求めようとおもひ,山の一両をすぎゆく五百人の隊商の牛車をみな慣かせた.商主たる提
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謂Trapu昌aと政利Bha】1ikaの二人が,樹柵から俳に食を献じて,大福を程よと敦-られたので,迦蜜

を和して樹下にいたって俳にさゝげたoこのとき俳は,心ひそかにおもった｡それは過去の諸僻が,

人の施物はみな鉢をもってうけ,他の修行者のどとく,手づかみで食しなかったことである｡俳の
JamunZi

この日念を知って,四天王はたちどころに額邦山上にとんできた.すると四天王の所念に臆じて,

右中から凹つの鉢が自然にあらはれた.四大立は,おのおのその一鉢をとって俳にさゝげたo僻は

そのうちの-つをとれば,他の三天王を不快にさせるかも知れないとおもひ,一時に四鉢をうけた｡

俳はそれを左手のうちにおき,右手で按じて四鉢を合成し,一つの鉢にして四際を現ぜしめ,妙蜜

をうけた｡そして商人たちに蹄依俳,蹄依法せしめ,またいまに倍衆ができるであらうから,その

ときは圃依健すべしとおし-,なほ食物を献じた功徳によって,無量の桶徳をうけるであらうこと
り

を説いた｡

践坐供養者の上には,轟の内壁にそうて小形の供養天人がゐる｡左右二鯉づゝ,あさい浮彫で

ある｡それから,その上の方に,扶梁にそうて,左右二髄づゝの飛天がゐる｡飛天たちは中央に華

麗な蓮華,あるひは香焼をさゝげてゐる｡ちゃうど,これらを本尊の頭上にかゝげ,俳徳を能讃する

ごとくである.このモティフは,とはくインドにあり,中央アジアにもあった.これらの飛天は手

をたかくあげ,額を推して渡刺と飛ぶすがたである｡扶観中には,南寵は八膿の供養天人像を彫り,

北森は九鰻の碑定盤俳を彫る｡ (PL.61, 66)

第二暦北端には北壁とのあひだに,なは幅1.00mほどの空所がある｡いま剥落しながらも,こ
Kapila-vas tu ya皇odhar話

まかな浮彫が残ってゐる｡上の屋根形のなかは迦良羅城の宮中である｡太子の妃ヤショダラァが
Siddhえrtha

ねてゐる.シッダァルタ太子はやをらおきいで,まさに家をすてようとする瞬間である｡下の剥離

したところは,城をでゝ馬をとばしてゐるところである｡(PL.67)

〔東壁第-億〕重層柱によってしきられた南北の二寵よりなる｡翁の高さは1･85m,幅は南東

1.90m北寵2.00mo第二暦以上よりすこし戯し､のであるが,重層柱をひろくしただけで,愈そのも

のゝ幅はあまりかはらない｡(PL.68)

このJ酎ま上からい-ば楯扶寵のはずであるが,楯状寵であるのは北禽だけで,南藷は天蓋だけ

の寵である｡南轟の本尊はひくし､童座の上に坐し,勢子と傭手の手相であるQ頭部がこほれてゐ

るが,肉撃からいって俳魂であることはあきらかである｡彫りのなし､馨身光背のそとに'天蓋の左

右から床面にいたるまで,左右おのおの十鰭ほどの群像を,おしあふやうに彫ってゐる｡だいたい

からみると,四段に配列されてゐるが,その奇形怪貌は,いふまでもなく,魔衆をあらはしてゐるの

である｡つまり程奪降魔の情景である｡(PL.69,70, Fig･5)

1英の立証誰『太子珊艦本起粁』 (大正大赦経,第三巻p.479)懇二oおなじ話は西晋の法護諜『普曜経』 (同書,同雀,p･526)

商人奉麹品1Xに十二　劉末の求那放陀猫等『過去域(略し某控』 (同書,同窓,p･643)懇三等にもみえ,有名なはなしであるoのみ

ならず,唐の道立の『摸高僧体』懇一･によると曇昭に関係のふかい曇靖が『捉謂波利控』といふ粁典までつくってゐることが

想起されるC

工7



雲間石窟第八洞

北森は,はなはだしく溶解してゐるが,三尊俳の楯状鹿である｡楯挟額中の合掌の飛天,手をあ

げた飛天はそれぞれに,のぴやかにとんでゐる.こはれた脇侍菩薩のかくに,なは高書の菩薩形が

みえる｡やはり天人といった方が通常であらう｡まろくふかく彫りだしてゐる｡(PL.71)

南北雨鹿の中間に彫られた重肘柱は三修をなし,各婦に二つの尖挟鹿を並置し,それにおのか
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第五問　tFig.5)主室東壁鈍降魔



第三葦　主室東西壁

の小生俳をあらはす｡一方は通肩樺定の僻,他方は偏祖醒定の俳である｡窮二優の恩柱とは形式を

異にしてゐる｡各層の屋根には天蓋状の三角垂節を線刺してゐるが,これも第二修ではみられない｡
うけL丑T=

盾柱の上部にはアカンサスの某から愛化した承花を浮彫にする｡これは左右四基づゝからなり,中

心の葉は渦形になり,その上に合掌する童子をおく｡もとより,その意味をい-ば蓮上の化生から

出たのだか,そのかたちは,むしろ比丘といった方がより適切である｡各葉は輪廓にそってつよく

あがり,中心にむかっていくらか凹むやうになってゐる｡第三億の暦柱と同じであるが,より豪壮で

ある｡暦柱の幅はゞ 0.80m｡(PL.68,69)

〔東壁最下層〕卦一層の下は床まで2.00mある｡ひくしゝ童座をつくり,この上に供養老の列像

を彫る｡全面的に風化してゐるので明瞭を放くが,剖烹よそ八,九鰻の人物を彫ったらしいoまん

なかの優柱の下に,繭手をあげた像が立ってゐるが,第三優同様に保億の像とかんが-られる｡そ

の左右の,片手をあげ片足をあげたものは,おそらく武人像であらうo　この形式は室岡でも中央の

各洞にその例が多い｡ (PL. 68)

〔西壁各暦〕膜壁から第-優,第二暦,第三慮,第四暦まで全般とけてゐて,彫刻として完全な

ものはまったくないoたゞ第四盾南禽のみが本尊頭部と扶鶴と変わづかに残してゐるのみである｡

しかし,よくみると,節-圏より第四層までの禽形の配置は,東壁とまったく同様であるoすなはち･

第-修は楯扶愈,第二暦は尖扶轟,弟三暦は楯挟寵,第四層は尖挟愈となる｡各層の境界に装飾帯

をおくことも,東壁および南壁におなじである｡(PL.72,PlanxI)

俳像は第四層が坐併形式である｡第三暦は,南轟が交胸像であり,坐高1･22m,かの東壁第三暦

南寵の交桐傍とほゞひとしい｡やはり二重に蔓座をまうけて,本尊を彫ったものと推定される｡北

東も東壁と同様に,毒座のない結蜘蹴坐の併像らしい｡脇侍のやうすも東壁とおなじであらうo

(pL.73,74)

第二屈は毒座のない坐俳を本尊とする｡脇侍は東壁のごとく,愈外にはみだして挽いてゐた

らしい｡すくなくとも三尊俳形式ではない｡東壁では四天王奉鉢,二商主奉賀であったのだから,

なにかそれに封臆する図像とかんが-られる｡

第-層も本尊が坐僻である.脇侍および扶観部はまったく消滅してゐる｡束塵には降魔国が

あったのだから,こゝにはそれに対照的な併侍中の図像があったのであらう｡
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第四章　　王室　南壁

〔両壁扶門〕両壁中央は下に入日があり,上に明窓がある｡(PL.75)どちらも大きく,上が平
T T事

らで扶門といふよりは隅まるの方形である.挟門のm鮎がおき-られて水平にちかいのである.

門口の高さは5･42m,幅3.70m｡(PlanvuⅠ)門の上には扶額といったやうなものはなく,牛パルメ

ットを並列した枚かざり,すなは:ち扶梁があるo(PL86)これは南壁lj'1;二碑の下線より起ってをり,

下に蓮華の花束があって,これをうけてゐる｡(PL.108,109)この花心ま挟門から遊離してゐるや

冨吾:o B玖 戸n 玩 ��h�G������X蔗�ﾋ�*D4｢�｢�

第六糊(Fig･G)　傍　杜　の　各　種

節　八　洞　a)鉄門粥臥　し)挑門水防･ C)火壁耶二肝小火･ Ll)rh'Et吾･7にrげLq'施

llt火-rジア　C)キジイル介唱洞楽天列危悌fl三･

うにみえるが,蜜は扶門の傍柱なのである｡たゞ上下の渦文が大きくなったゝめに,豪華な蓮華文

となっただけである｡そのことを知るためには,炎賂また摘壁の.捕食の傍杖をみればあきらかで
Kyヱ11                                  1】

あらう.さらに,さかのぼれば中央アジア,キジィルの合唱洞H6hlemitdemMusikerchorにあるo

(Fig･6)状梁の-Jl･･_石には二鯉づゝの奏柴犬人が彫ってあるo上には合掌供養の売子たちが上半身

をのぞかせてゐる.総計十一賂まんなかの一朝別ま正佃むき,左右の五濃はそれぞれ中央にむかっ

てゐる｡

1 A. G仙IWedel ; AZlbzEEIEt//islz･∫C/zc K"llstl批′L i/～ C/ll/∫(,Ldsc/zL,-T"rL,i).ltT"･ 13crlitl l削ll- Fig･ 1如･
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第四章　ゴミ室両壁

奏楽天人は,むかって左が竪笛をふき,また琵琶をもって飛行し,右が腰鼓をうち,また横笛を

ふいて飛行する｡(pL.91,92)これらはし1づれも丸額の寛子形である｡上半身は裸鰹,下半身はわ

づかに腰部をまとふだけである｡よくみると,たゞ西の横笛楽天だけがちがって,下裳をつけてゐ

るやうである｡どれにも囲うと背はない｡

挟梁の上,明窓の下は横ながい長方形の-廓をなし,六人の天人がなかにゐる｡(PL.86)高さ

1.50m,横4.20m｡上にながい楯のやうなものをわたし,その両端にふとい柱をたてゝゐる｡楯はほ

そい束で仕切り,十六の方形をつくり,その一々に蓮華の花を彫ってゐる｡ま上からみた蓮華,なゝ

め上からみた蓮華,それを交互に配してゐる｡桐の下には帳幕がしぼられて,七つの弧をゑがいて

ゐる｡

愈内の天人は六人,高撃で国光をおふてゐる｡板の額かざりと腕輪下裳と天衣をつけるのみで

上膿は裸である｡合掌と合掌でか､天人とを交互に配し,そのすはり方は賓に自由自在である｡雲

岡において,もっとも自由なポゥズをした像であるo　のちの加彩もあるとおもふが,朱彩がいたる

ところに残ってゐる｡ (PL.86-90,Figl7)

〔両壁明窓〕商壁の明憲は,その両角に合掌した天人の二､rI三傑がある｡(pLl80　83)その貿冠を

っけ凋光をおふた端正なすがたは菩薩ともかはらない｡高さ2･16m.それがたかい簾または竹の椅

子の上にたつ0線高2.92m｡なゝめに内の方をむいてゐる｡この頭上に反略した龍がゐる｡(PL･85)

胴をながくのばし,明窓の扶梁になってゐる｡天人像はこれをうけたかたちであり,自然に,秩門わ
caryatid

き柱の役をする｡つまり,古代ギリシアにみるやうな人傑柱である.これは第九洞,第十洞でもま

れられ,また節十二洞にもある｡

人像柱の上の龍は秩門のふちにそうて,龍身,龍尾をながくのばし,中央でその尾を接してゐ

る｡龍頭はみごとにきざまれ,龍身はたくみに反輯され,こゝには漢魂以来の倖続が生々とあらほ

れてゐる｡龍身の上は稀定俳の列像になる｡(PL･84,85)大きな馨身光のあひだに,まるまるとし
ナJ/ン

た合掌の化生がのぞいてゐる｡そして,その上には三角垂飾の一帯と,その上に長押やうの一帯と

がある｡これらはみな東壁,四壁に連概してゐる｡

〔南壁東西部〕ま-に指摘したごとく,両壁は中央の門口と明窓とをはさんで,東西におのお

の四段の俳亀がきざんである｡(PL.76 79)まづ床にちかしへ腰壁は供養者の列像である｡東西そ

れぞれ三鰹づゝ｡表面はすっかり溶けおちてゐるが,そのうちに右手をあげ左手を腰にあて,着の

方をながめた姿勢がうかゞはれる｡すくなくとも,この挟門の雨わきだけは,おそらく武装の神像

であらう｡(PL.108,116)この腰壁についで四段の併藷をつくる｡それは,まったく東西壁の四段と

相臆じ,各段をわかつ唐草文苛も,たがひに鼎連概してゐる｡

〔両壁第四層〕明窓をはさんだ東西の寵は,ともに楯扶轟である｡(PL･97,110)たゞ普通の帽

扶禽とちがったところは,左右の両翼がない鮎である｡これは窟頂にちかいため,壁面が急にせま

2丁
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笥四章　主室　南曙

くなってくるためであらう｡もっとも側壁のばあひは,北側は漸減してゐるが,南側は両壁がほと

んど垂直であるため,あまりせまくなってゐない｡

水平の楯はおのおの三つに区分され,それに飛天を彫ってゐる｡東轟では束の二髄が西にむか

ひ,他の一一鰹が東にむかふが,(pL.97)西轟ではちゃうどこの反封になってゐて,(PL･110)たがひに

照臆してゐることがよくわかる｡楯額の下には帳幕があり,本尊はどちらも須禰座の上に腰をおろ

した交囲菩薩像である｡賓冠をいたゞき,三種の頚かざりをかけ,腕輪をつけてゐるo本尊に多少

の相違がみとめられるが,傭手形の束愈(pL.98)と,捻手形の丙愈(pL.111)とのちがひ,蓮華の妖

魔をもつ東魔と,それをもたない西寵のちがひなどが大きく注意される｡ i酎日といひ,手といひ,脚

つきといひ,東嶺にくらべると西轟の方がひきしまってゐる｡

愈内はどちらも大きな撃身光で,まるい頚光をもたない｡拳身光のわきに,ひざまづいた合掌

天人が,それぞれ三人づゝをり,その上に飛天がとび,その下に合掌の供養立像がある｡これらは

一々,束西南寵V:一致し,たがひに参照してつくられたことがわかる｡禽傍の簾JLやうのものは,寵

傍の粗もしくは墓である｡東壁南露,もしくは酉轟南轟の基がこゝまでのびてゐるので,この寵は

楯額と帳慕のみである｡

〔両壁第三槍〕東西ともに天蓋を彫りだし,その下に三尊の坐僻をおく｡(PL･99･112)天蓋

はたゞ梯形の笠形から,三角飾がたれさがってゐるばかりの簡単なもので,これに帳幕がたれさが

ってゐる｡本尊は,束寵が高さ1.45mで,西釦ミ1.39mであるoどちらも高さ0･24mの,ひくい蓮座に

すはってゐるが,一方はたゞ平たい蓮纏であり,他方はやゝ浮彫ふうの蓮躯である｡これはやはり

-封として奨化を求めたものであらう.

本尊の左右には可憐な脇侍菩儀が立ってゐる｡束寵では,本尊蓮座とおなじ表面に,菩薩の蓮

座をあさく彫ってゐるが,西寵では,なゝめにひきこんで,あさく彫られてゐる｡しかし,これら四

鰹の脇侍菩薩は,熱延に獅子面をつけることにおいて,まったく一致　てゐる｡(pL･101,102,113)

脇侍の上は,束轟に合掌天人像,西轟に合掌比丘像をつくる｡東には一人の飛天があって,天蓋

のわきを期けてゐるが,金牌としては,たが訓で封臆して,つくられたものとみとめられる｡(PL･99,

112)

〔両壁第二骨〕東西とも実状寵であるが,西寵のアァチはほとんど固形である｡(pL103,114)

挟端には獣形があり,その下には大きな皿坂やうのものをおき,渦巻のついた柱をたてる｡渦巻は

柱頭だけでなく,柱基にもある｡中央にはひきしぼった紐のごときものがあり,そこから牛パルメ

ットの唐草がそりか-ってゐる｡西轟ではその唐草がない｡そして束寵でも,西寵でも側壁に接し

たところは,この形式の柱がなく,例の簾凡のやうなものが,側壁の南轟と共用のかたちであらほ

れてゐる｡扶額のそとは,どちらも比丘の合掌をいれてゐるが,挟叡内は束露に飛天像があり,西

嶺には坐俳の像がある｡それはたがひに違ってゐるけれども,充分に他方を考慮しての作で,たが
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ひに照臆してゐるわけである｡

寵内の本尊は基座なしに床の上にいきなり彫りつける｡結伽族生,偏祖右肩で,馨手と捻子の

手相である｡(pL.104,115)脇侍菩薩はか､o拳身光が寵いっぱいにひろがり,そのあまったところに,

小形の供養者像が二段にしめされ,その上に左右二鰻づゝの大人がとんでゐる｡ (PL. 105-107, 114)

〔南壁第-潜〕鉄門わきの,この人射ま上三層とちがひ,挟門のわきに大きな扶門柱にあたる蓮

華の花束があるから,轟の相撲額も巽部がない｡(PL.108,116)水平の部分だけで,それを方形に

仕切り,なゝめ上からみた蓮華と三つ葉の鞘11形とを交互に彫りこんでゐるoその下に三つの弧に

なった張慕がさがってゐる｡

禽底は他の諸寵よりあさい｡彫像はかなり溶解してゐるので明瞭にしがたいが,束轟ではむか

って右に大きな生像がある｡(pL.108上武部は扶損してゐるが,まるい頭光をおひ,僧衣をきてゐる

ことがめづらしい｡まさに偏祖右肩である｡まづこれが本尊格であるが,俳像ではなく,伶形であ

ることが異例である｡右手をあげ,左手を睦にあてゝゐる｡右脚は折って朕坐してゐるが･姿勢か

らみると左抑まのばしてゐるらしい｡いかにも右側の誰かに話しかけてゐるやうすで,その右側に

は'たしかに,なにかの像があったらしい｡これら主尊の背後には七,八鰭の小像があり,みな高撃

の合掌供養者である｡

これに封し西寵は,なは溶解がはなはだしい｡(PL.116)やはり僧形が主像で,ひくい矩形の董

座にすはる｡おそらく左脚をたれた牛蜘像であらう｡これも手をあげて誰かにむかふoむかひに

は一一,二の小像があったらしいo全面的に溶解してゐるけれども,童形ともみえる口をあけた小像

がのこってゐる｡それが話しかけるやうに主像にむかって手をあげてゐる｡この僧形の上脇には三

人の俗鰹供養者がゐる.みな烏帽子ふうの三角斑巾をいたゞいて合掌し,合掌の手に蓮の菅,もし

くは珠をさゝげてゐる｡服装は胸ま-で襟をあはせた穿袖のコウトであらう｡

この東西寵が,いかなる説話をかたるかは明らかでない.弟七洞の同様な壁面には,東西に相

臆じて維摩居士と文殊菩薩の像があった｡それは,もとより『推摩経』に取材した問答像であったが,
S豆rlPutra

これもまた,さうした一節をあらはすものに違ひなく,僧形は舎利弗の像でないかとおもふ｡

第五章　　王室　天井

天井は束抑二一一一本･南北に二本の梁がとはってゐる｡そしてⅠ'_‡然に.六つの方形底割をつくる｡

梁の幅は約0.60mあまり･その十字に交叉するところに両得0.60mほどの蓮華がある｡したがって,

栗そのものは七つの匪割にわけられてゐる.(pL.117,PlanXIII)

24



第四章　主室　天井

さて,この六っの格間は,折りあげのやうになってゐて,0･15m乃至0･30mの高さをもつ｡大きさ

は,かならずしも一定せず,また正しい方形でもない｡角がまるくなり,また楽がふくらんでもゐ

る｡そのいただきは,それぞれ方形になってゐて,これに隅がけの石がわたり,さらに隅がけの石が

わたることになる｡かくて｢ト兜にできた八角形のうちに大蓮華を浮彫にしてゐる｡要するに,こ

れは持造りの組上げ天井である｡

各格間の折りあげの部分と楽の上に,飛天が彫られてゐる.いま六つの直割を,北がは東端か

らⅠ,ⅠⅠ,肌南がは束からⅠV,V,ⅤⅠとかぞ-る｡飛天の走向は,ながい欠であらはし,ふりか-った頚

のむきはみじかい矢でしめすと,固のどとくになる｡(Fig･8)大蓮華をとりまきながらその向きは

N

S

第八囲(Fig.8)　第八洞天井格闘

いろいろであり,各区の飛犬の数も不定である｡梁上の飛天は東西二つの蓮華が中心となり,みな

これにむかって集中してゐる｡たゞ中央梁上の二鰹は香焼をさゝげて,左右から相封してゐる｡ま

ったく全鰹がシムメトリカルに統一-されてゐるoところが,たゞ束梁商学の二飛天が西を上とし,束

を下としてとんでゐるのは,正しいシムメトリカルにならず,奇妙である｡しかし第七洞では,ま

ったく無計蓋で,それをおもふと,むしろこゝのは整然としてゐるとおもふ｡

さて飛大はいづれも共通な容貌風姿をしめしてゐる｡高馨にゆひ,国光をおひ,賓飾をつけた

菩薩形である｡上身をあらは忙し,まゝ左肩から天衣をまとふ｡両肘には天衣がまとひ,固光のう

しろで固弧をつくり,その両端は両わきになびいてゐる｡下身には裳をつけ,それをうすく,やはら

かくみえるやうに彫ってゐる｡足首はつねにあらほれてゐる｡全部五十四髄のうち'だいたいにお

いて,上鰹を立て下身をよこた-た姿勢で,両手雨足の遊動は千愛蔵化である｡しかし大別すると,

25



雲間石窟第八i同

(1)合掌，またはそれにちかいもの二十二瞳

(2)合掌しないが胸のあたりにお、くもの四睡

(3)片手を胸に，片手を Fにさげるもの三睦

(4)片手を胸，もしくは腰にあて，片手をのばしたもの二十二位

(5)雨予をさしだしたもの一般

(6)不明二膿

以上のごとくであるが，このうち，片手を胸に，片手を下にさげたものは，もっぱら東南区IVにみい

だされ，合掌しないが雨手を胸のあたりにb くものが，三睦まで東北区 Iの附近にみいだされるの

は興味がふかい。

足の姿勢もいろいろあるが，雨足をきっちりそろへた静かな形はほとんどない。なめらかに飛

ぶ形ても，足さきは軽快にひらいてゐる。片膝だけをまげて，うしろに跳ねたものは，まだ必だや

かな方て，疾走するごとく雨股を大きくひらいたもの，あるひは前にだした足をふかく折りまげて

腿につけ，うしろの足をぐっと伸したものなどもみられる。総じて第七洞天井の飛天より動きの大

きいのが特徴てある。

飛天の持物は，中央梁上，その他に香櫨をさ Lげたものがある。蓮の菅，または珠をも。てゐる

ものもある。しかし，第七洞のごとく六方睦の限尼賓珠をもうたものはない。

服装のや L特殊なものは東南区IVの東側， .:t~主び南側の各二膿，それから中北匝IIの西側一睡，

東北区Iの東側一睦である。下牒にはスカァトふうの裳てはなく，股のわかれた袴千をつけてゐる

やうにみえる。 (PL.123) これは賓に異例てある。疾走するやうに，あまり足をひらかせたため，か

うな。たものとまpもふ。

この六瞳の飛天は，このやうに姿態が特別て，服装もまた他とちがってゐる。遁常の飛天のご

とく，雨足をのばした流麗な委てない O章駄天ばしり，あるひは足を極度に折りまげて腿につける。

とにかしかくのごとく特別な形を飛天にあたへて，空中を飛ばすことは，この第八洞天井の彫刻

家が，決して定型にとらはれなかうたことを示してゐる。かれらが西方よりのモデル私かならず

しも墨守せず，種々の貼て濁自性を設揮したことをかたってゐる。
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終　　　　章

第　八　洞　の　特　徴

1

以上,第八洞の各部について細説をこゝろみた｡いま,これらを要約して,この石窟の造像を固

橡学的に考察すると,左の諸鮎が注意される｡

(1)この石窟の本尊はなにかといふ問題がまづ生ずる｡主宝北壁に彫刻されたものが本尊であ

ると考-るのは,一般の常識であらうが,第八洞北壁は上下の二層にわかれて,大きな併轟があるo

上層には-一橋坐係,二交桐菩薩,二手蜘像,下層には-坐僻を彫る｡このやうな主宝北壁は,第七洞

をのぞいて雲間諸霜にみないところであるo(plan王X)上修の五専像は,決して普通の五尊像で

ない｡主尊の俳侍像と,ほとんど同大の交脚像がわきにあって,やゝ小さい牛蜘思惟像が,そのわき

にある｡これを固像学的に解稗することは,きはめて困難である｡

下層の生体は樺迦僻とみてよいであらう｡上の憐情像も樺迦供とみられぬことはない｡左右

の交脚像は貿冠,賓錦をもつところから,一般に菩薩をあらはし,また交脚は輔勘菩薩をあらはす

形式である｡また両壁第匹目線東西轟には,この種の寅冠をいたゞく交脚像があらはされてゐる｡こ

れらも一括して爾勤菩薩と想定できる｡しかし,これを禰勘菩薩とみるとき,左右二鰻を彫るのは

どうし､ふわけであらうか｡もっとも,北葬時代には壁禰勤といふものがあるoけれども,はたして

この頃に,さういふものがあったかどうか,すこぶる疑ほしい｡

がんらい,ガンダァラの諸造蹟や,中央アジアの諸地では,儀軌的な俳像表現はまだあらほれな

かったo雲岡初期の西方様式模倣時代には,おなじことがいひ得るとおもふ｡三尊形式は周壁第三

暦併轟(pL･49,53,99,112)のどとく,すでにあったが,それが全部の尊像形式を支配するほど強力

ではなかった｡むしろ-奪形式の方が,より-一般的であったo

いづれにしても,第八洞の北壁は-一撃霜である七洞北壁と,あはせてかんが-るべきものであ
S.ik yamlln i   Prabllli tn ratnn

る｡第七洞の北壁IF寵は二俳並坐像である｡いふまでもなく輝迦牟尼俳と多賀俳である｡さうす

ると第七洞の上寵中寺は,第十七洞明窓の太和十三年寵のごとく交脚菩薩であるから,これはまち
Maitreya

がひなく輔靭菩薩である｡南端の半蜘思惟像は,また太子の思惟像であらう｡左右わきの憐情像に

ついては通常な解稼がない｡要するに,ちがったものを,あひの手に入れたといふかたちである｡第

八洞は,ちゃうどこれの逆をいったとおもふ｡一撃窟であるだけに,そのことがかんが-られる｡し

たがって北壁上轟の諸像は,明確な解樺をあた-ることができないけれども,儀軌にとらほれない
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自由な組合せの現はれとみるべきであらう｡

(2);j･.;八洞諸寵の本尊俳像は,いろいろの手相をする｡しかし,後111-･のr刷とは一一致しか'し,ま

たそれほど厳格な意義があるものでもない｡だから施無良のEH abhaya-nudrTaであるとか,輿願の

印var日､-udrTtであるとかよぶことは,さしひか-たいoいま,たゞ形によって分類し,形によって

限りに名,をあた-てみた.するとIFのごとくになる.(Fig.9110)

まづ右手を胸にあげた畢手形,それには三つの壁化(a)(b)(C)がある｡睦とか足に左手をお小た,

いはゞ傭手形,これには二つの壁化(d)(e)があるo :j'';三は捻手形ともいふべきもので,膝のあたり

mm捌劃以
‥斗/h｢･.-ーノ
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ノん

pT Ll･
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･/旧jSf;I I/I
･＼＼Jノー--:･㌧し

こ(　　巨.Tjl, ,㍗

)1/I

.I:...･･I

l･

一了.///＼

ヽ＼

hT(江∋

.1

節九聞(1√ig･ fn　　第八洞俳手相令種

a)畢手形l l')騨手形　巴　C)塔T-形3　tl)仰手形1

C)僻手形　巳　r)捻Tl形】　S,)捻T'･彬　e h)捻手形　三l

にか､た71:.手の手打を,ねぢて上にあげてゐる｡これにもその壁化は三つ'j)(g)(h)あるが,俳鉢をう

けたものは.ごく特殊な例である.これに封し菩軌も右f･が拳手形(i)と一馴仁形(j),左手が捻手形

(k),僻手形(1),挺手形(m)とにわけられる.そのうち思惟形は牛桝の思惟菩常にかぎられる｡そして,

これらの手相がいかにして発生したか,いかなる意味を附せられたか,そしていかにして後世の

印相のごとく厳格な俵軌にまで費退したのかは,今後の間超としてのこしておかうo

須八洞諦轟の本尊俳,乃至本尊菩健の手は右にのべたごとくであるが,寵の本尊でなく,たとへ

ば天井に接する並列の小生併とか,或は寵額の中盤俳とかにおいては,いはゆる定印r)hyana mudr豆

の印相がみとめられる｡われわれは,いま限りに合手形とよぶ｡
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終章　第八洞の特徴

(3/t俳博をあらはすものとしては,主宝東壁の第二kTl'rに四天王率鉢および,商主奉蜜の情景があ

り,(pL.59,63)同壁窮一柳こ,降魔成道の情景がある｡(PL.69)この三場面のうち,降魔は率鉢,奉

蜜にさきだつから,俳博は節一婦からしだいに雛二悼-,南轟から北轟-と展開していったのかも

知れか､oけれども･雛三相,第冊子は決して併俸らしくないoそれで,これと-封縄である:j'1;七洞

をみると,その西壁須一婦にはウルヴィルヴァ･カアシャパU】vilva-Ka-shapaの調伏を主超にした俳

轟があるoそれから一々その主題を明らかにしえないけれども,西壁の雛-悼,節二伸,東壁の節一

触須二榔ま伸侍をあつかってゐるらしいCだから節八洞でも,いまはなき両壁の下,雛一路節二桁

は,なにか仰樽を主越としたものであったかも知れない｡

/

/
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第十固(Fig. 10)　第八洞菩薩手相各種

i)拳手形　J)｡即断/;　k)捻手形　1)僻手形　m)僻手形

これとは別に,北壁~F屑感の束隅にも,浮彫の併侍国があったo(pL.67)節七洞の方はわから

ないけれども,これは併轟と俳轟とのあひだの,空所をうめるために,試みられたものとおもはれ

る｡ところがこれとちがひ,首初からさういぶ物語を企図して計訳されたものは,第七洞前宝の東

壁であり,那八洞前宝の西尾である｡節八洞の方はいくらも残ってゐないけれども, :j'5七洞の方か
J･itaka

らみて俳の前生をものがたる本生B･qlであったとみとめられる｡

(41前菜の東壁には大壁掛､つばいに千体を彫t),節七洞の西壁に封臆させてゐる.壁面を千供

の轟でうめることは鼻曜玉露をはじめ,雲岡石窟ではしばしばみうける｡ Ijfl;七洞,節八洞では,こ

の壁面だけが,縦横碁#FIに俳寵が配遣されてゐる｡千俳思想のさかんにとかれたのは『法華経』で

あるが,酉菅の竺法護諦r賢劫橿封こも｢千俳名耽晶｣, r千体興立品｣, ｢千体発意晶｣などの輩があt),

その信仰の流布が想像される｡

り
■■

最後にこの石窟の構造について注意すべき鮎を再説してみよう｡

山前室が主宝よL)磨いこと.これは須七,節八両洞に共過する｡同じく前宝があっても,第九,

2()



雲岡石窟第八洞

第十，第十二j同は，主室よりかへってせまい。前室のひろいことは，この二洞の特色である。

(2)主室の格天井，これは第七，第八雨洞に共遁する。六個の格聞からなり，そのひとつひとつの

格聞は，折上げ組上げともいふべき方式からなってゐる。台のお、の格問の上は四方から折上げて

あ。て，中央にや L小さい方形ができる。この方形のうちにbいて，隅がけに持迭りをつくり，そこ

にできた小さい方形のなかに，また隅がけに迭持りをつくり，結局中心は八角形になる。そのまん

在かに蓮華を彫る。 (PL.117) 本来は組上げた隅がけの角材は，それぞれさうたうな厚さをもつ

わけであるが，こ Lては省略されて周平てある。

(3)第八洞主室壁面の貯序。第七洞とともに，東西雨壁かよび南壁東西部が四層にな。てゐる。

(PL. 27-29，76-79) 壁面を敷暦にわかつことは雲岡てめづらしくない。しかし四壁をた rしく四

方にもち，整然と四肝にわかったことは第七，第八雨洞のみである。四壁二!菅ぐらゐのものは，西方

小窟中に間々みるO 大窟でや Aこれにちかいものは第九，第十，第十二洞などであるが，それらも

二層くらゐであるし，あまり整頓してゐない。この四惜の階序と，そこに彫られた悌禽の配列は，

きはめて整然としてゐるが，各層聞の装飾帯，最下層の供養者列{裂の配置にも，ゆきと足、いた統一

がみられる。かくi軍然ー骨量となづた浮彫が建築的美しさを表現することは，この石践が最初の企劃

そのま h ほ Y支障なく工事がす Lみ，完成されたからであらう。

3 

つぎに第八澗造像と装飾との様式について概観することにする。大ざ。は。にわけで造形様式

は西方的要素とシナ的要素とに二大別される。西方的要素とは(a)インド的，(b)イラン的， (c)ギリシ
Gandhara Mn.thur孟

ァ・ロゥマ的といへるが，事賞はそれが結合して生じたガンダァラ美術，マツラァ美術，中央アジア美

術といふものを考へれば，またガンダァラ的とも，マツラァ的とも，中央アジア的ともいへるであら

う。これらがさまざまな組合せをとって採用されてゐる O これを純粋に洗ひあげ，分析することは

きはめて困難であり，また営面の目的ではない。シナ的要素とは漢説以降の侍統的なシナ様式であ

る。雲岡石窟を遣管した北貌は，鮮卑族の拓政部を基幹とする民族が主導権をもってゐて，これに

漢族が臣属してゐたのである。だから，この石霜群の造設には非漢族的要素がさうたうにあると考

へられる。したがって西方的要素をシナ的要素とをむすびつける紐帯として，拓政的要素とてもい

ふべきものが，常然表現されてゐなければならなし~しかし拓政の造形様式は副首j石窟以前の作

品がほとんどわからないから，雲岡石窟に恥いて，われわれはそれを限定してb くだけである。西

方的要素とシナ的要素とを別出したあとで，はじめて拓政的要素の存否が問はれることにならう O

つぎに第八洞の造形様式にj，~ける西方的要素を列奉してみよう。

(1)悌像の顔容額から鼻梁にかけて一直線である。額の面と鼻梁上の面とは，しばしば同じ平
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終章　第八洞の特徴

両である.側面からみると,Hの彫りかたが斜下-切I)こんでゐる.これらの特色はガンダァラ的

であり,さかのぼればギリシァ的でさ-ある｡

(2)併催の服制　斌肩もあるが,偏祖右肩もある｡それが約六洞などの悌像の服制とはちがふ｡

節六洞の服制は北魂式とか,劉艮式とか名付づけらるべきものであるが,さういふものとはちがひ,

俳像,菩蘭,神像,飛天などの衣文が,わt)に銘賓的である.身鰻に密著し,ひだは割線であるか,隆

起線であって,わりに銘賓的である.これらはガンダァラのあるものに･またはマツラァに似てゐる｡

(3)門口のシヴァ柵,ヴィシ-ヌ柵の肉鰹表現はインド

的である｡けれども巽冠や三叉(pL13,17)の矛や金剛杵に

はギリシア･ロウマ的要素がみとめられる｡

(4)菩薩,神像,貴人のいたゞく箕冠は,ガンダァラ式と

いってよいが, (PL.98,111)とくに近いものをもとめると中

央アジア的である｡ (Fig･11)キジィル壁書とくらべてみれ

ば,よくわかるであらう｡

(5)寵形は楯状轟,尖扶寵ともにガンダァラ浮彫に多く
り

みられる｡天宝の寵も,まれにあるやうであるo

(6)格天井は別として,その各区のうちにある三角持迭

I)天井は,ガンダァラや中央アジアの形式とかんが-てよ

いoたと-ば中央アジアのキジィル約-様式の宗家洞Ma】er

第十一固tFig･ ll)ギジィル菩薩頭部

(天馬洞後壁)

Hよhleでは,まったくこれと同じ天

井がみられ畠.たゞキジィル讃家洞の天井は単一の組入れ天井で,雲岡のごとく格天井との複合で
■て･

ないo表象洞以外でも雛一院節三洞,節五洞は三角持迭t)天井である.それからアフガニスタ./で
JJ Kasllmir

ち,バァミァンA窟院その他は,やはI)この三角持造I)天井であるoまた十世紀にくだるが'カシュミ
P豆ndrenlh豆n                            Ttl

ィルのバァンドレント-アン寺院の天井もこれである｡

要するに雲岡約八洞の三角持造り天井は,西北インド,アフガニスタン方面より,中央アジア

のキジィルにかけて行ほれたもので,こゝではさらに,これを重複させ,折上げた六個の格闘の一々

に入れて,格天井と組合せたのである｡

1 A. GrLlnlVCdel ; /,'ZlElEliLZ'∫/ A7･/ iJz lJklz'E7, Londo1- 1901. Figl 71

2　^. GrunWedel ; AZlhlElXLZ'sliSC/ZLI Kullstd/〟}Z, Figs･ 332, 333･

3 Ih'd., lip. 129, ･3:;0,奄東風　J･ Hackin ; No〝;･`,(/t-･LIC/Z〟で/Z{∫ Lu･C/Ziolo87'LIZ,"/zlS a BET-uzt-)15〝, (M占moires de

la d61()gatioI- arCh6010g王que frarLGaise en Afghanistan, Tome･ ⅠⅠⅠ) 1'aris 1933, Figs･ III, ⅤⅠⅠ･

4　A. et Y. Godard et J. lhckil- ; L:s aiztLgZ'l/ん(,oldL〃iLJz,i.s llL･ B万〝zzly万,I, Paris et Bruxelles 1928, Figsl 14, -21

5　A･ Fourcher ; L`a7･/ GJ･icolbozHttlh'LJZl'. Etz` G)･07ZEt/Z万J･a, Tome I. lJaris 1905, Fig･ 571
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雪岡石窟第八洞

(7)塔形ではシナ風の瓦葺木造塔婆はない｡いはゞ角材を組合せたやうな重盾塔である｡各修

に天東やうのFS_蓋をのせ,最上にアカンサス様のかぎりをおく.すなはち重博聞とギ7)シ7式柱頭

の結合である｡

=口

第十二湖　tFig･12)杜　頚　飾　各　種

n)雲間節八洞東壁　　b)髄門前暢洞南壁　　C)敦嘘節百十一洞　(1)教蛙節百十二洞　　C)ギジィ′し肘賓洞

[)ギジィ′レ介咽洞　g)バTミヤTン53m-大柳洞　h)バァミヤアン　カタラク八JtJ洞;)アジャンタア節十七WH']

(8)轟柱といふか,桂371飾といふべきか,こゝには竹JL,もしくは簾JLのやうな鹿の傍柱がある｡
1)

それはまったく簾JLのやうであるが,これを龍門の舌噺同の俳轟くb川こくらべると,それは柱971-飾に

すぎないことがわかる｡柱身が略されてゐるのである(Fig.12)｡これをさらにさかのぼると,敦塩

の北魂額であって,こ､には布片をかぶせたやうな柱511-(C)(d)をみる■Joさらに中央アジアのキジィ
)

ルまでゆくと,はっきり植物の葉になったもの(e)がある｡しかし,その下半はまるくふくれ.中兜を

強くしぼった柾のやうな意匠とともに,まさしく敦煙,重岡の源流であることをおもはせるし･また
FL

こゝには柱身をうしなった例(i)もあるo　もっとも,よく吟味すれば,この例は杜身が下の欄柿にかく

1長峡,水野『馳門石塀の研究』1941年刊,Pl. 79.

2 P. 1'elliot; TozlL,"-/zo7la)7g, Tome lll et IV, Paris lf720, 1921, Pl. CXCl, CXCIV.

3 A. GrtitlWedel ; AZt-KzLか/zEt, 13erlin 1920, 1'Zq. XL, XLI.

4 A. Grunwedel ; Allb"'lEl/listl∫JzLI K"llsttitfLl", Fig. L21･

3二!



終章　第八洞の特徴

れてゐるわけであるが.とにかく,柱身のみえないことは雑貨である｡ところが,これらはさらにバ
いl=L

ァミヤァン(g)(h)の頻邦,アヂャンタァ(i)の穫講とさかのぼれば,そこでは柱頚飾であることがすこぶ

る明瞭である.だから,かなり奨化はしてゐるが,もとづくところはインドにあり,特有のベル判柱

餌から,バァミヤァンの複雑な柱軸になり,そのひもでくゝつた意匠などもくはゝつて,敦性あたり

の布lriiをかぶせたやうなものが!11.れたのであらう｡

笥十三脚(Fig･ 13)　藤　　座　　の　　轡　　速

A.凶形　a,h)ガンダァラ　C,(1)べグラム　C.r)キジイル航拡者洞　g)芸岡節iWLl]洋確立機種魂　h)芸rnl邪へ洞危悌柁

B. 1)'形i)マツラア　j)キジイ′し涜Ii洞　k)三岡第-洞北軍長石菰

1 ll. et Y. Go｡ard et J. rlacki-I ; Ih''7., 1'1. XIX. J･ Hackin ; No′-IlLlJ r〟/LL7･C/I;5 -C/ziol(,gL'q"i.∫ a B万′ゆ融,

I一k LIX, I.XXIV.

L'J. Grimths ; T/Z`, Rtz-JLtl"g i′′ぬ/,'zlaTEr/ll∫t C,u･`.-/UJLPIL,3 0F AjLl"/a, KHz〟〟,['･∫/LJJ"7Z,,, London ltqPn, Vol･ I, PJl 6'21
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雲岡石窟第八洞

(9)つぎは簾凡である｡(Fig･13)これは『南秀吉｡□侯景侍にいふ峯蹄である｡つねに菩薩の庸子
i(

としてあらはされるo Lかし,また,あるばあひには菩薩のふみ蔓ともなり(g),また,あるばあひに
lI､                                             ∴

は寵挟の蔓柱(h)にもなってゐる｡それは中央アジアのキジィル(e)(f),アフガニスタ./のベクラム(C)
4)        SarLChi

(d),またいはゆるガンダァラ地方(a)(b)からサンティにまでにもみとめられ,また方形の例はキジィ
.E=v                  n)         I)

ル(j)やガンダァラや,マツラァ(i)にもある｡雲間では方形の例は第十九洞東脇洞の本尊基座にある

が,第一洞北壁右寵の椅子も方形らしし､｡

(10)装飾文様はまづ蓮華と唐草である｡

(a)蓮華と蓮碑文　蓮華は随道,門口,天井格間等の頂上に大形のロウゼットとして浮彫され

てゐる｡いづれも複雑で,そのう-隊道,門口の合場には二重になってゐる｡小さい蓮華は天井に

おけるどとく,ところどころの空白に散らしてある｡欄間の唄充には方形の,最上からみた蓮華と,

なゝめ上からみた蓮華とがあり,みな軍縮であるC(Fig･14ab)それに'これから奨化したものとし
㌔

て三つ葉凹出文がある｡三つ葉の四出文はすでに中央アジアのギジィルにあり,方形の正蓮華文は

ニヤ衆落比やロウラン衆落比の木彫にさかんにみられるとともに,ガンダァラの石彫中にもみいだ
JJ

される｡

また蓮輝を一列にならべた蓮非帯が洞内ではさかんにつかほれてゐる(Fig･14C)｡それとゝ

もに,この蓮錬帯が蓮座の役目をしてゐることもある｡また足蹴にもなってゐるo　蓮座には,この

ほか線刻で花雄のほそし､ものがあるし,税別で仰蓮になったものもみられる｡

また,こゝでは蓮華文がさかんで,蓮華文の臆用が頻繁である｡門口鉄柱のかはりに大きな蓮

華の花束がつくられてゐるのは,いちじるしい例である｡

(b)唐革文　麿二隼文は壁面層序の文様帝としてさかんにつかはれてゐる｡それには三つ葉の環

つなぎ文,半パルメッ1,の波状文と牛パルメット並列文とがある｡(Fig･14d-h)いづれも単位をみ

れば三嫌のパルメットの略された三つ葉,もしくは牛パルメットである｡門口,扶梁の牛パルメット

1藤田盟八博士r胡取二つきてJ (東西交渉史の研究,西域篇所収) 1t34頁には,『梁書』巻56,侯景保からつぎの二旬を引FIJして

ゐる. ｢(侠貴は梁J)紺をうけて)ここにおいて納郊に犬を柴放し,矧このぼL)て輝をうく,文物ならびに鰭儀により,摘草LT-ち

ってし,休に鼓吹をOrDせ,棄酷に犠牲をおはせ,肇上に孝二蹄をおき,脚をたれて坐す｣ ｢纂立してよりのち,時に白の卯はつけ,なほ

育他を被り,あるひは牙椛をもって矧こさしはさみ,休上にはつねに胡休および第蹄を設け,靴をつけ脚をたれて坐す｣これをみ

ると,われわれがこしにいふ竹凡,もしくは篠凡は,このころ沈子了をみた答蹄といはれるも()｣やうである｡

2 ll. Gl･tlndwedei : Al/-Kz/tsc/za, Pis. XIX, XX.

3 J｣もCkil- ; Rt,El/lL,rC/iLl∫ `trC/zt;0lE,giljzM∫ ri BcgrEz7ノi, lJLlris川う9, Pl･ XLl

4 A･ GrullWe(lel ; A",(,[//t∫t Art 17∠ (JZEtil7, Fig･ 7.

5 A. GrtillWedel ; Al/-Kul∫C/la, Pis. XXX. XXXI.

6 A. Voucher ; /.'-t grt;co-(,oz,ltd/zigW, Fig. 4ZO.

7 J･ Ph. Vogel , Llz scJdPtl/rC dL, M,lZ/l～′r万, (Ai一s Asiatica, ⅩⅤ),P;iris et Iうruユニelles 1930, Pl. XXXIV b･

8 A･ Grunwedel : Al肋′`t't/ZiJliJL./zl K7/lfjltl払′l, Fig. '259.

9 A. Steill ; AJlClェ,7ZI K/10tErfl, Oxfolて1 1907, V()L iⅠ, lJls. LXVIII, LXIX.　A. Ste王11 ; SLl/.i7/ttl'a, 0Xford 1921,

VoL IV, PIs･ XVII, XVHT, XXXII･　A･ FotiCher; /bz'Lt･, Tome I, Fig1 2361
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終章　那八洞の特徴

並列文(h)は,その中央に三つ葉になったパル

メットをあらはしてゐる｡側壁l'j'(,-Jf･1の唐

II,I(_文帝をなす三つ葉項つなぎ文(d)は,パル

メットが略されて三つ葉になり,それを交

_71:に並提して,文様をつくったのだが,こ

れから,もろもろの環つなぎ文が発迅する0

第六洞,節九洞の,複雑になった環つなぎ文

の拐f:判であるっ前宅浮彫本!巨の院割をなす

披状塘二(.'･二丈帯(f)紘,牛パルメットの先端か

らつぎの牛パルメットがでゝゐる鮎で鵜例

である｡要するに,ガンダァラのアカンサス

装飾がよほど粗雑に壁化したもので,その

奨化はすでにガンダ7ラF'1身にも, rl1央ア

ジアのロウラン,キジィルにもあらほれてゐ
1)

る｡

以上,諸柿の西方的要素は,いづiLもそ

の未収手法において西方の原判より1.ii純化

され,素朴になってゐることが特色であるo

人物彫像では鮎貨的な蝶判にたよりつゝ

も,かならずしもその柁倣にとらはれるこ

となく,手法の上に大船な朝略をしてゐるo

新のまるみ,手足のまるみなどは子供っぽ

く素朴で,ガンダァラ様式とはかなりちが

ってゐる｡浮彫表面に微妙なモデリングは

ない｡したがって,jiIJi尻にとってみて,身腔

各部の,こまやかな陰影は_JF.じない｡彫像

には木彫をみるやうな,奔放な尚と面との

交叉が弧調され,文様には斜面彫の手法が

加味されてゐる｡なほ,この大まかな浮彫

l A. Steill ; SLl,Z'M'lz''1. 】'ls. XXXI, X.YXIV.

A･ Grtin､vedel ; AlzbZ′rlLthl∫lz'Jc/il K"llSt,t//{H, Fl'g･<･

2136, 一oo, 4241　AI FollCher ; Lll7rZ grl.('フー!,07/'!-

･t/zz'ク"Ll, Figs･ 94, I IS･

二丁:"~二

a)斜蓮JIfC;~史,三ツ紫Vt川1文

b)斜溝1-(蔓史, 71･'.蓮華一文

_　　　=　二　-~~-　-._▼___..二二二_1｣_二　~_　:　　　　一一二~二~丁. __~　_　　　　　　　--　　　　　　　　　　　　　　　　　　-　_　_⊥　_

LJL.-し選一言∴上し-′i｣
も､

∵　こ二･.望,　　:　　　二二rlTク′ ＼二一ノ/ ヽト′＼-ノr＼L/′ ､ノ∵ゝ

C)蓮　　姉　　一女

▼▼-ー-　　L ､ーL

L十主　上一十∴-.･∴十㌧
⊥三一二三⊥` ､ -I. ≡-1'lしこ_上ニ｣

ll)三つ粧二畷つなぎ一丈

LL〕 ′l>-パ′しメット沌対に史l

r) /Fパルメット波状せつ

.irl　′ド-′しメット報J/lr{ !

il〕 /ドパ,しメット近刊Ikご

第十円捌　けig.141第JL洞連雅文糖等文帯
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表面に級別をくは-て,彫像にしまりをあた-てゐる｡天衣,裳の表文のみならず,眉や目にも級別

がもちひられる｡がんらい,線刻はガンダァラの浮彫手法になく,別系の手法である｡浮彫固有の

様式からみれば,それはむしろ浮彫の立鰹性を殺し,別の線墨的アクセントをあた-ることであ

る｡線刻がつよくなることは浮彫様式の敗北である｡第八洞では,さいはひ,この線刻手法と浮彫

手法とが,適度にうまく調和してゐる｡

第八洞-窮七洞にも共通するが-造形様式にあらほれたシナ的要素は,西方的要素に此

してずっと種類がすくない｡下にこれを列撃してみる.

(1)楯挟寵の垂帳　主室の北壁上層寵をはじめ.東西南の三壁の楯扶寵には,かならず帳某が

ほどこしてあるo(pL.41)ガ./ダァラ浮彫にも,帽扶余そのものは,すでに盛んにもちひられてゐ

るが,その寵の帳幕はほとんどみられない｡また中央アジアのキジィル石窟にもみることはすく
ト

ないo　たゞバァミァンの石窟では,しばしば帳幕をひきしぼって弧形をなすものをみるが,こゝで

は,まだ楯扶寵と結合してゐない｡シナでは漢貌以来,墓餅の圭象石に,あるひは墓飾の壁蓋に貴

人の家屋,宮殿内部をあらはすとき,かならず帳某がある｡山東省の武氏石室責象をはじめ,遼陽

の漢代壁蓋,くだっては高句麗古墳の壁書に,その例がある｡したがって雛八胴体寵の帳某はシナ

古来の室内装飾であった惟某,あるひは帳墓の意匠を採用したものであらう｡

(2)獣面飾　第八洞北壁の帳某(pL.. 38, 39)および･南壁雛二層の脇侍菩薩の寅冠(pL. 101, 102,

113)には獣面飾がある｡ガ./ダァラ件数美術をもとにしてかんが-ると,この獣再は獅子座をかざ

る獅子像の頭部にはかならない｡ガンダ丁ラでは,いろいろの装飾に獅子の意匠をもちひてゐる｡

その意匠が北魂にったはったのであらうが,雲岡彫刻家はこの獅子面をシナ古来の獣両によって代

置したのである｡

(3)龍の形飾　インドにおいて龍N-agaは雲,雨をおこす紳通力のあるものとせられ,併数の

説話にもしばしば登場する｡だから龍の固形は,インド以来いくたびか製作されたし,中央アジア

のキジィル石窟の壁書にも,その姿はみとめられる｡しかし,シナにおいても龍は周漢以来,重要な

造形的主題であり,たと-ば四柵の-としても放くことのできない紳獣であった｡ '第八洞南壁明

窓の龍(pL85)や束,西,再三壁俳寵の龍形(pL.48)は本来,西方的な龍N豆gaの思想にもとづく造

形ではあらうけれども,その表現形式においては,あきらかに漢魂以来の侍召にもとづいてゐるo

ことに,このころの碑石の表飾を想起するとき,いよいよこの感をふかくする｡

弟八洞における以上のシナ的要素は,その表現手法において,西方的要素とちがってゐる｡と

くに龍や獣面,または鳥獣形は線刻を浮彫面につよくはどこし,浮彫が本来の立酸性を主張するの

でなく,浮彫が線刻の表現をたすけてゐるごとく感じられる｡これは,たしかに周漢以来のシナ的

1 J･ Hackill ; No7!?･L･tIL,∫ 7.cc/zLrC/MS arc/zioZogz'g批･5品Bii7711j′iiH, Pis. XIV, XXVII.
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な常套法である｡雲岡工人中には,このやうなシナ的侍続に召熟した人々が,参加してゐたことは

たしかである｡

節八洞造形様式における西方的要素と,シナ的要素の概略は,以上のごとくである｡西方的要

素がきはめて濃厚でありながら,西方的なものゝ匿漠になってゐない｡それを一度つく　りか-て,

かういふものが出来あがったのである｡つまり第八洞作家中には,為賓の按竜をそな-,造形の活

趣をもった人々がゐたのである｡その作家たちが,西域人であったかどうかは,うたがはしい｡西

域人も作家中にゐたかも知れなし､が,それは純ガ./ダァラ凧の人ではなく,インド風に育った人で

もなかったであらう｡あるひは,中央アジアのオアシスの人たちであったらうか,あるひは涼州あ

たりに住んでゐて,西域とふかし､接鴫をもった人たちであったであらうか｡

しかし,シナ的様式要素の明白に存在することは,漢族工人がはたらいてゐたことを意味して

ゐるo漢族工人が雛八洞造設にあたり,どんなポストにゐたか知れないけれども,かれらが鮮明に

自分たちの形式語をかたってゐることは興味ふかい｡

雛八洞の彫刻家は,第七洞の彫刻家よりも,よほど作風に弾力があり,自由奔放である｡この

作家につし､ての記録は,いせ,まったくない｡われわれの,たよるところは,たゞ,その造形様式のみ

である｡

4

そこで,この石窟開撃の年代である｡文戯および造像銘が,まったくのこってゐないので'以上

のべた様式を,北魂諸石窟と封此して,相封的にその年代を決定するほかないのである｡すなはち

西方的要素とシナ的要素との二万両から推論しよう｡

北魂文化の発展法則は,時代のくだるとゝもに,漢族的要素が埼加することである｡この法則

を雲間石窟にあてはめるのは,もとより正常であらう｡したがって第八窟の造営は,西方的要素が

濃厚であるといふ理由から,雲岡初期様式の-つとかんが-られる.

雲岡石窟の併像において,漢族的要素のつよくなった一時期は,箪十六洞本尊大体の改作と,第

六洞の造幣であらう｡これは,その俳像の衣裳に北魂式とも,見服式ともいふべき服制がみられる
7】

ので,その関係から,太和四年乃至十年(480-486)以後の造営と推定される.そうすると,第八洞

-第七洞をもふくむ-の造幣年代は,おそくもこれ以前である｡そして,その年代は,雲岡最

初の石窟群である曇曜五窟の和平初年(460)開始をもって,その上限としなければならない｡つま

り曇曜五窟の創始は,高宗文威帝時代であり,第六洞の開架は高租孝文帝時代であるとかんがへ

1長虞｢雲間石積に於げろ俳像の服制について｣(東方聾報,京都,第十hl.冊四分) 1947年刊

37



雲岡石絹第八洞

られるが,それでは肺七,第八洞は高祖の父である翻且戯文帝時代の開墾とかんがへてよからう

か｡

戯文帝は和平六年(465)夏に即位してゐる｡□｣親書』巷六によれば即位節三年の皇興元年(467) ,

に雲岡石窟寺に行幸してゐる｡すなはち

八月丁酉,武州山石窟寺に行幸す

とある｡常時の文願は,雲岡のことを武州UJと記してゐる｡願文帝が係数を大いに尊票してゐた

ことは,『魂書』鐸老志によって推察することができるが,この武州山石窟寺行幸の時期(467)紘,節

七,第八洞開軍に関係があると想定することは可能である.
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固　　版

第　　八

pL. 1第七洞および第八洞外景

この篤農では第八洞と第七洞とがならんでゐる0第七洞

には,荒れはてながらも建物がのこってゐるが,第八洞には

ない｡貰,r七洞と第八洞にわたって,なにか大きな建物があ

ったやうな痕があるo良の高所,内規の中間あたりを中心

として芹_右ななめに溝がはってある｡ちゃうと三角形のや

ねを,こしにとりつけたやうにみえる｡頂鮎には棟とか桁

をとほすやうなまるい孔が三つあいてゐる｡その下はひど

くこほれてゐるが,棟の上とその東とにたくさんの小孔を

整然と撃ってゐる｡これは,やはり棟かざt)の新をとりつ

けたものとおもふ｡ (三角頂鮎まで根高19.70111)

PL 2　第八洞外景,特に前室西壁をしめす

これには西壁がみえるo腰壁の供養者列像二段と,その

下の天人供養者の一段はからうじてみえるが,上の本生固

浮彫はまったくみえないQ　しかし,壁面中央たてにとほっ

てゐる隆起線と,これに直角のよこの隆起線数段とは,この

壁面における木生国の慣劃をかすかにしめしてゐるQ膜壁

の三段も上二段は北壁にまはってゐないらしい｡ただ下の

一段だけは北壁につらなってゐることが確葦である｡ (西壁

高14.30nl)

pL. 3　第八洞外景特に前室東壁をしめす

仝了宙坐燐の列寵であることは,ほぼわかる｡第七洞,節

八洞間の砕形も,その畠既も,こ｣からは,いくらか,わかり

やすいであらう｡北壁に膜壁の最下層一段がまはってゐる

ことは,これでもわかるoそれから,第九洞との馨りくぼめ

た項目がよくわかるo (東壁高14120m)

I)IJ. 4　前室北壁

北壁はもっともひどくいたんでゐる｡第七洞の前妻北壁

を参照してにらんでみても,いまなにものも確認すること

はできない｡洞口は大きく,それにくらべると,明窓は小さ

い｡明窓には石壁をつく　り,土をぬり,′トさい窓をきってゐ

る｡もとこ｣に明障子をはめたのである｡窓の上に洞額が
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洞

あり,価額洞といふ｡第一列,節二列,第≡列,第四列と′J,穴

の並列がみえる｡第二列西端には隅がけにや1大きな孔が

あり,この材木は斜にで｣ゐたものらしい｡ (壁高16.401n)

pL.5　前室東壁

これをみると,碑形の轟が免らしいことがよくわかる0

第七洞をむすぶ随道もよくわかるG膜壁の三段のうち,上

二段は,それぞれ0.92mと0.98m,その供養者列像は窄袖と

袴子のすがた,それに恰形もあったらしい｡みな蓮枝をも

ってゐたと息はれる｡その-断筆ごとに小さい孔があるのは,

中古に泥で修理された名確である｡

全壁が千悌寵であり,そのなかに五つの大俳衛,高さ約0･

90111が,ただしく配起されてゐる, ′ト孔の並列は二段ある｡

それから,この上部北確に梁の孔,また東壁に桁の孔とみと

められるものがある｡それによって想像されるものは,ち

ゃうど現在七洞ま-に立ってゐる樟閣建築である｡そして,

その三壁の小さい囲孔の列はその各層の界にあたることに

なる｡ (金高約16.40m)

PIJ. 6　前室西壁一部(南端中ほど)

西壁の浮彫で,いくらか喋ってゐるところは,南端の中ほ

どと,北端の中ほどだけであるo組版はその南端の中ほど

をしめすo小さい孔の列より下の部分であるo宮殿をあら

はした楯珠の帳屋がみえる｡その中心の光背を背おったも

のはなくなったが,わきの食事した人物は,二三伐ってゐ

るo帳屈の上には突起した節があるらしいoそしてその左

端には小さい戸口がみえるo夙土牛びらきになってゐる｡

そしてこの固像をわかつのに唐草の肢状文をつかってゐる

こと第七洞とおなじである｡この唐草の波状文は第七洞東

壁にもみられるが,年パルメットが,波状の蔓からわきにで

るのでなく,その年パルメットのさきから,つぎの年パルメ

ッ1.が逆にでるやうになってゐるoいはL'牛パルメットそe)

ものを波状につないだもので,めづらしい文様であるo第

七洞前垂東壁には,三種の文枝帯があるから,こ1にもあっ

たはすであるが,いまはみえないo
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PI.･ 7A　前案両壁および両壁一部(南端中ほど)

Ii　前室西壁一部(北端中ほど)

A.西確の南の隅には/少しE'hn'T]像が喋ってゐるo　こまかい

親株の唐草文帯がみえ,その上に楯状寵があ:),寵内に尊像

を失った拳身光背と,その脇に坐った人像とがある｡本生

誰の一つであらうが,越材はわからないC　この丙韓と直角

に袖になった壁面があるo上ほど破壊してゐるが, /ト悌寵

を上下ノ1･1.右にならべてゐるのがみえろQ　ちゃうど東壁の千

傍のやうである｡

B.北端の中位にある｡小さい孔の列よりは上である｡

なにか複雑な固形でよくわからないC　けれども小さい孔の

列だけはあざやかにみえる｡北壁の西部,ちゃうど明窓の

高さに,大きな立像のあることがわかるo　おぼろげに,その

像の痕がみえるとともに,わづかながら,光焔の光背が残っ

てゐるC　これは第七洞にも一致するo

pI..8　前室随追

第七洞から繭洞をむすぶ随迫を通じて,第八洞扶門をの

ぞんだところである｡手まへの桂は第七洞楼閣の壁中の杜

であるo　天井の浮彫は嘩ってゐるが,側壁にはまったくな

いD (陽道高2.46m)

pL. 9A　前室随造天井

B　前室随造天井飛天

A.随道天井の全景であるo　中央に二重の蓮華があるo

うちは七輔だが,そとは十二鮪である｡その蓮華文を,四方

から飛んでゐる天人がさし-てゐるかっかうであるD　そし

てJlミ右繭側壁からのびあがってきた槻木の枝葉が天井にま

でのぴあがってゐるC　樹にはさきのとがった潤葉をごく幼

稚につけてゐるo　この木は明窓両側,また第=11'.洞入口の立

木のごとくである｡この樹下に,たぷん武人の像がきざん

であったらしレ､o (蓮華直待0･73m)

B･四人の天は童形であるD頭髪をうしろにあげてゐる

か,左右にわけてゐるかである｡まるまると肥ってゐる｡肢

態はのびのびとしてゐるo鞠かざりも,釧も,下裳もみな刻

線であらはしてゐるo腰のひだをみると腰衣をつけただけ

のやうであるが,脚のふちにひるがへった,ひれ状のものに

よって,わづかに下裳をつけてゐることがわかる｡

PL･10,11扶　　門

大きな妹門をひらいてゐる｡上には明窓があるo　内部は

かなり曙いが,なか-はいって,じっと眼をすへてゐると,

ぼんやりと内部の様子がわかってくる｡それに反し, i,q:･門

のわきは片光線をうけて浮彫像がひきたってみえる｡矛を

つけた門神,多面多腎の紳像,自然のま｣の光線でみても,

硬にうつくしいo　こしで内側と外側とくらべると,いかに

ひどく風化してゐるかゞわかるであらう｡ (秩門r{njiさ　6.26

nl扶門幅4,00m)

PL･12　扶門東側

門口垂直の側環が二段となり,下に武鵜の神像がたち,上

に鼻面多腎の紳像が坐ってゐる｡そしてその上がやうやく

轡的していつて天井になるo　こ｣には大蓮華と飛天とがあ

る｡

立った紳像は,ノr-_脚をあげ, /I-:手をあげ,からだをくねら

せ,それに廠じて顔も右下をむいてゐる｡その鈍をきたポ

ウズは,中央アジアにみる武人像とあまり廻らぬが,かうい

ふ鳥粟のある冠をつけ,金剛杵をもち,三叉の矛をもった姿

はどこにもみないC　そういふ意味からいふと,まったく芸

岡猫特であるo　けれども,その各要素は本文でも指摘した

やうに,またギl)シア保水のアイデァであるo　この外がはに

立った武人も甲田をつけてゐるo足は大きくノ.:右にひらい

てゐるo (門紳高2.70m)

i)Ll3-15　扶門東側シヴァ神像

扶門東側の曲面になった個所に二絹の飛天があるo　外側

はきえさって,たゞ足さきのみが確ってゐるQ　内側はよく

獲って,堂々たる姿であるo

この飛天の下に接してインド風の紳像が彫られてゐるo

第七洞では同様な個所に同形の神像があった｡けれども,そ

れにはなんの座もなかったo　第八洞では牛座といってもよ

いやうに牛の上に坐ってゐるo　のみならず第七洞では破損

してわからなかった外側の半身がこ｣ではいくらか明瞭で

あるG　りっばな三両賛冠をいたゞいた中央の顔,そのむき

ぐあひ,図枚形の日月をさしあげた手,膝をまげた右足のポ

ウズ,これらは開神像が-封で,同一･方式によって彫られて

ゐることを論ってゐるo Lかし,よくみると第八洞の方は,

三面六幣ではなく,三両八幣であるC　中間の二つの手には

弓とか項とかをにぎってゐる｡陶にあてた手も第八洞の神

像では掌の内に葡萄の-ふさをもってゐるo　掌をまへにむ

けたその手は機妙でなかなかうつくしいC　いったいに,節

八洞の神像の方が作品としてすぐれ,彫淡は明快でよどみ

がないoことに顔の眉,冒,負,席は力にみちてゐる｡朝に表
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規を染申してゐるo †捌掛,C比して三両の務的ミ大きいのが,

なにかこの懐の｢精榊のたぎりあふれる｣のを感じさせる｡

これに比べると耶七洞秩門東側の神像は駅矧削こも--番は

もちろん-肥満をひきしめることがなく,表≡現のゆるみ

を感じさせるQ

この神像は午に来ってゐる｡牛は門Hの内側に頭部,門

口の外側にFJLをむけ,足をまげてうづくまってゐる｡しかし

首は門口の外側にむけてゐるG　門口の内側にむけた神像の

封は,この牛の首のむけ方と呼廠し,たがひに.i.'fりあふ｡そ

こでこの騎粟像は一層きり｣と,しまったものとなった｡牛

の脚は意外にみじかい｡そのため,堂々たる牛のJTm躯が,さ

らに張りをあた-られてゐる｡

牛にのった神像は,シヴァ神である｡悌典にいふ大日本天

Mahcもvaraであるo　それは破壊の柵であるとともに書評の
㌔

榊であり,また_FF.産の柵である｡ 『大智促諭』 (大TF_大赦腔,

XXV)第二に｢摩醸首雄大一案に大目/Eといふ-は八

幣三眼にして自牛にのる｣といふ｡ (シヴァ像高1.60m)

】 1<:A Chnvannes ; M/∫∫`一o′Z {lyC/MO/,,Lrlグue a,"zr Ill C/EIJZL, JL,/de/I/rL0-

7Zll･/I, TM一一e I, fZe Partie, p. :!10.

1)Ll6　扶門西側

東側に膿ずるやうに式典の神像がたち,旗幣の赫像が座

し,さらに封膝する飛犬になるo　門柵ともいふべき武人の

像のわきに,こ｣にも杓えかしった武JRe)像があるC　これ

も正面きって足をひろげて立ってゐたらしいo(門紳2.75m)

PI-･17-19　挟P耶棚lJゲィシ-ヌ神像

棋門アアチの曲Tu7にうつる御所に二郎賢の飛天があった｡

外側の飛天は,かすかに顔面と/r'.手と足の膝部とを,のこす

だけで,あとは拘滅したo

この飛天の下に,ほとんど間隔をおかず,インド風の紳像

があるo二ti.而六管,大きな鳥にのつてゐるC大きな肥満し

た身絹で,腹をつきだし,雨脚を7己右にひらいて坐り,足裏

をあはせてゐるo　こういふ白山な,むしろ,ぶざまなポゥズ

は中国では,あまりはやらなかった｡その垂裸の表現はイン

ド的であるo　ノ仁右の第二手はたかくかしけ,日月をかたど

るLB]板を捧げてゐる0第一手は右手を膝におき手首を上に

まけ,ノrA_手を胸にあげ,鳥をもってゐ,?,G　もっとも背後にあ

る1jiL三手は,第一手と第二手との中間にのび, /.ミ手に弓をも

ってゐる｡右手は破損してゐるが矢をもったものであらう｡

iLつの蕉削まいづれも丸軌であるC額の髪は渦まいてゐるC

髪の毛は耳をかくし,ながく肩の上に,たれさがってゐるo
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TE両の顔もわらってゐるが,ほかの四つの顔は,口をや＼払

らいてわらひ,あどけない表情をしてゐるo　そのわら払方

は,かのlf1-拙的微笑のこ1とき紳前削勺な陰影は,微鶴もふくま

れてゐない｡アフガニスタン尊兄の野草像に,このやうな毛髪

と,このやうなわらひ朝のものを,みいだすことができるo

この九両六轡の像の座になってゐる鳥は口に珠をふくんで

ゐるo頚から胴には鱗状の羽毛をしめし,尾翼はllL/3にわ

かれて,さきがまろく堰きこんでゐ7Jo　こまかな繰刻で細

部を克明に彫りこんでゐる手放は,北鞘の獅11象や,明窓

の髄の浮彫に似てゐる｡しかしIL面/I(幣の/榊l像と,この鳥

とのむすびつきは,きはめて不自然であり,あきらかに納者

が別々の｢視覚｣の所産であることを感じさせるo常紫大

淀,関野貞両博士は,この鳥形に坐したIl-JBi六腎をヴィシュ
い

ヌ像と推先してゐるo

艮紐天Ⅴ如u,である｡おなじく『大智皮敵n (大jf_大赦挺

XXV)は,大自在大についで｢月撫天一案に過悶といふ

--は四腎にして,只をとらへ,輪をもち,金雄鳥にのる｣と

いってゐる｡また那維延天Nlll･llyana　ともレ､ふC (ヴィシ

-ヌ像高1.50m)

】 『支那係数史錬』 19-06年刊, 44貫

PI.･20^　扶門西側門両

Ii　扶門東側門両

州封する門柵｡服鵜も,もちものも,おなじであるC弧ま

東側の方が大きく,ゆたかにみえるD外がはにある立ちは

だかった武神像も州むかって立ってゐるo　下の方にみえる

小さい孔は泥を泊ったときの名.軌　前方の溝のやうなほり

こみは,申7tiに門Ejの枠でもつけた,その名確であらうD最

近には石をつみ,泥を泊った壁がこ｣にあったo (A門紳高

2.75rn B門紳高2.70m)

PL･21扶門天井

挟門頂の大蓮華｡それは二寛になってゐる｡四方から飛

天がさしげてゐるo　その鮎,'bJg,r七,第八洞中間陵道の天井に

おなじである｡蓮肉は大きく,蓮雛はむっく　りとしてゐる｡

内部は八群,外部は十琳ばかり｡飛天は,ほとんど壊れてゐ

る｡あさく彫った天才くの,ひるが-ったさまがうかゞ-るC

この~大蓮華の破損の状態をみると,もとの,あつい肉もりの

ぐあひがわかるであらう｡ (蓮華梓1.05m)

I)IJ･22　扶門天井西竿飛天蓮華

西側の飛天を,まともに撮影したものc EILlがはの飛天は,
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ひろい陶をもった,ゆたかな男性的の姿態をあらはしてゐ

るo　身分指をまけ,雨足をうしろ方に跳ねてゐるo仝鰭の構

園も,としのひ,手足の比例もおちついてゐる｡左手は,蓮

華の雷らしいものをもちながら腰にあて,右手は上にまげ

て,指さきに蓮華の雷らしいものをつまんでゐるC上年身

と/r-:T--との関係は閉ざされた形,土牛身と右手との関係は

開かれた形｡そのため､両手に相互封疏件ができるo表現

は自由であり,しかも,やすらいだ姿勢をとり,服を下方に

そ1ぐ戴つきが一層慈愛にみちみちてみえる｡上身は裸形,

下裳はうすく,その衣文は線刻,それで下裳が足さきにおよ

んでゐるにか｣はらす,全裸の印象を輿へてゐる0　匹iI光背

ち,払るが-る天衣も,繰刻である｡ (飛天候長1.03111)

1'L･23　扶円天井東側飛天

扶門東側の飛天をまともに撮影したものo内側の飛犬は
●

よく碓t),外にむかってとんでゐるo豆副こ高撃をいたゞき,

/｢ミ手をさしあげ,右手をまげて胸につけてゐるC　太い/1:_椀

と角ぼった右肩とは,ぎこちなくみえるが,これは浮彫の

厚みが日にはいるからであるQ　胸においた右手の指の表現

は,繊細でうつくしい｡腰は女性的にふとく,みた目に下牛

身がおもく感ぜられるC　胤光背と天衣とは線刻によってし

めされ,肉憎_しの衣文も,また,ほそい線で陰刻してあるo

この繰刻を無視すると,まったく裸牌にみえる｡ぐっとのび

て長打菜の方にむかって,とんでゐる身絹q)蓮動感は,この粗

朴な浮彫に勢をあたへてゐるo外側の飛天も,これに腰ず

るやうに,外に向ってとんでゐたらしい｡ (飛天候長1･44111)

pL.24　前案北壁明窓東側

明窓は,近世の保護施設である石と泥との壁でふさがれ,

小さい窓がある｡こe)壁のため,明窓の側壁から,天井にい

たるところは,まだその下にかくれてゐる｡側壁C79すそに

｢たこ｣の頭のやうなILJ蕃款がある｡こ｣に樹木が生え,すくす

くとのr():てゐる｡そして天井でその樹枝がおひしげってゐ

る｡比丘はこの鳩下に坐し,二段になってゐる｡頭から衣を

すっぽりとかぶり,座休の上にすはってゐるらしいG　外壁

()あれたさまをみよC 〔明窓高4.00nl)

∫)L.2.～)前室北壁明窓西側

粂符ご票の構成は東側におなじであるo　その二段になった比

丘の修道像であるC　なにか座具がみえる｡衣文はほそい繰

刻であるC　陶C7Dあひだから内衣がみえる｡どちらもまるい

琵B'iであるが,額や日の1丁にある敏,こめかみ,目尻,軸にえぐ

られた凹みなどで老人をあらはしたことがわかる｡頚にも

筋肉の隆起がみえるD　それは決して33/L軸勺な巧さでなく,

新型的,詮明的ではあるが,一種の風格があるのを否定でき

ないo Tの比丘は,右のやうな敏なく,若人の相である｡左

手にぽっこり赦をだしてゐる,まるいものは,樹枝にかけた

頭陀袋である｡上をみると樹上に鳥がとまってゐろo (各

便商約1.00 111)

1jL.26A　前案北壁明窓西側上盾欄定比丘像

B　前室北壁明窓西側下層確定比丘像

Aは上層の老倍をあらはしたもの, Bは下層のわかい倍

をあらはしたもOrj｡たがひに比較すると,そljわざとちが

へた意凶がよくわかるo右の下にみえる,むっく　りしたもの

は山孝款の隆起であるo (各像高約1.00nl)

PL･27　其室東壁全景

腰壁のほか四暦にしきられ,整然と八寵がならぶ｡lJ二膚

が北壁にくひいってゐるさま,下からあほいだ上寵のやう

す,満額の垂直なさまなどに注意されたい｡ (壁高12.50m)

pL. 28　主室両壁全景

右に封照する壁面であるが,このとほりのいたみかたで

あるo小さい穴は中+.-に泥で補修したときの材穴である｡

この風化はうしろが山につゞいてゐるためである｡東壁が

七洞四壁と背なかあはせになって,山の水分から隔離され

て,よくのこつたのとよい封照である｡ (壁高12.50n11

PL･29　主室北壁全景

なにぶん奥行がせまいので,北壁全貌をつくすためには,

かういふことになる｡手まへにみえてゐるのは挟門である｡

これでまだ北壁丙隅と北壁上端とが,かくれてゐるG下ほ

どひどくいたんでおり,坐偶は泥像であり,普-の祭増はつ

みイ1-であるo　どちらも近時のまにあはせものにすぎない｡

l'I,.30A　主室北壁上官愈

13　主室北壁下層姦

A.むかってノrA_Tからみあげた潟贋で,楯秩客責の一部がみ

え,Ill.尊がすらりとならんでゐるQ　その保存がわるいのと,

瀕のあたT)に,よこにとはってゐる脆弱な砂岩暦が目だつ｡

(寵高6.14nl　寵幅8･20m)

Jう.本尊は補修の泥怖,去増は追加の石づみ,いづれも,
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ごく妃代のものであるC俳寵のそとの炎飾はきえてなく,

寵r^1いっぱいの光背は,その癖逃がみとめられるのみ｡寵の

内側に供尊大の立像が小さく彫りだされてゐるC小さいか

ら菩薩の像ではなからうと推起される｡ (寵高5.17m　寵

幅7. 14111)

l'I∴31^　_:tl:.室北壁下盾轟西脇

Ti　--iミ室北壁下僚晶束脇

/,:71■の範も払どく溶けてゐるC /I:jJ'はなにもみえないU

A.右jJHま俳のjllL像であることが,おほろげながらわか

るC像高'2.90mc　ひくい固形の座,あるひは篠凡の秦荘か

も知れないD高さ0.81m. (像高2.88m)

B. fr三の寵の上に,浮彫が,わづかに確ってゐるo　右端の

食草童子は扶額の供養犬であらう｡それにつぐ弓枝の人は

三人ゐる｡弓をはって満を持してゐる｡これにつゞく東壁

の一周iに,悌博の浮彫があるから,これも俳体であらうかo

併体とすれば第二洞,約六洞なとにみるやうに,太イ一難射の

場面であらう｡ (浮彫人物像高1.10m)

pL. 32　主室北壁上庸名

主蛍の床上からみあげた籍虞であるo　中央に三尊-中央

に一倍坐俳, /Lこ右に二交脚菩薩-があり,そのノr'.右の隅には

小型の牛跡L巴惟像があるが,四隅の方は全こ壌してをl),凍隅

の方は,この縞虞でほとんどみえないC,(PL.31参J!往)これら

:Ji駅芝を, --組のIL尊として一つの形式をなすものと二拷-て

よいか,どうかは族はしいo北銃後樹の併像,たとへは再巨門

石帝群の蓮華洞にみられるTl'_禽形式は, -俳,二菩薩立像,

二弟子先便の細令せであり,それでは二繁藤が,あきらかに

脇侍的校刺を児してゐる｡つまり明瞭に三尊形式が確立し,

これに,さらに二弟子立像が脇侍として加はり,五尊形式と

なるC　中心の主食に判し, /TJ_右の述懐は,すべて社風的地位

にある｡いま第八洞北確上厨のjt尊像では,このやうなhA_令

形式はみられない｡中央の倍坐俳主尊に封し, /-:_右の交脚

菩薩は,主食の脇侍の役目をしてゐるわけではないo　なほ

また,交脚菩薩像にきはめて重要な信仰的,幡群的意義をあ

たへられてゐたことは,芸岡の諸石清一ことに初期石額で

ある第十七洞-でもあきらかに推然できるc Lたがって倍

坐俳の#.右に,同大同型の交脚菩薩像を彫ったことは,べ

つに胤像学的な意味からではなく,造像形式をとしの-て,

左右均帝をたもったものであらう,.

さらに7T-J_右端C)牛励L臥惟像は,とくに小形につくられて

ゐる鮎が托目されるGやはり俳寵構成上,椎嵐的な形式を

嗣版解説2.3-35

とったものであらう｡つまりすlんでいへば悌博中の太子

思惟像とみるべきであらう｡ (寵高6.]4m)

1'し.33　主室北壁上席愈中央三尊像

北壁土居の大部分が,この榊版にうつってゐるが, /r'_右

両端oj年蜘像はこゝにみえない｡仝Lm勾ひどくいたんでゐ

る上に,足もとのしあげの粗末であることが注意される｡

(本尊高4.50 nl)

pL･34　二]ミ室北壁上層愈本尊俳倍像

｢い央本尊は大きな丸朝である｡ -大きな肉撃と頭部がよく

のこってゐるo身JfJI軌i,ほとんど風化し,ノrA肩は刺離して/■三

側におちてゐる｡右手はなくなってゐるが.拳手形であった

らうoノr'.手は比硬的によくのこり,僻手形であるo (PL.

37A)膝の上にふせておき,第三指と第四指とを折りまげ

て,下裳をあげてゐるやうである｡足もぶっきらぼうに彫

って,荒刷りなのは,下からみえないからであらうかo　獅

[･Jj轟が粗末で,饗三あとを歴然と増してゐるのも,そのため

とおもふ｡

大きな単身光は外線の火焔がよく経ってゐる｡それが朱

にぬられ,あれた白い地肌と封Jl托してうつくしい｡もちろ

ん,小心の頭のまはりには,蓮華があるo　そのそとの一帯に

帽定価の像がならぶC　これより外,これより下は,磨滅して

わからない｡ (本尊高4,50111)

pL･35 :+i室北壁上官轟左脇交脚菩薩像

惟幕の下からノr三方の交脚菩薩像がみえるC　三両賓冠はわ

りに小さく,三両の凶板形のあひだに,立状の唐草がある｡

胸の板飾はあるが,鎧呈飾と曙橋の垂師は,こばれてみえな

い｡わきの牛伽思惟像(PL.36)によって,そのもやうを然す

べきであらうC　茄手は辱手形,のちの施無堤のEH abhaya

mudr瓦　といふものにあたるG　ノr:_手は膝の上に帰した僻手

形,掌を上にあけ, fjT三指以下を,ちょっと折りまげてゐる｡

腰のまは[)には,まだ後1g:補修の泥と藁が,かたく碑著して

ゐる｡上身は裸形であるが,下裳のひだは本尊とおなじく,

平行架背からなるD節十七洞本尊の攻脚像と比瞭してもよ

いが,邪r二十洞諸命とくらべてもよい｡腰かけは篠凡とお

もふが,溶けてよくわからない｡足下に,もう一段ひくい連

座があったのであらうか｡ある弘は,つく　りだすつもりで

あったのか9　とにかく寵の解より一･段たかく,獅子とおな

じ養上にゐるG (高4.13m)

43



雲岡石窟第八洞

PL･36　主室北壁上膚姦夫牛臥EFLy性像

北壁上寵の東隅にある牛蜘胤惟像であるD三両賛冠の正

面は蓮華形で,そこから1)ボン,おそらく嘩鋒がさがL),側

面の囲板につらなってゐるD　胸は,さきのとがった板飾と,

教頭をもった環節と,連珠の垂師との三霞からなるC　板餅

紘,もちろん金/rFa()蒋板であらうo　わがくにの飛鳥の木像

などによくみるものG銀節は,いま現物がないが,これとお

なじ仕組の腕輪はあるC金属,ばねじかけ,一方に紋所があ

り,その開城に,軟風島頭などJLLr-つく　り,これをひらいて
ド

腕とか穿iにはめれば,自然に閉ぢてはづれないといふ式o

こ｣では,もう原義をうしなって,バネらしくない｡垂飾は

たゞ珠をたくさんつないで,だらりとさがっただけのものo

それから,上縛と手雷iに,花形をならべた鵬攻があるC下架

が足をおほふので,更を念ながら,足の鎮はみとめられない｡

その少年らしい,すんなりした両腕,タ流枚をつく右手,右

足をもったノII手など,いづれもうつくしい｡

これは篠JLのやうすがよくわかるC　ノl･'_足下には小さい蓮

慮,それから悌全駅帥こ,もう一段蓮座をしっらへてゐるD

光背のイf無がはっきりせぬが,最初からなかったらしいニ

(像席2.55m)

7　0･ M･ I)･,llton : rr′うど, TrL,(Z∫urC PF Z//C, ()ユて〝,丁ノOndon, 19.JOG, PIs.

＼＼'Tl -X＼

PIJ･37A　主室北壁上暦愈本尊左手左足

7う　主室北壁上潜姦左脇獅子

A.手もうつくしいが,足にかしった,贋もうつくしいo

形式化した突帯をならべた紫である｡足のところの粗末な

つくr)だしは,下からみえないためであらうQ (膝高1.70

111)

lう･中央本尊両側の獅子は,いま村別の獅+のみが,みと

められるC大きな口を払らき,舌をたれてゐるC曙は,まる

く,眼は角ぼってゐる｡力づよい顎に,小さな園田を根刻す

るのは,獣毛をあらはすのであらうC耳の上には,角のやう

に毛をまいて,渦巻にしてゐるC　毛は/ト群をなし,一つ一つ

は,渦雀形にをはってゐるo潟射Iqではなく,説明的な彫刻

であるが,なんといっても,そのマツシイヴな顎と力のは1)

きった足は,賢に堂々としてゐるo (獅子高1.24m)

PL･38　主菜北壁上層高相扶額

楯排猫の西竿である｡天井に接した三角文帯,これは天

蓋様の賓幌の簡略化されたものであらうo　これにつぐ尖扶

小寵には奏饗の天人と舞踊の天人とが彫ってある｡大きな

固形頭光をおひ,天衣を大きく/i_右にひるが-してゐる｡

奏紫の種類により多/i,,身仔汚をかゞめ,身耶陀ねぢてゐるが,

だいたいはTE而むきに立ってゐるC　足は楯珠の枠によって

かくれてゐるが,本衆は楼上で欄杵にかくれるべきである｡

その鮎,第九洞, a',r十InF･]f毒fj一宅の柴犬寵列は,よくもとの趣意

をったへてゐる｡こしでは中央アジアのキジィルとアフガ

ニスタンのバァミヤアンの例を注意しておかう｡　さうすれ

ば,この種の意匠の,よってきたるところがあきらかになる
)

であらうQ　称…のなかの飛天は,奏奨飛天とおなじく高覧に

ゆひ,r皇劃光をおひ,析いっぱいに跳躍してゐるC　みな中心の

方向に身分控をむけ,腰は下線によこた-,足うときは跳ねあ

げ,_LlFl堤をなしめ,また垂直におこしてゐるC　繭T一別軌こあ

はせるもo),片手を胸にあて片手をよこに払らくもの, JlL

手は腰にあて片手を前方にあげるもの,それぞれ白山であ

って,殿fFjj:/.1'.右州稲の配IEFIF31ではないC　肥満してゐる身/T措i

揺,どの部分にも力むことなく,おっとりととんでゐる｡

H,r三段は帳幕である｡悌鶴に帳幕をつけることはカンダ

アラ彫刻にはないやうで,おそらく申開の休暇の粘りからで

ち,おもひっいたものであらうC　帳幕のむすび日には獣面

飾を彫ってゐるC　つまり休暇にはかういふ金具でもあった

かとおもはれるG獅子面を俳寵の飾りに川ひることは,ガ

ンダァラでも,すでにあt),たとへばTll)ヤアン･タンガイ

2)

THlL1-.の三尊像寵にそれがあるC第七洞の北壁にも,同様の

獣的l一飾があり,それにはむきだした歯のTにあらはされて

ゐたが,こ｣では｣二項で垂隈幕の結び目を噛んでゐるやう

に彫られてゐる｡

栃のうち,小国劃をわかつ縦の束には連珠文があや.匝l

形と固形とのあひだに三つの′トさい固形をいれてゐる｡

(栴高0.55 111)

1 A. Gunwedelこ　A!//,〟d(I/ITStI∫`/ztl Jl'7//lJt′TZJm, Figs. 1三三4, 199,

200, f304, 205･  I. 1Iackin; NouyeZIL,∫ 7-C,C/i(ソ･′ノh L77T/lh/oirl',/i"∫ ,主

Bl喜,)12'1,か), Pl. XTV.

2　A. Foucller; rTJZIJ., T(一m, TT, Flg. 408.

pL･39　主室北壁上層姦相撲一部

中央より束の一部分･であるo上の命中には排管,竪笛,腰

鼓の楽天がみえ, lFl段の餌のなかには,足をはねた二人の飛

天があるo術には射て連珠文がある.帳幕のひきしぼった

ところに,獣面のかざりがあり,こ｣から紐がたれてゐる｡

また,むかって右端では,牛陸別てなった帳幕と帳幕とのあひ

だに,小さい飛天が彫ってあるo　まるまるとした飛天であ

るo (枢南o.55m)
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T'Ll40　主室北壁上府愈垂幕の童子像

これは帳幕のJrJ_端の保信である｡荘厳な俳寵彫刻におい

て,おもひがけない-ウモアであった｡なにの目的でつく

られたか,わからないo幌幕に密着してゐるo頭髪が異様

な境をつくり,猫に敏がある｡目は大きくとびだしてゐる｡

童子とするよりも休債であるC　けれども,こ｣では,なにも

力仕事はしてゐない｡たゞ妙に帳幕にだきついてゐるので

ある｡もとは第九洞,第十洞前室にみられるやうに,天井を

さ1-る打寸木のやうな役目であったとおもふ｡さうすると

かういふところに保偶をおくことも,うなづかれるoつま

りいまは,それから-持して,単なる装飾と化してしまった

のである｡背中にはⅤ字形に天衣がか＼り,そのはしが,漢

た腕にかしって,大きくゆれさがってゐる｡腰にはみじかい

腰布をつけ,その腰布のまきかたは,あたかも禅のやうなぐ

あ弘になってゐる｡この服裳は保儒猫特のものである｡身

骨琵は帳幕にだきついてゐるが.瀕はよこをむいて,南回して

ゐる｡第七洞北壁帳幕にも同様な保儲形をみるが,それは

本洞右端のものとおなじく,とびこみ型で,もとの肘水的意

掟を,いくらかもってゐるo　要するに,うつくしい彫刻では

ないが.野性があり,風俗的に興味をひくo (新高1.00m)

PL･41主室東壁上部(第二,≡,四厨)

42　主室東壁下部(腰環,節-,二,三暦)

東壁の粂貌であるが,下一層と供養者列像の腰壁はPL.

41には,まだあらほれず,PL.42によって,はじめて患ぎな

はれる｡天井の一部分,北壁の一部分,それから南壁の約

年分が,こ＼にあらほれてゐる｡その各壁の連関を,こ1

でみられたい｡ (第二暦高12.47m)

PL･43　主室東壁(第三,四暦)

束壁上胤d:,もっとも保存のよい壁面であるo　四つの怖

寵が整然とならび,完全に保有されてゐる｡北壁上層の牛

助像も,比較的保存がよく,こ｣にその全身をあらはして

ゐるo (第二Jgl島2.50m)

1'L･44　主室東壁第四盾南轟

俳像の茄な1めから撮った謁虞であるo　寵の床にいきな

り彫った併であるが,下にとほしの蓮雛帯があるため,けっ

かう蓮華座の用をはたしてゐる｡寵内寡聞は,よほどゆっ

たりとってある｡ことに大きな無地の光背が敦果的である｡

頚の付け根あたりが,いちばん,ふかく馨ってあり,頭部は,

すこしうつむきかげんに充分ふかく彫ってある｡これが雲

固版解説36-46

同価を丸彫的にみせる根源であるC　空知､ら以下の胴皆削まあ

さく,平面的であるQ　ことに,最Tの膝がしらのあたりをみ

よo　とにかく,この像をみて,束のつくことは額,負,手,足

陸の凸tLilrWがすべて一致して,一定の高さをたもってゐる

ことである｡こ｣にひとつの面を,かんが-ることができ

るo　それは製作の,ひとつのプロヤツスをしめすものであ

り,彫刻の技法をしめすものでもあるo　こしでは,あらゆ

る韻合において,この技法が,みとめられる｡

東側の供養天人は,ごく構い彫り方であるo　四人が合掌

胡旅し,一人が合掌して立ってゐるo　脇侍ではなく,縫講

の天人群であるo香煙をさ1げた飛天も,活感にみごとに,

とんでゐる｡ (本尊高1.42m)

pL.45　主室東壁第四膚南愈俳上身

眉に洩い刻線をもちひ,そのおこりはほとんど柵揺する

ぽかり,大きく弧をゑがいて耳ちかくにまで達する｡眉と

目のあひだを払ろくして,額がそのためにせばめられる｡

細めにひらいた眼は,目じf)にいたって,ほそく鋭くU)ぴて

ゐるo眼球は,もとより,いれてゐないo席はうすく,かす

かに轡曲してゐる0線じて目鼻口が恵のiF.面にあつめられ

頻と顎とが,ひろく嘩されてゐる｡耳は,おどろくほど,細

ながくつくられて,そのうしろは急にぞんざいになt),なし

めに馨りこんだま｣であるo (悌頭0.44m)

pL46　主室東壁第四層･北鳥

この寵は大きくたてに亀裂が二本ある｡胸の部分が大き

く刺離してゐるのは惜しい｡この俳は,とくに,その手相を

甫嶺とか-ただけあって,指のうどきはデ1)ケェトで,表情

があるo　右手は胸にあげ,掌をうちにむけただけでなく,

第三指をすこしまげ,第四指を大きくまげて栂指にふれさ

せてゐる｡(PL. 47) jF.手は結蜘秩坐した右足を掌であさ-

ながら,指をのぼしてゐる.衣の磐はあさい｡ kJ.肩から左

肘にかけた衣には,段になった紫と刻線の壌とが,交互に,

あほまかに,つくられてゐる｡

光背は南寵同様に大きく,無地の拳身光が,寵いっぱいに

払ろがってゐる｡いま威光その他の彩色があったらしくみ

えるが,オ1)ヂナルなものかどうか断定できないQ　繭方か

ら蓮華をさ1げた天人は勢よくとんでゐるo ･合掌胡脆の供

寒天は,一例三段五人,簡略な彫り方であるo最下の一人

は,これもそまつに彫った猶のやうな蹴形の上にひざまづ

いてゐる｡ (像高1.50m)
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pL.47　二号三業東壁第四厨北晶俳上身

党々たる威軌-i,fuqLちた別布をしめしてゐるC朝のやうす

は前常によく似てゐるけれども,眉のひきぐあひ,目のきれ

かた,額の払ろさなどに小一興があり,同一作家でないことは

ほゞあきらかとおもふ｡ (伸輔0.44m)

pL.48　束壁第円府俳愈扶端龍形と扶枯

節Fq修の南北寵は尖挟寵だが,その挟端に獣形があ,L'uD

獣形は有角の龍形だが, -l湖印二本でたってゐるG　それをう

けた蓮塊があるo　ほとんど繰彫にちかい仰蓮華であるo　そ

して,そのしたに藤凡のやうなものがあって,これをうけて

ゐるo　これは牛伽像の坐する藤JLのやうであるから,かり

に篠座とよぶが,矧ま一種の枝豆貞節であるC　もともと,こ｣

には挟端をうげろ傍桂があるはすであるC　ところが傍杵の

うちには,なにか,こ｣にみる篠座のやうなものを杜頚飾と
り

したものがあり,また,布片をかぶせて,く　しったやうなも
･l

のがある｡もともと篠座をおいたり,布片をかぶせたりす

るやうな柱頭はなかったであらうが,インドの蹄形柱頭が襲

化してゐるうちに,篠座とか布片をしぼったやうなかっかう

になり,それに暗示をえて,しだいにかういふものを生む

にいたったのであらうC　バァミヤァ-/f1-,L一大悌洞内部の壁

面にあるのは,ちゃうど篠肱ふうの腰をしぼった型をして

ゐるが,布片をあらはしてゐるかどうかあきらかでない｡

(壷面高1.37 nl)

1 『龍門石窟の研究』圃版79

2　P･ Pell10t ; T,,uJ′2-I/,,7""Zi,I Tome IVJ PIs･ CXCT (l,xCm･

1}し.49　主室東壁第三層南愈

楯挟寵のうちに二重の座を設けて交脚陵を彫るC　両肘を

はり,わき下がふかく切れこんでゐる｡このやりかたは,節

四暦坐解とは趣を輿にし,また,べつの作家を預想せしめ

る｡それは交脚像であるためではないD北竜の坐傍も第四

暦の二寵にくらべると,わき下がふかいG

楯棋寵の扶客削丘,四つの瑛割に飛天を彫り,下には帳幕を

く1りあげてゐるD飛天は,ノr._右二牌づ｣が,ほゞ向きあっ

てゐるが,決してシムメト1)ツクではないD　ことに,中央の

二鰯中,右の飛天は,きはめて横智的である｡すなはち/r三方

の飛天は右の手を肘のところでまげ,それを腰下にあて,左

の手は斜上にあげ,顔も腹も,だいたい正面にむけてゐる｡

足は両方ともJf=JJ'に跳ねてゐるo　これはよくある形式であ

って,いはL',シムメト1)イを預想させる形式であるo Lか

し.これに封する右方の飛天は,これに照癒してシムメト1)

イをつくることを,拒んでゐるGノr:_方の飛犬と同様に,I.･'.辛

をのばしきって,さしあげてゐるのは,均衡をやぶる第一一で

あるC　そして中央に封して,そっぽをむけた王靖を,そのさし

あげた腕に,ひっつけてゐるポーズは,よほど建ってゐて印

象的である｡斜上にさしあげた/1･'.手と,むきだしになったそ

の協の7,.それにつゞける脇腹の線が,この楯扶額のW.形の

板をほゞ封JfJ線的に細分したので,飛犬の下牛身は,その隅

に暦縮されてゐるo　その願縮された,駅間な表現に封して,

天衣の練刻のみが,ひろいノl三下三郷抄のク.li泊に,払らひらと

ひらめいてゐるのは,ちょっと軌勾な意匠であるo (寵高

空.20m)

l'L.50　某室東壁第三盾南轟俳交脚俊

昭をおろした),l'欄座が払くいので,交脚の雨足は,ノrL:右に

大きくひらいてゐる｡それで,身骨汚の姿勢は,くつろいで悠

然たる構-であるC顔はまろく,肉撃は大きく,耳は長大で

あるC　免梁の小破してゐるのは情しいが,繰刻された/fq,目

はうつくしいC　眉のなだらかな曲線と;栢際のたひらな一線

とのあひだには,けだかく,知的にかゞやくiF･面ができるo

席はうすく,両端が上にそり,いはゆるアアケイツク･スマイ

ルである0　日虜ロが顔の中心部にあつまり,賊と顎とが,い

ちじるしく豊満さをあらはしてゐるC取,足のあたりは,

あら彫りのま｣である0 7からみえないといふことを充分

考慮にいれたやりかたであるo (像高1･17m)

PTJ. 51主室束壁第三盾南寵右脇侍

この脇侍が菩薩であるか,天人であるかは,しかと決めが

たいo賓冠はいはゆる三両冠である｡正面と硝側面に固板

形をおき,図枚には右碇の放射線を彫るC /I:.右の側板は.罪

のやうなもので留めたらしいo　そのはしに,戊のやうなも

のが,たれさがってゐるo　正面Bil板にも,傍のやうなものが

みえる｡そして風板上に,新月形をおき,側面板とのあひだ

に,なにかの雷のやうな突起をつくるC　これはパルメット

の簡略になったものであらうo　頭髪はつよい刻線でと｣の

へられてゐるC　目はふくらんだ上に,ほそい一本の刻線で

でき,やさしい朝である｡耳は長大で,耳条になにかまるい

節があるC金片削こ湧く,幅ひろにできてゐる｡右手はや｣

まげてたれ,環か,天衣の一端かをもち, /r'.手は胸にあげて

蓮華の雷をもつo協腹をほそくし,腰をふとくしたさまは,

まさにインド風である0 7裳をまとひ,天衣をノ1･.屑からか

けてゐるが,うすもので,裳は刻線からなり,ゆたかな肉つ

きが,つよくもりあがってゐるD　これも,脚のところはあら
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けづりのま｣である｡ (像高0.93m)

pL.52　共室東壁第三盾南愈左脇侍

右協侍よりは,ふかく彫ってある｡腰のアクセントも強

い｡右手とノ】･-.手とのぐあひは,患なじである｡賓冠も,ほゞ

おなじであるが,正風またゞ右旋放射の槻板だけで,房のや

うなもC)はさがってゐない｡新月形と背のやうなものは,

これにもある｡ (像高1.00111)

1,IJ..F)3　主室東壁第三骨北嶺

この悌寵には,たてに大きな亀裂がある｡本尊は,轟座を

設けず,休e)上にじかに彫ってゐるo　才lJ手は拳手形, ZF.手は

捻手形で,衣端をにぎってゐる｡この両手のあらはし方は,

きはめて迫虞的である,右の腕は,つよく整ってほそいが,

7.三の腕はふっくりとゆたかであるo　衣の襲はたゞの刻線で

あるが,おはまかで,うつくしいo頭部や両手の入念な彫法

に比して,雨足は無造作に彫られてゐるQ　しかし,彫像金肥

としての,堂々たる印象は,あほひがたいo (寵高2･20m)

pI..54　∃･.室東壁第三静北竜俳上身

俳のまるい鮮紅は,つよい意志的な表情がある｡上暖が,

やしはれぽったいQ眉は線刻むくは-チ,たゞ,額と限盤の

接儲した稜線のみによって表現されてゐるC　鼻およびロは

うつくしく,席はうすいo　下唇は,ことに艶々しくわらって

ゐるo (悌東o.47m)

pL.5.5　主室東壁第三盾北姦左脇倖

南寵の脇侍に比べ肌があれてゐる｡ことに右足はなくな

ってゐる｡あさい彫りの立像であることは,だいたい似てゐ

るo衣裳が刻線ばかりで,できてゐるのもおなじであるが,

駒にあげて雷をもった右手C)手くびを,下にむけてさげて

ゐるのが,やしちがふC賓冠なく,とがった,高い宅が目だ

つ｡まるい頭光は級別である｡ 〔像高1･0511-)

pL. :-)6　主室東壁第三骨北側桂基保儒

寵の耐別にある塔柱は,うづくまった保情によって,さ｣

へられてゐるoすなはち,保儒は尻を地面につけんばかり

にし,雨脚をまげてノ.--.右にひらき.両手をノI=_右にあげて,塔

柱を頭上に,いたゞいてゐる｡腰衣をつけたゞげの裸形で,

下腹をあらはしてゐるo頭髪はわからないが,額ぎはが,臥

くしなってゐるのは,髪があるわけであらうC耳は,やはり

ながくてまるい｡こ人らたい髄には,まるくさがった眉と目

図版解説47-.F)9

をつく　り,ながい舌をぺろりとたれてゐる｡鼻根はふとく,

敏がみえ,その上には自重のやうなものがあるo胸と腹は,

壊れてゐるが,それぞれに,まろくふくれてゐる｡腰衣は北

壁帳幕上と同じく,パンツの上に樺をしめたやうになり,そ

れを平行した刻線だけで,あらはしてゐる｡(保高0･62m)

I)I.. 57　主室束壁第三啓中央棟基保儒

この厨には三つの塔樵があり,したがって,北端,中九南

端にそれぞれ三人の保儀がゐる｡いづれも,うづくまって,

塔柱をさ｣へてゐる｡しかし,面貌や階暇はかなりちがふo

これはふさふさした頭髪が群をなして,うしろにか-って

ゐるo額には,大きな被がある0　日はまるくみ払らいてゐ

るQ力づよく,上瀬をかみしめて,鵬がふくらんでゐるo刻

練であらはした髭を,上の歯なみでかみしめてゐるo力を

いれて塔をさ｣へてゐるわけである｡さしあげた両手を

ぐっとよせ,脚をひきよせてゐるので,ぐんとSlFTti力性のある

姿骨茂である｡手首と上勝には腕輪をつけたらしく,頚には

とがった飾板をつけ, Ⅹ字形にまじはる天衣やうのものを

かけてゐる｡ (像高0.58m)

pL.58　主室東壁第三膚南端桂基保儒

この件儀は,もっとも粗略である｡腰衣も,うまくあらは

されてゐないし,脚も粗末であるo粗略ながら,肩はもりあ

がり,胸もはってゐる｡胸のまんなかに,大きな登ができて

ゐる0　日をまるくむき,相をふくらませ,歯をくひしぼって

ゐるD頭髪は,まるくなでつけられたが,なんらの彫刻もな

く,ま正面に,自宅のやうな,まるいものがあるoとにかく

三牌三枝,北端のがもっとものびのびし,南端のがもっとも

彫法粗略でありながら,姿態はもっとも力みかへってゐるC

(像高0.55 m)

1)I,.59　主室東壁第二盾甫嶺

尖秩寵のうちに養座をつくらず,床の上にじかに坐価の

本尊を彫るoきはめて混和な顧客であるo右手は馨手形,

メ,:_手は捻手形で,大きくつかねた衣端をとる｡この手は,甲

が異常に大きく,指がながい｡腕頭は,どっしりとしてゐるo

肩はなしめにさがるが,腕のつけねは角になってをり,紘

が,また,角になってゐるo　胸幅はやゝせまいが,肩と腕が

はってゐるので,充分堂々たる姿である｡ま-に,大きく四

倍の供葦者を彫ったため,せまくるしく,膝がしらはかくれ

てみえなL,､｡供養者といふが,これは,たかい賛冠をつけ,

まるい東光をおひ,なみなみならぬ供養者であるCいはL'
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天某(1eva-】･Tl]aであるo　手に手に鉢をさしげてゐる｡免停

の,駅周なところに,ある稗妓大きく彫らぬぽならなかった

のは,辻形的な一考膳のほかに,これらの供養者たちがなみな

みでない犬j=_であるからであり,それを二つに省略できな

かったのは四天王であるからであらうG　これは悌体中の一
1一

節, Vq犬∃二奉鉢の光景である｡ (窮鳥A124m)

1 1j:. Chavannes ; JTzS､ZL7JZ ′m/zLiolpgzl/7′t,, 1)･ 31L A1 1.I()llCller ;

I-'a,I( GrI``0-/,OZLdd/"r,/′′(,y T(mlC TI P･ 417I Flg･ L110･　^･ (irijrIWedel ;

BLN/1//l†t A/･t 7/～ r7ZdzLT, Fig. 98.

11｣.60　共室束韓第二盾甫嶺俳上身

惜しいことには右眼にきづがあるo　左の眉の端も石がい

たんでゐる｡しかし,それにしても,よく嘩ってゐるG　肉嘗

はや1小さく,蕊,I,いo f訊まや｣磨き城してゐるが,刻線があ

ったことがわかるG　上臓が,まるく大きく,ふっくらとふく

らむが,眼はほそく,ふし目で,目じりが,ほそくとがってゐ

るD席は,あまりまがってゐないC (悌頭0.47m)

PL･61 ≠i三宝東壁第二膚南東尖扶額

扶額内の天人は,みな合掌胡随してゐるD像は,わりにま

ろく彫りだしてゐるが,囲光と天衣とは,背地にあさく繰刻

してゐる｡みな中心にむかって,ひざまづいてゐるが,あま

りシムメトl)ツクでない｡まんなかの二人に,すでに,高低

があるD最後に,累日が一致しないため,右端の天人は立ち

あがって,lrI手をたかくのばしてゐる｡(PL.59)さげた左手

には,なにかもってゐるやうである｡秩額の上から,のぞい

てゐる四人の比丘たちもうつくしレ､o　この比丘たちも額ぎ

はに水平につよい線を彫ってゐる｡これは頭髪のあるのを

あらはしたのでなく,髪をそったあとのきはだちを,しめす

ものであることがわかるC

洪梁は,なにか篠でもねぢてつくったやうに,二本の刻線

がな1めにまいてをり,まんなかは,紐でしはったやうであ

るU挑発のふちに,とんでゐる四飛天の奉ずる蓮華は,まん

なかに渦巻があるo (童画高1,40m)

PL･ 62　主室東壁第二層南寵右脇四天王

行儀よくならんで,鉢をさしげてゐるC賓冠はたかいが,

簡略に,なにも彫ってない｡下裳と肩にかけた天衣も,簡単

な線刻である｡潜は童朝のやうであるが,ひきしまってつ

よい｡ふくらんだ限晩に,たゞ一本の刻線を払いて,目をあ

らはしてゐるoおだやかであるが,いきいきとしてゐる｡

単純な,しかし,力づよい手の表現をみよC (像高0.79m)

lJL.G:i　主賓東壁第二膚北愈

この北馬は南寵と,はなはだ似てゐる｡坐俳も,ひじゃう

によく似てゐるG　ふとい軌　や｣なで肩であるが,胸をは

り,月寸をノT:.右にはった堂々たる姿態である｡鉢をもつ#_辛

首は破損してゐるo

ノーミ右二貯謂づ｣の供茸者は,とがり帽をいたゞいてゐるo

とがり帽は眼払ろの紐で絹にしばったらしいC　そのとがり

帽のさきが,うしろに倒れてゐるC袖は窄袖,折り襟で,桝

は膝上にまで連してゐる｡その下は循十である｡ちゃうど

中火アジアのキジイル石塀などにみるイラン人の服装であ

るo　たゞそのとがり岬だけは北方の胡族にもあるが,また

中火アジアにもある｡まさしく,常時中央アジアを潤渉し
1)

た隊商たちの姿からきてゐるのであらう｡ (像高2.20m)

I A･ Grtinwe(lei ;ノIlZ/,ldJ/lZTIz∫C/ze JJtlltJ/,l'th77, Fig. 1】6.等しばし

ばあらはされるが,こゝでは多く武人U)像であるo ｢規喰ひ鳩洞｣

の像はひざまついて鉢をさゝげてゐるが,弊な陣笠g)やうなものを

かぶり,剣をもたない｡あるいは商人かも知れぬo

PL･64　主賓東壁第二層北轟俳上身

まる瀕,微笑をたし-てゐるが,額はや1とがってゐるo

上厨諸寵の本尊にくらべると,描,顎の部分がいくらか蒐賓

感がたりないo　眉,目,鼻,口の表現もおとなしいC右手は,

甲をみせてゐるが,第三指と第F射旨とを折り,栂指に接して

ゐるC　のみならず,第二指,第三指もわづかに折りまげてゐ

るoふくらんだ,やはらかさうな手で,健康な子どもの手を

おもはせるo　ノ【二手の鉢tiLのたひらな鮎がこの寛虞でよく

わかるC (悌詞o.47m)

PL･65　ヨミ室東壁第二層扶端獣形,扶桂

洪端の青巨が,方右からさがってきて,一種の皿板の上に立

ってゐるG　どちらも,うしろをふりか-り,一方は口をしめ

一方は口をひらいてゐる｡角は一本で,耳はながく,目は大

きいC

桂は上下ともに渦巻になる｡まんなかに,く　しった紐のや

うなものがみえるC　そして,そこからノr-_右に,牛パルメット

の唐草がたれさがってゐるo　これがなんであるかは,はっき

りい-ないが,渦智の部分をとりか-れば,洞口清雄の蓮華

束になる｡しかし,もともとは,中央アジアやアフガニスタ

ンにおける寵傍の杜に,由爽することは,明らかである｡そ

こでは渦巻の杜豆頁と布幡をく｣りつけた装飾とがあるD　も
り

とより杜共に渦雀はない｡ (桂高0･55m)

i A･ Griinwe(1el ; All/,〟dd/llJ/zfl/ze A'ldtJJlrlte′～, Flg･ 124. J. I hCkir･ ;

NolaJelZes rec/Ie′T/Le∫ arC′払フZoirZ,/ilど∫ a A,7"LZJ,fi7ZI PIsI I｣VI) LTXI I｣XIIl
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LXTV,丁一XXTTI, I-XXTV, 1･XXVT･もっとも,この桂某とみえる

ところまでが拝領龍で,このLf:0二托幹が略されてゐるのであら

うo

lJL. 66　--i:.案束壁第二盾北轟尖扶額

この抹額もわりに偏平であるoつまr)棟梁の上端が水平

にちかいのと,沸絹の幅がせまレ､のである｡扶梁の螺旋状

の刻線,中央のく｣り目など南寵に同じである｡坐俳は輝

定のすがたである｡九骨程のうち,こしに七眉馴ミみえるCノr-.

右シムメト1)ツクにかけた通屑の俳と,偏的右肩の形式で

あるが,右肩から右腕をすっぽりと包んだ悌とが,交立に彫

られてゐるo　たゞ中央のkJ.となりの-鳩が例外的に通肩に

なってゐるので,こ｣には三関の通肩傍がならぶ｡衣文は

みな簡単な刻線であるo

このF'ldJ坂には,第二暦と第三暦をわかつ唐草文が,よくう

つしてゐるD波状の革には,二本の刻線を彫り,二英文のわか

れ目には,みな紐をく　しったやうな刻繰二本を彫る｡蔓も,

断Irm-が,ふっく　りとまろくなるやうに彫るが,丈は/■:.右から

Ⅴ字の谷に彫りこんでゐて,するどい印象をあた-る｡ (倭

高0.30 m)

1)L･67　主案束蟹第二盾北端俳停揮彫

こ｣には北寵の鉄原右端があらはれてゐるo獣形は一本

の角,ながい耳,大きな目のほかに鳥の塀をもつ｡足下の扶

杜は上年だけがあらはされてゐるC顔形の上の坐俳は刺離

してなくなってゐるo　これにつゞいて,俳榛の浮彫があるo

上隅には屋根形をつく　り,鳩尾をおくD V耶主屋根である｡

軒には三斗と叉手束とをつくるが,設計をまちが-たもの

とみえて,屋根の7年部にくひこんでゐるD軒下には張幕

がかしけられ,そのしたに,障W:と休養とがみえるG　その上

で,むっく　りと包まれたやうなのは,太子の妃ヤショダラア

Ya昌odharaであるC障解のむかうに首をだしてゐるのは楳

女たちであらうo障罪に,ぶらさがってゐるのは,琵琶か院

成のどとき発祥であらうoノ,三端の年伽思惟形は太子であるC,

天衣が大きくひるが-って,光背の代りをしてゐるC夜半,

寝休によって,思惟してゐるありさまをしめす｡やはり,北

壁上寵の思惟像とおなじく,藤JLのごときものに坐してゐ

るo　といふよりは,北壁上寵の思惟像は,このすがたの定着

したものである｡太子のわきには一人の倍音が合掌長路し

てゐる｡これは,いふまでもなく馬丁チャンダカCan(laka

であらうoやがて,このチャンダカにともなはれ,白馬カン

タカKanthakaにうちのって城をでるC,諸天はこれを讃し,

白馬の蹄をとって,"音もなく疾走するo　その場面が,この下

闘版解詑60-70

の削離した部分の光景であるo　あとあしの一木をさ1げた

天人が,右足をまげ, 17--.足をはね,疾走するすがたであらは

されてゐるoかう解搾すると,北碓下値,寵井上の競射をあ

らはした浮彫も,まづ俳懐中の太子競射の光景とい-るで

あらう｡ (婁而高2.50m)

PIJ.68　主室東壁腰壁,第一盾

南北二鳥のうち,北龍は,ほとんど溶けてゐるD腰軍産も溶

けてゐるC　また南端も剥離してゐるo惨偵たる状況のうち

吃,ほゞ全貌をうかゞふことができる｡

腰額はひくい葺をつく　り,その上に,供養者の列像を彫っ

たものらしいo　ぜんたいとして八,九骨程あったらしいが,北

端二,三関は,全然そのあとをとゞめず,南端の二甘iF至も,まっ

たく,そのかたちを知ることができなレ､o　中央四骨狩のうち,

北端と南端とは,片手をあげ,片足をあげた武人のTF_両便ら

しいo　なかの南の像は,おなじ武人像と,おもはれるけれど

ち,四肢はまったく穣ってゐない｡北の像は,両手をあげて.

ゐるQ塔柱の下にゐるから,塔をさしあげた保儒像かもし

れないD　しかし,それにしても,節三暦のやうにうづくまっ

てなく,立ちあがってゐるC

第一膚と腰壁とをわかつ輪つなぎ唐草文帯は,こ｣では,

まったくみられないが,それでも中央塔柱の下には,かすか

にうかゞはれるo (腰鍔高2.10m)

t)IJ･6f)主室東壁第一盾南愈

天蓋の寵であることが,異例である｡三角の垂節と,その

下に,境のある布片をたれてゐるo　贈蓋といふものかoガ

ンダァラにも,これとおなじ天蓋はあるoたゞ,もっと某詰襟
])

的であり,鈴なともさがってゐる｡寵傍には,さまざまの魔

衆を,あらはしてゐる｡それが,ちゃうど,鶴形をなすやうに

彫られてゐる｡ひくい俳塵はこはれてしまって,かこもみえ

ないが,右手は蓉手形, jF_手は膝の上にふせて,衣端をとっ

てゐるo　ふつうにいふ降魔の嘱地印bh-umispal･主amu(1r豆で

ない｡右端塔柱の坐沸,塔1.の令掌比丘,承花の凍々しい

表現をみよC (寵高2.12m)

l A･ Grihwedel ; A",Id/UJI Ar/ Z71 7Mdzl'? FlgS･ 7, 40･

PL.170A,73　主室東壁第一盾両名魔衆

天蓋の/Ji右には,おのおの十骨汚ほどの魔衆が,押しあふや

うにあらはされてゐる｡これらの態魔たちは,まづ,もえあ

がるやうな,とがった頭髪で国別されるo　まるい童戴であ

るが,目が異様に大きく,農はだんご鼻で,眉間には大きな



雲岡石窟第八洞

破さ-ある｡裸偶で胸()肉はあついが,身骨削ま,童兄のやう

なやはらかさをもってゐるo造形は幼稚であるo　上からい

ふとLLlをさしあげたもの,大刀と盾とをとるもの,そのよこ

は口がとがって鳥塀をなすもCjがあり,そのあくは,なにか

わからない｡そのしたは弓をひいてゐる｡そのわきは,と

くに眉間の敏が大きく,大きな髭があるらしい｡そのおく

に虎形とも,蛇頭ともみえる教頭があり,その下に魔王であ

らうが,甲田に身をかためた慈魔がゐるo　こ()おくに腹を

かし-た太鼓腹の態魔がゐる0　71:_傍も最上は大刀をふるっ

てゐるらしいo　その他は,若干頭部が喋ってゐるのみであ

るが,下に立った像は,魔女の一人であるらしいo　おそらく

痕連からすれば,こ｣に魔王の三女をあらはし,その下に,

化して老女となったものを,あらはしたかとおもふ｡ (像高

1.25m)

pL･71主室東壁第一盾北高

右半分はとけてゐる｡わづかに本尊の輪廓がうかゞへる

のみであるo /t=.がはの脇侍は,戯面別離するが,菩薩の立像

としてよからう｡その光背のうへから二人の天人が顔をの

ぞかせてゐるQ　それは深いまる彫りである｡ (像高1.28m)

PL･72A,7i　主室両壁

拓虞にみるとほりいたんでゐるo　最上潜がすこし獲って

ゐるだけである｡これはもっぱら浸透してくる背後の水の

ためであるo最上層尖扶桑の上に,蓮雑文の一帯があり,そ

の上に七鰐の悌坐像がならぴ,三角形の垂飾帯になって,天

井につらなる｡こ｣では西壁と北壁西端の牛乱監惟像との

関係がよくわかるであらう｡ (仝壁高12.571-i)

Ⅰ)IJ･73　主室両壁第三,四盾

第三暦は南寵が交脚像であり,北龍が悌坐像であるのが,

からうじてわかる｡相鉄額のあったこともわかる｡その下

の波状唐草文帯も,一部分だけは,ひじゃうによく伐ってゐ

る0第仲居はどちらも尖:供寵Q　扶端に獣形があり, =鉄柱に

は篠座のごときものがつくってあるが,これはさきにのべ

た如く枯頚飾の誇大されたものであるo扶額のなかは,やは

り火壁の如く,南は坐俳であり,北は供養者脆坐像である｡

最上肘の坐悌列像は,連射帯の上にならぴ,通肩締定と偏

神柑定とを,交互にならべてゐるo偏稗碓定といふが,こ｣

では衣の端が,すっぽりと右肩をあほ払,右手をつ＼んでゐ

るC　まるい頭光に,大きな拳身光をかさね,その光背と光背

とのあひだに食草の化Et=.をふかく彫ってゐるo　葦にふかい

浮彫である｡

これら諸壁の上に三角形の垂飾帯がある｡三角形はひと

ならびで,その三角形はうちがはに,もう一本刻線むくはへ

てゐる｡ (第四屠高2.52111)

PLl74　主室両壁第四静南愈俳本尊

西壁に残った唯一の解像であるo　かなりいたんでゐるが

部分的にはよく碓ったところもあるo　拳手形の右手,捻手

形のノl=.手,その左腕にか1った衣端は,大きく袖のやうにか

1ってゐるo　この表面はよく竣ってゐるo　それは水分が蒸

畿するとき,そのあとに石衣分を増し,そのため表面が変

化するのであるo　だから,その表皮はかたいが,その一枚下

は,ぽろぽろにいたんでゐるのであるD寵の内壁には,やは

り脆坐合掌の供養者が彫ってあるQ (像高1.46m)

PI.･7.-)主室南壁上部天井

主境南壁は,逆光練になるのでよくみえない｡けれども,

そのためと,もうひとつは背後e)水が浸透してこないので,

保存がよいo　や｣な1めにみあげたところ,南壁の二潜以

上,東壁,西壁の一部,それに天井がうつってゐる｡むかって

左上すみがけにみえるのは北壁上層寵の帳幕である｡ (金

高12.40 111)

1〕し.76,77　主室南壁上牛

明窓を中心にして,ブ[-:右見払らきに東西壁上牛をしめすo

いま大きな明窓には,石づみの壁がつくってあって,窓があ

げてある｡ (第三,四屠高5,00111)

pL.78,79　主重商壁下平

上層にくらべ下層はいたんでゐる｡洞口の石づみがとり

はらほれて,いまでは大きな洞口が口をひらいてゐる｡ (節

二暦上端高6.50 m)

pL.80　主室両壁明窓東側天人立像

明窓側壁の供養天人の立像は,なしめうちに,むかってた

つC足下には,たかい藤塵を,ふんでゐるC　これは異例であ

るC　けれども,全然ないことはないC第十八洞のわき菩薩

は,やはり,かういふ篠塵の上に立ってゐる｡構造上,像をた

かくする必姿があれば,いつでもかういふ手段をとったの

であらうo (立像高2.15m)

pL.81A,B　主室両壁明窓束側天人立像
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A.明窓側壁の天人立像はよこからみると(1)身鰯に比

して頭がふかく彫られ(i2)胸はうすく,腰も足も,わりに力

のよわいことがわかるC興味ふかいのは,頭部であって,TE

fE･nJからみると丸軌こみえるものが,側固となると瓜埋鮎に

かはる｡さらに側面では,前面からはまったく印象されな

い,きゃしゃな感じをうける｡この原因は目免口が′トづくり

であることと,それに加-て,大きな耳が超視覚的に,かな

り背後に彫られてゐること,すなはち正面の矧帆で比して,

預の奥行がふかく造形せられてゐることのためであるo

lう.朝のまTE面からみると,からだは,すこしねじれて

ゐる｡これを意識的にやったか,どうかは,むつかしい問題

であるoたぶん,構い7年身は,より自然に明窓の側壁にそ

臥,ふかい上年身はより白山に,な1めうちにむかったので

あらう｡分掌して,やしふし目に立ったすがたはしづかで,

けだかい｡冠はいはゆる三両賓冠の式Q　ま-囲板の上に新

月形があり,凶板のあひだに三つ葉の唐草が立つo

菩薩の朝はまろく,顎はやしとがるo　眉は大きく弧状を

つく　Y),しかも線刻して,それをつよめてゐるo　目鼻口はわ

りに小づく　りで,口達に微笑をた1-てゐるD上身は裸形,

方肩から右肺にかけて,天衣をまとひ,その下にTl'裳をつけ

てゐる｡それはうすもので,蟹は刻線であらはすのみ｡そ

れで,からだの内つきは自然にまるまるとみえるD　なほ別

の天衣とおもはれるものが背なかにまはり,両腕にか1っ

て下の方にたれてゐる｡胸には板の胴節があり,上勝には,

刻線で腕銭をあらはしてゐる｡ (像高.2.15m)

I)し.82　主宰両壁明窓西側天人立像

この天人立像も,だいたい東側の立像に一致するが,手足

には多少の轡化がある｡すなはち令質したT:はWHL指をや

しまげて,微妙な表情をつくってゐる｡右足は,かるくうか

せて,膝を心もちまげてゐるQ　この足つきによって,われわ

れはそのやうな駅間的な蓮動をとら-た,作者のするどい

観察を知ることができるC究虞に,黒くみえるところは,栄

が掘ってゐるのである｡ (像高2.22111)

pL.83A,Ii　主室両壁明窓西側天人立像

東側のが静寂なのに判し,これは,いくらかうどきがあ

るC意識的に礎化させたのであらうC鮪の表情もうどいて

ゐるo顔のつく　りもやし大きく,奥ゆきはあさいo J封の

像でありながら,いろいろな窯占において,ちが弘がみえるo
ー下腹がとくにふくれ,ノr-'_肩からさがった天衣が,大きく起伏

してゐるのも,またこの像の特色であるC(像高2.22m)

固版解隷71-86

I)し.84　主室南壁明窓上部坐俳列像

このところは非常に保存がよいC　7:.'T'初からの米とおもは

れるものが仝耐このこってゐるC赤恐い朱であるC　たゞ悌

像の衰乳　胸だけは,ぬらすに白くのこしたらしい｡坐俳は

一般に蓮琳帯の上にならぶが,中央の六IfTF,賢は,アアナの頂が

くひこんでゐるため,この蓮琳帯が略されてゐるo俳はみ

な定印,結蜘秩坐のかたちだが, pvT1一府にすっぱr)次のか1っ

たシムメ1､ 1)ックの通肩と, ^三宿にまづかけ,のちに右肩と

右腕とをいっしょつしんだものとの二形式があり,それを,

交互に配i遅してゐるC瀕はみなまろく,ふかく,つよく彫ら

れてゐるD　かたちは似てゐるが,表情には-･々相違があり,

作者のちがったことを暗示してゐる｡

また,こ｣には天井南中央の林間がみえ,その南がはの飛

天が,そのま-の蓮華とともに,はみだして,掃確の上にの

しか1ってゐるo (像高0.46111)

PI.18.3　主室両壁明窓上部坐俳列像および青昌

端坐した俳の列像は前者のつゞきであるo蓮非常の下に

龍頭があるC　これは人後柿の頭上である｡や1ながい龍頭

は顎,歯なみ,牙をこまかくあらはし,顎髭をつく　り,ながい

舌をたし,それに大きな限と,ふさふさした眉毛とをあらは

すo　ながい耳,長大な角があるo全身には鱗文をつく　り,

からだをよぢ,前脚をあげてをり,後脚もつよくひらいてゐ

るo　ほそい蛇身ではあるが,その四肢と,からだのあつかひ

は,まったく四仏殿である｡ (右端像高0..50m)

pL.86　_='f･:室南壁中央供養六天像

主額門口の上部,明窓の下には六貯符の供賓天人像を彫る｡

この-廓は上に方形のiTL･形をならべ,なかに,それぞれ八郷

の蓮華をあらはすo　方形の柵形にあはせて,僻観した蓮華

となしめ上からみた蓮華とを交互にあらはすC　帳幕は六つ

の弧をゑがいて,その下にかしり,ノF.石綿端にはふとい杜が

たつQ　帳幕の下はふかく彫られ,したがって,こ｣にほそな

がい,山積の鳥がつくられるo

寵内の天人は六J昭C　みな高繁の天人形であるD六)昭のう

ち,三骨浮つ＼シムメト1)カルに中心にむかってゐるが,決し

て巌TEj3:シムメト1)イとはい-ないC　手のあらはしかたが

二とほりになってゐて,一つは令･掌,一つは片手に蓮華の雷

をもって胸にあて,片手は膝のあたりにおいてゐるoこの二

つの形式が交互に配されてゐて,まんなかの二郎は,相むか

ってゐるのであるC　みな,あさい彫りの風光をお払,腕にか

｣った天衣がうしろに払るがへってゐるo分掌の天人は,演
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かざりと腕輪のほかにⅩ字形にまじはる天衣があり,下裳

がある｡雷をもった天人は,おなじ飾りと,天衣のほかに/TE_

肩から右脇にかしる天衣をもってゐるo　それが,みな,ほそ

い刻線であるo　だから,衣はうすく,その下からゆたかな肉

()もりあがりがみえる｡かやうに,だいたいの形は,一致し

てゐるが,足の姿勢は,いたって白日1である｡両端の像は,片

足をひざまづいて中央にむかふが,その他の四骨割注膝をあ

はせ,また膝むくみ,要するに安坐の姿である｡だから,汰

しておなじでない｡からだのむきも,すこしちが-ば,まげ

かたもちがふ,頭の伏せぐあひもちがふo　かやうに,白山で

あって,しかも決して雑然としてゐない｡シムメトl)カル

であるとともに,交互に姿勢をかへ, ababの1)ズムをつく

ってゐるo　太からH,｣･像,卯二像の朝は,よく似てゐる0第

三傑は似てゐるが,すこしちがふ｡これに射し,酉年三像は

いちじるしくちがひ,また三傑間にも大きな和達がある｡

秩門の練かざりには,牛パ/レメット並列の唐草文があり,そ

の上に童1･の令掌供養者像がみえる｡頭髪がないのに,頭

上がすこしもりあがってゐるのでおかしいが,やはり剃髪

の頂を,あらはすのであらう｡顧はまるくて,眉目はながく,

舟はみぢかく,口は小さく,耳はながいo (寵総高1.75m)

H.･87　其室南壁中央供養六天像東平

六大人寵の束牛である｡まるい亘貞光はうすく,背にまは

った天衣もうすい｡腕からたれた天衣のはしは,たゞの根刻

であるC　からだC7)肉は,まるくもりあがり,背面の地に揺す

るところは,輯角にならす,なしめに白然に移行してゐるC

束からH,{二像も新関像も,片手を膝のむかうにまはし,手首

が8,irFにあらほれてゐるC　随分･かはった,白山な表現であ

るC (像高約1.1011-)

I)IJ･ 88　主室南壁中央供養六天像西牢

'Lく大人寵のIflEi牛である｡西からH,r-像は,なにももってゐ

ないC　両手を胸()あたt)におき,指をこまかくうこかして

ゐるC天衣は巾rf.う払ろくからだをあほ払,裸形のやうでないo

Lかし,そのはりきった下腹,ふとい腰,葦に競感にみちみ

ちてゐる｡上身C'o貯新路もりっばであるし,r封刑もすぐれてゐ

るo威厳もあり,慈容もあり,六人中でも白眉であるC第三

像も,胸にあげたTlは,なにももってゐないC　指をこまかく

うこかして優美である｡や＼伏し目の部も凍々しく,また

徴笑をふくんでゐるo伯の像と同様に,耳端に耳かざりを

つけてゐるC (像高約1.20111)

pL.89　主室南壁中央供養六天第一像

束の端のこの像は,場所がら,すこしおしこめられてゐる

かも知れない｡やしいぢけて,おそまつにみえるo Lかし,

その患そまつなうちにも,葦にう払う払しい粗撲さと,うち

からあふれでる充摩した束脱とが感ぜられるo　上臓のほ

か,手首にも腕輪がある｡手も合掌といふより,かさねあは

せてゐるoその上になった右手の指は,無造作に,たゞの刻

線であらはしてゐるD (像高1.151n)

1,L. 90　主室南壁中央供養六天束第三像

令質した手のところは,脆弱な岩層にあたってゐるので,

たゞ,おほまかに両手のかたまりだけを,あらはしてゐるo

これにつゞく腕は太いC安坐した足といひ,上身をおこし

た姿勢といひ,いづれもしっかりしてゐる｡激もうつく　し

い｡大きく弧をゑがいたJF3,かんたんに測線をひいた目｡

新一,新二像とはちがひ,第四像ともちがった鮎をしてゐ

るo (像高1.14111)

1)L I)1 _=iミ室南壁扶Tlr】上部束脇

入｡鉄門わきの奏柴の大人であるC束の一人は敢笛をふ

く｡裸形の上身には板状の頚かざりと腕輪をつけてゐるo

下腹をはり.腰をlTlけoノ湖】に全身の蒐みをのせ,祁卿を浮

かせる｡腰布はやはらかく,たれさがってゐるoめづらしい

頭髪で,よくわからないが,小さい束をいくつもつくりそれ

をシムメト.)イにまいてゐるCそして肩にもさがって大き

くうづまいてゐるC眉目はかんたんで長大,鼻はみぢかく,

軌まひろいo　なかなか凍々しい童形であるとともに,身昭

のいたるところが脚力にみちみちてゐるo

とんでゐる童子は脚をはねあげてゐるC琵琶たいだき,

それを叩く指をうまくあらはしてゐるC軌まゆたかで,餐

くるしいC頭髪が大きく,オオルバックのやうに上になで

あげてゐる｡ (立像高1.18111)

i)IJ..()2　_=i三宝両壁挟門上郡西脇

童子は脚をあげ,おとるやうにして,細腰黄をうってゐ

るo頂戴は偶にかL l),な1めにゆらいでゐるo刻榛で整

った腰布が,わづかにみえるC触はまろく,顔の毛髪は上に

あがl),蜜の毛は,わづかにたれてゐるC　とんでゐる天人

は,身J照を弓のやうにまげ,'ft+lrを膚にあて＼ゐる｡頭髪のや

うすはどちらもおなじやうであり,身昭の肉つきの表現は

ゆたかであろ｡ (立像高1.11111)
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p1.. 93　主室南壁扶門上部束脇竪笛襲天

また,ちかよってみると,石O面は,かすかに凹凸がある｡

つよくけづった饗のあともみえるo　指は無造作に彫りなが

ら,ヂ1)ケェトにできてゐる｡結髪のしかたも,いくらかわ

かる｡ (像高1.1Rm)

pL. 94　主室南壁扶門上部西脇腰鼓楽天

やはらかく,みづみづしい肉音程を,鷹揚にあらはしてゐ

る.波布と,そのたれさがった紐は,刻線であらはしてゐ

る.丸朝はわづかにわらってゐるQひろげた右手の掌の粗

棋な彫刻が,華に簡潔である｡ (像高1･11m)

1'Ⅰ,. 95　毛室南壁扶門上部束脇琵琶菓天

口をかすかにひらいてゐて,まことに,あどけない表情で

あるo脚を勢よくはねあげ,腹をつきだしてゐる｡平らな

壁面に彫りさけた,彫りのあさい作である｡(書面高1･20m)

1}L. 96　_=i:.基南額扶門上部西脇横笛柴天

つよく腰をはってゐる｡横笛をさし-た手がうつくしく,

慰もうつくしい｡一種,綾妙たる風貌をそな-た作であるC

非常に保存もよい｡ (裏面高0.77m)

1'L.97　_:ii室南壁第円潜東森

楯挟寵のなかに賛冠の菩薩交脚像を彫るo腰をやし浮か

して坐し,腰部,腹部の表現はきはめてしまりがない｡右足

をまへにして,三解の遷座をふみ, Ii成の)点滴座にすはる｡

上身は裸昭であるが,三種o)頚かざりのために,にぎやかで

あるQ腹部は平らで,むしろふくらみなく,下裳はま-でか

さねられ,裾はノ岨首まであほってゐるo

まはりの供薄着像は小さく,彫りもあさい｡楯扶額中の

飛天と｣もに簡単素朴な彫像であるC (寵高2･10m)

1'L･98　主賓南壁第四屠東森交卿菩藻上身

たかい三両賓冠は中央に弦月をいたゞいてゐる｡賀冠か

らは,大きな紐が六三右にたれさがってゐるo　魁はまるく,頚

は,みぢかくて太いC　眉は大きく弧状に払かれ,それをつよ

めるために,刻粗さ-ある0　日の部分はまるくふくれ,それ

にきれ長の,うつくしい目があるo鼻梁は,わりにみじか

く,序も上にせまってゐるo肩は堂々とはり,腕も大きく　り

つばな絹格であるG右手馴如こあげ, 7'三割も膝においてゐ

る｡右手は微妙な指つきをし,指もはっきりしてゐる｡左

手は指をのばし膝の上をつよくおさへてゐるo　めづらしい

圃版解説87-101

手相で,こ｣では,かりに歴手形とよんでおくC薄板の頚か

ざり,現の頚かざり,確格の筑かざり,耳たぶのかざりが粗

雑にではあるが,うまく顧みあはされて,腕にかしった天

衣,上将と手首の腕輪と｣もに,この像を荘厳ならしめてゐ

る｡ (像高1.60m)

1)し.99　主室蘭壁第三膚束禽

天蓋の下,連座の上に坐俳の三尊をつくる｡右手のこほ

れたほかは完なし,簡素でおほまかな美しさをもつ｡ (寵高

2.18nl　像高1.45111)

pL.100　主室南壁第三膚東義侠本尊

本尊は,やはり螺髪のない肉告をもつo豊満な丸朝に,過

容をしめし,右手は破税するが挙手のかたち, /'三手は衣嬬を

にぎって,捻手のかたちをするo右肩をあらはす偏裡右肩o

弼肘をつよく張るために協下が大きくひらく｡衣はたくみ

にからだにまとひ,おほまかな,ほそい刻榛の衣文をつく

る｡軸には,ながい弧状の眉,ほそくひらいた牛Rliの日があ

り,おだやかなうちに,力のこもった衷情をする｡すらりと

した鼻すぢ,両端がやし反った障,それらが決して′トづくり

ではなく,しかも,ゆたかな鵜と顎とで囲まれてゐるo顎の

下には太い,みじかい頚がつゞいてゐるo (像高1.45m)

PIJ.101主室蘭壁第三潜束愈右脇侍

右脇侍は,や1丈が払く｣,足もみじかいo右手には-

方のとが

った圭箆を

もち,ノE

手には長

方形の筋

のごとき

もめをも

つ.二　軍をJ

あげた,

いはゞ捻

手形であ

る｡ある　　　射一五圏(Flg･15)ガンダァラ菩薩珂

ひは,貝葉の焚策であらうか｡ガンダァラ菩薩には党策を

もったものがあり,文殊菩薩Maaju昌rl'といほれてゐる｡(A.

Grunwedel ; B,'L'ldhi,Qt Art i7乙JTLdrLIch Fig. 147.)大きな賓繋

a)まんなかに獣面があるo　口に紐かざりむくは-てゐるo

この獅子も,文殊菩薩となんらかの陸南保が,あるかも知れ
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ないo (Fig.15)讃熟ま帰日で,はなはだうつくしい｡肩は,珍

たかで,やはらかく,腰は女仰のごとく大きいG上身は裸形

で天衣をかけ,すそに下裳をつけるD　その下裳を,研める

ためにしめられた,横にとほろきれが,か-って腰のふと

さを,まざまざと感じさせるCノ土をひらいて遷座の上に,

力づよく立ってゐるo　運動削まつよく/l瑞にはねあがり,そ

の端がするとくとがってゐるC　この蓮華も,連座以外に関

々あらはされてゐるC (像高1,22m)

iJL.102　主室両壁第三潜束轟左脇倖

ノ.三協侍はjiもとがあいまいであるが,軌ま本軌こも,右脇

侍にも似て,一億おなじ作家のものと,推定される｡右手に

なにかの葺C)やうなもC)をもち, /l二手には,水瓶をもってゐ

る｡なに菩薩ときめることはむつかしいが,その指のあし
])

ら弘はうつくしい｡さきのガンダァラ浮彫には焚顎をもっ

た文殊菩薩に封して蓮華をもった観音菩薩Avalokite畠varaが

ゐるo　これも手にもったのむ蓮華の皆とみればPadmapaTli

で, Avalokite白varaといふことになる｡撃は寛に高大で,そ

の中央に獣面がつき,メ,三右にかざ))紐が,たれさがってゐ

るC (像高1.34m)

] A. Grijnwedel; /bed., FIE. 147･

pL.103　主室南壁第二盾束轟

右手は′ト破あるも,*手の机ノr王手は衣端をにきって手首

をあげ,いはゆる捻手の相D偏裡右肩といふが,右肩にも天

衣のはしが,ちょっとか1ってゐる｡/.:.の肩から肱にかけて,

天衣の一部が,袖のやうに大きくひろがってゐる｡これが'

威厳を加へる一因であるo両手の九指の彫りかた,および

両膝から足さき,さらに衣文の表現法は,はなはだ粗雑であ

る｡寵傍の渦懇杜は,けっきょくガンダァラ,中央アジアで

もみられる寵傍桂で,南壁瑛門わきにみえる蓮華の花束は

これの壁形であり,藤椅子のやうな寵傍の轟は,その柱頭だ

けが遊離したものであらうD (寵高2･23m)

pL.104　主室南壁第二膚宮森悌上身

まるい,うつくしい瀕である0　日が,やしひらいてゐるo

口もとは,ほlえんでゐるo慧知の相が,おのづから輝くo

胸のはりはよわいo肩もなで肩であるが,それでも堂々と

してゐるo顎がや1とがり,頚が心もちながくなってゐるo

左肩にかけた天衣のしたに,刻線だけでしめす内衣のはし

が,な1めにみえてゐるC　手の彫りかたは,やし粗雑であ

るo (像高1.32m)

pL. 105A　主室両壁第二膚東名扶額飛天

r;主室両壁第二潜東名挨染飛天

A.上にみえる波状唐草文背は第二厨と第三暦とを分つ

文様帯であるo波状の蔓は,小央に一本の測線があt) ,はね

かへった年パ′レメットの矧ま表面を納経よりすいて,あさい

Ⅴ字谷をつくってゐるo　拭額のV_q/HTtの飛天のうち, ｢い央二

㍍至のしめす配掛ま正しいシムメl) 1､イでない0 -種の比例

的な構成である｡むかって右の飛天は, JlL足を折りまげて,

身骨等の重みを,その上にかけ,ノr:足を跳ねあげてゐるゥJlLの

手はなしめ下にのばし,7.三の手は折りまげて,腰にあて1ゐ

るoつまり飛邦のかたちであるが,岡像()上では安定した

構聞,力の関係からすれば, Z形の構ElRlであるC　これに反

し,むかってノr-.の飛天は,その右の飛天の三角形の一過にそ

うて,全身をなしめにたほすのである｡ノ【:_の一声をぐっとの

はして頭上にあげ,雨足をまげて,うしろに跳ねあげてゐ

る｡力の関係は一本の,なしめの線上に集中してゐるoつ

ま1),かうして,二つの飛天により比例的横側が成立する｡

このやうな秩絹の小さい楓像にも,括瀞な彫像を構想しえ

た,これら彫刻家の閥連なる製作態度,苓智的な着想は注目

に慣するであらうo (額高0.52m)

B.上の二飛犬につレ､で,さらに,合掌と令掌でない二飛

犬がゐる)最後に分掌脆坐した天人がゐる｡株安は獣身の樽

化したものである｡中央に,三本のむすびらしい線がみえ,

その他はなしめの刻線がほどこしてあるo寵内の飛天は二

謂づ｣/[･:右から脚をのばし,手を_-のばしてゐるo　そして中

央では,価の頭上に蓮華をさ1げてゐる｡ (寵幅1.48m)

PIJ. 106A,B　主室南壁第二厚東寵扶額

これは扶額の左右である0 -は合掌して,のびのびと,と

んでゐるo他は,ぎこちない姿であり,粗略な彫りであるo

Lかも,全憎としてこだはらない,自由な英気が感じられ

るo　その下に,合掌調旅の天人がゐるo　あらはし方は,ほか

の天人とかはらぬが,線刻の衣文や天衣がないため,仝裸の

やうにみえるD

寵の上には,令掌の比丘たちがのぞいてゐるo右に二人,

/l三に二人であるC　囲光と天衣とは,刻線で背後の地に,あら

はしてゐる｡しかし,その他の衣文を全然あらはさぬため,

これも全裸のやうにみえるD略したのであらうo比丘たち

揺,みな,まるいあどけない殻をしてゐるoそのうち,むかっ

て右のはしだけが,やし口を払らいて歯をのぞかせてゐるo

なほこの料では,寵内の飛天も,外がはのものが-封みえて

ゐるoまるまるとした,その絹張と,自由なうどきとをみ

54



よ｡ (童画高A 1.25m　喜耐高B 1.22111)

pL.107A,73　主室両壁第二厚東轟供養天人

これには寵内の供養者/ト像をしめす｡まづ小さい立像が

あり,つぎに合掌胡路の像がある｡後者は束がはの方が,大

きいが,前者では,西の方のものが大きく,そのかはりか,莱

の方は,合掌立像が二郎王であるo西cj立像は,右手を胸にZ･-:

手を腰にあて｣ゐるo　また,この像では眉目がつりあがっ

て,特色があるo頭上も高撃にゆったらしいが,みな簡略な

作ゆきで,線刻が略されてゐるQ (妾面高Al･30m　書面

高B 1.36111)

i)し.108　主室両壁東部腰壁,節-潜

おしいことに頭がない｡僧衣の俵目はよくみえる｡キジ

ィ′レの壁書でも,比丘の僧衣には,かういぶやうな繰保をあ
l･

らはしてゐる｡それがからだに碑着して,その下の肉つき

がよくうかゞ-るG硯勢からいふと,年伽の像らしいo　こ

の寵の右から11-の腰壁にかけて風化がはなはだしい｡鉄門

傍杖の蓮華の花束だけがよく嘩ってゐる｡それも上年ばか

りである｡ (節一層腰壁高4.00nl)

1 A.G. Grdnwenel ; Althdd/u∫tz'rl/lL, ji/uzゐdtule7㌔ Flg･ 382･

pL.109　主室南壁扶門東脇蓮華扶桂

門口に接する壁に,この大蓮華装飾が彫られてゐる｡そ

れは扶rlヨ傍桂の襲化したものである｡中央に,ふとい垂を

たて,その二本を紬かなにかで縛ってゐる｡その萱は,上下

で,それぞれ大輪の蓮華をつけてゐるo萱には二本の促を

彫るC輩をまいた純のやうなものは,まはりに小さい蓮非

をつけ,またそとに大きな牛パ′レメットの唐草を上下にの

ばしてゐ為｡この装飾は,文枝の細部としては,ふつう北淡

通絹のものでありながら,その構成法がかはってゐるため

注意される｡ (高1.90111)

fL.110　主室蘭壁第四盾西姦

'第四暦東寵(PL.97)によく似てゐるoしかし,この方がよ

りよくしまってゐるo瀕,手足もよく払きしまって,すきが

ない｡賓冠も精轍であるo　ながくのびた足をみよDそれか

ら下裳のすそのさばきをみよoそのあつか払方は,すこぶ

る明確である｡ (寵高2･11111)

p1..111主室南壁第四膚西金菩薩本尊

資に堂々たる像であるo賓冠から恵にかけて,とくに入

固版解読102-114

念にできてゐるし,かざりのある胸や手相も,うつくしいo

鎖状の頚かざりには,大きな鈴がさがってゐる｡腹から膝,

足にかけた凹みが,なかなかゆったりとした,おちつきをし

めすo寵の界は,下からみえないので,あらけづりのま｣で

ある｡足さきも,いくらかさういふところがみえるo (像

高1.58 m)

p1..112　主室南壁第三屠西轟

左端が,いたんでゐる｡本尊も手ぽかりでなく,顔もいく

らか削落してゐる｡しかし,きはめて充貸した,まるみをも

ってゐるQ l瀕から胸にかけた昭格は葦にたくましいC偏褐

右肩,右手はこほれてゐるが,衣端をとる7r二手はうつくし

いo薄肉の蓮躯は上の蓮琳帯とおなじである｡(寵高2･201n)

pL.113　主室両壁第三膚西轟右脇侍

右嘗薩も非常に発露したまるみたもってゐる｡眉はとく

に大きく,目はたゞの払き目で,しづかに笑をた1-てゐ

るQ fT1-:手はなにかの菅をもったやうで,胸にあげ,また右手

は衣端か天衣をもつやうで,腰にあて1ゐる｡どちらの手

ち,繊妙でうつくしいo頚かざり,下裳はみな刻線である○

肩からさがった鎖状の頚かざりも大きく,線刻であらはさ

れてゐる｡足は左右に払らき,線刻の仰蓮の遷座の上にた

ってゐるo (像高1.40m)

pL.114　主重商壁第二居西嶺

西端はいたんでゐるoだから,寵傍の膝座形はあったか,

なかったか厳密にはい-ない｡しかし,これだけシムメト

1)イにつくられた東西雨龍だから,たぶんあったと推定し

て不合理でない｡東がはの傍杖はほそい渦雀桂であるQ扶

端の獣形は角があるが虎らしい｡東寵の龍頭らしいのと照

膝するのかも知れなレ､o排額中の坐俳は九牌であるo鐸定

悌であるが,衣はさきにいったごとく,二種が交互になら

ぷoかなり預がふとく,ながい｡非常に特色のあるかたち

で,節+九洞東協洞の壁面千俳をおもはせる｡

妹婿のそとの比丘たちは,抹額が,はりすぎたために,小

さく表現されてゐる｡西の二つはいたんでゐるが,東の二

つはよく確り,りっはな恵をしてゐる｡

本尊はわりに奥まって彫りだされてゐる｡顔面はすこし

いたんでゐるが,充貸したまる朝で賓にすぐれてゐる○耳

も長大である｡手足もうつくしいD衣もこまやかな表現で

ある｡束寵の本尊とちがって,足にかしった衣のすそが,八

の字に払らき,そのあ弘だに,波がたの平行刻線を払くQそ
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れがなんであるかは知りがたいo (寵高2.20m)

pL.ll.r)主室蘭壁第二居所奄依上身

おしいことに,朝にきすがある｡けれども,それにもまし

て,この像はうつくしい｡まるまると先便した面貌,長大な

耳0　日はわりに払らき,杏仁形C手のつくりも,充分にうつ

くしいo手の上には,まだ,歴々とした整あとをみることが

できるC衣文のこまかいのも,また,ほかの像とちがふとこ

ろである｡ (像高1,60111)

PL.116　主室南壁西部腰壁,罪-潜

こ｣にも大きな蓮華の脱があるD　これも下牛は風化して

ゐるが,中央の縄に連射のかざりがついてゐないC風化は,

はなはだしいが,中心の像が恰形であらうとは,からうじて

その剃髪の頭でわかり,またそれが年伽像であることも,め

かる｡腰饗とのあひだの唐草女帝は,第七洞の例から,輪つ

なぎであることが,やっと解せられる｡膜壁の供茸者は風化

して見常もつかないが,末年の列像と同様であらう｡ (第一

屠腰壁高4.02 m)

pL.117　主室天井全景

天井は六つの格問にわけられるが,その大きさは,かなら

すしもー定しない｡概して北方がせまいやうであるが,これ

のめり両壁が垂

蔭であるからで

あらうD　こ｣に

は天井の全貌が

みられるだけで

なく,それが南

壁につらなると

ころ,北壁にづ

づくところ,東

西壁に接すると

ころ,一望にし

てわかると｣も

に,北壁上寵も

みえ,また明窓　　　　　　　Fig1 16

の天井もみえる｡明窓の天井には樹枝がのぴ,そのふちに

は扶梁の龍が蛇行してゐるo (会長6･80m　全幅4.22m)

pL.118　主室天井東牛
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天井の束牛,柿間四つ分がみえるC第IV笹は東がはの飛

天二照がみえ,南がはの飛天一昭のからだがみえる｡それら

はみな上半身をおこして走ってゐるやうであるoたゞ北が

はの一郎至は脚

をそろ-て跳

ねてゐる｡ 211,-

Ⅴ院は東がは

の二i昭がおよ

ぐやうにして

とんでゐるD

南がはと北が

はも不充分な

がらみえるD
FIE. 17

恥むの蓮華はよくみえるo　むっくりとふくれた解が賢に力

づよいD　そしてこれをかこんだ,八角形は,もはや形式化し

てごく浅い彫りにすぎないが,三角持送りの天井であるこ

とはいふまでもないo　これは同時代にひろくおこなほれた

もので,そのことは,終章(p.31)において,くはしくといた｡

節ⅠⅠ演は束がはの一億浮がみえ,南がはと北がはは不充分

にしかみえぬo　中央の蓮華はわりに小さい0第I隣は束が

は一骨環がよくみえ,南がはと北がはとはわづかにみえ,蓮華

も年分のぞく｡

梁上は束の蓮肇を中心にした四方の飛天たちがななめに

みえる｡ (東端3.65m)

Ⅰ)Ll19　主室天井中歯格闘V

これは主として中南慣Vがみえる｡脚をそろ-上身をお

こし,およぐやうな束がはの飛天o患なじやうに脚をなび

かせながら,しかし一方の脚をはねあげて,うしろをふりか

天人がみえ

るo南の梁の　　　　　　Flg･ 18

二牌は脚をいきほひよくうしろにはね,一手をま-にさし

のべてゐる｡東の梁,つまり中央の衆には北を頭にしてfrL.

右から粕むかふ二飛天があり,東のは博山旗をもち,丙のは



合掌してゐるo　シムメト.)ツクではないが,よく照臆して

すきがないo梁上の蓮華も八郷であるが,まはりは郷のと

がったま｣で,まるい座がない0

第ⅠⅤ瑛東がはの二飛天,第II慣南がはの二飛天も,かげ

のうちにうかんでゐるo (格間蓮華直得0.70m)

P1-. 120　主室天井中南格闘Ⅴ

これは小南慣格間VであるC東がはの二鰐と南がはの二

常澄とがよくみえるo三角持造りもこ｣によくみえるo南が

はの二絹は

天井をはみ

だして,宿

壁の上の梶

までのりだ

してゐる｡

その南壁上

練の壁の起

伏あるさま　　　　　　　　　　Flg.ユ9

をみよ｡決して建築的な正確さは,この石額のどこにもも

とめられないG黒レ､ところはみな朱であるD(格聞蓮華虐待

0.70m)

PL. 121主室天井中南格間Ⅴ

おなじ小南慣であるが,南がはのほかに,西がはの二飛天

がみえる0 -鰯は右手を腰におき, ZrE手でなにかささげて

みえてゐる｡　　　　　　　Fig･ 90

薬の甫年分で　　　　　Fig. 21
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固版解説115-124

あるQ格聞ⅤとIVとにまたがってゐる｡二昭の天人が-は

合掌し,他はたかく手をあげてとんでゐる｡前者は腰と膝

で二度折れ,後者は腰で一度だけ折れてゐるo　その胸と手

を一直線にのばし,脚を一直線にしたすがたは茸に力づよ

い｡ (束染全長3.90m)

PL. 123　主室天井東南格闘ⅠⅤ

天井東南隅ⅠVであるo　西がはの二絹と南がは0'D-絹と

がよくみえてゐるC北がはの二絹もわづかにみえるG　これ

らの三関はみな股をひろげ,走ってゐるやうであるo　前圃

版の南がはの一

昭もはしってゐ

る｡股をひろげ

てゐるため,下

裳が二つにわれ

てみえる｡あた

かも椅子のやう

であるが,これ

は決してさう解　　　　　　　　Fig･ 22

すべきではなからうo　この股をひろげてとぶ飛天はこし散

開だけであるoほかで,まったくみられないoだからたま

たま,この天井の作者たちが飛天をかういうふうに表現し

たことから患こつた服装上の破綻とおもふ｡その辞桜に股

になってゐるが,ゆるやかでほかの下葉とすこしもちがは

ないのであるQ　それにしても,この彫刻家たちは下裳をむ

すぶ紐を,ばかに大きくして,はでにひるが-してゐるo

とにかく,こし数人の飛天はそのとび方,服装がかなり特

異である｡ (格聞蓮華直搾0･47nl)

PL. 124　主室天井西南格間ⅤⅠ

これは西南の格間IVであるC東がはに二飛天,南がはと

北がはに,そ

れぞれ一骨蓬づ

｣の飛天がみ

え,丙がはの

二鰭もわづか

にみえる｡

寮上は丙の

蓮華を中心に

三方から飛天

がこれにむか　　　　　　　　Flg･ 23

ってゐるo西からの二天も令掌し,下身をつよくはねあげ
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てゐるo (格聞蓮華直梓0.55m)

PL･125　主室天外西南格間ⅤⅠ

的陶とおなじ西南の格間VIである0㌧東がはの二天が合掌

して,なにかふっくらしたものを捧げてゐる｡上身をつよく

患こし,下身をながくよこた-て,いかにもいきほひよく基

中をとぶやうで

あるo南がはの

飛天は軸がこほ

れてゐるが,お

となしく定型的

姿態でとんでゐ

るo　ま-にだし

た7[三手には,な

にかもってゐる

やうであるo西　　　　　　　　Figl 24-

がはの飛天がわづかにみえるが,北がははこ｣ではみえな

いo (格間幅1.32m)

lJLl26　主室天井西南染

西南の格間ⅤⅠと中南の格聞Vとのあひだにある梁であ

る｡つまり西梁の南年であるC梁上二照の天人が北()蓮華

にむかってとんでゐる｡うしろの天人の脚のつよいはねか

た,漢-の天

人の手ののぼ

しかたも,こ

れに艦じてつ

よい表現をも

つo　二骨:.?一群

の表現が葦に

間然するとこ

ろがない｡(栄

長1.73m　染

幅0.60m)

PLl27A　主室天井酉年

13　共室天井中北格闘ⅠI

A･こ｣ではひろく天井の四年がみえる｡西の薬上の蓮

華を中心に格聞ⅠⅠⅠとⅠⅠがむかつて右に,格間ⅤⅠとVが左に

みえる｡いたんでゐるけれども,格間ⅠⅠとⅤⅠの西がはを特

にしめす槻版である｡格間IIは-惜o格聞ⅤⅠは二照の飛天

であるが,よこにのびて,かろやかにとんでゐる｡格聞Ⅴの
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二昭の,のぴやかな飛天に臆するやうに,格聞Ⅴの勢のよ

い飛天がたちむかつてゐる｡ (西梁全長3.90m)

B. fP北

の格間ⅠⅠの

西がはの飛

天をちかよ

せたところ

である｡脚

をひろげ手

をあげ,漢

さに地上を

はしるすが
Fig. A..06

たであるC　井手は胸にかし-てゐる｡こ｣で注意されるの

は,二つにわかれた下裳であるが,これには三角形の垂飾

がさがってゐる｡しかしこれも給そらごとo脚のぐあひで,

下裳をひらいたため,その中間をうめるために,かういう垂

飾をつけたものとかんが-られるo (格間蓮華直揮0.53m)

PL･ 1.28　主室天井中北格間1Ⅰ

前固とおなじ申北の格聞ⅠⅠを進の方向,すなはち西方,

らみたものであるo束がはには-牌の飛天が手をのばしか

脚をうしろにはねあげてとんでゐるo北がはには,むか払

あった二飛天

が,珠のやう

なものを,柄

方からのばし

た手でさしげ　N

てゐるC南側

には西にむか

ってとぷ二飛

天があり,西

梁の北牛,蓮

華にむかふ二
Fig.27

飛天が,こ｣

では,はっきりとあらほれてゐるo　梁上の蓮華もうつくし

い｡ (格開運率直得0.53m)

PL･ 129A　主室天井東南格間ⅠV

B　主室天井中北格闘ⅠI

A.東南の格間を西よりみたものである｡束がはの二骨寛

と,南がはの-絹の,異様なとび方がよくわかる｡それから

北がはの二昭もななめにではあるが,みえてゐるo (格開運
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華直得0.47m)

B.これはPL. 128のクロウズアップであるC　格間ⅠⅠ束

がはの天人は,からだを二度に折り,左手をのばし右手を胸

樽と手首に腕輪　　　　　　　　Flgl 28

があるQ　この服装は,天井のどの天人にも通朋する｡ (格聞

蓮華直得0.53m)
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